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一話　闇やみ夜よと俺おれと猫かぶり





　春はる紗しや学園の校庭を、さわやかな薫風が吹きぬける。新緑の葉陰に、黄おう金ごんの木漏れ日がこぼれる。ゴールデンウィークは、もうすぐ目の前だ。

　放課後に開かれたアフタヌーンティーパーティ……。萌もえる若葉よりもなおしなやかに、ひそやかに、座ざ堂どうシエラは中庭のベンチに座り、細い指先で詩集のページをめくってゆく。長い髪がさらさらと風にゆれ、伏せぎみの長いまつげが白い頬ほおに影を落とす。

　つややかな唇が開かれると、真珠のような歯がこぼれ、いにしえの詩をなめらかに朗読しはじめた。

「山のあなたの空遠く　『幸さいわい』住むと人のいう。ああ、われひとと尋とめゆきて　涙さしぐみかえりきぬ。山のあなたになお遠く　『幸い』住むと人のいう」

　カール・ブッセ作、上うえ田だ敏びん訳の「山のあなた」を朗ろう々ろうと読むシエラは、高等部一年二組。彼女のまわりには取り巻きの女子が数人、ある者は芝生に座り、ある者は木陰に身を寄せて、うっとりと耳をかたむけている。芝生の上には、高級で繊細な手作りキルトの上掛けブランケツトが広げられ、鮮やかな青バラと金めっきにいろどられたティーセットが置かれている。

「シエラ様のお声は、ほんとうに上品で優雅ですこと。まるで天使がかなでる竪琴ハアプのようですわ」

「今日はお招きいただいて、ありがとうございます。ほんとうに、すてきなお茶会でございますわ。お菓子も、とてもおいしいし……」

「喜んでいただけてうれしいわ、メイド長のメアリー手作りのスコーンなの」

　女生徒たちの真ん中で、シエラはひときわ美しく、ほかに比べるべくもない。白魚のような指をバラ色の頬ほおにそっと当て、恥らうほほえみにも香りたつような気品がにじむ。

「シエラ様は、どの詩人が一番お好きでいらっしゃいますか？　ハイネ、リルケ、それともボードレール？」

「そうですわね……ランボーですかしら？」

「まあ、見目麗うるわしき漂泊の詩人ランボー。さすがシエラ様、ロマンチックですわ」

　そんな少女たちの姿を、遠くから二人の男子が見守っていた。シエラのクラスメイト、新あら木き陣じんと宇う多た田だ夕ゆう也やだ。

「ああっ、座ざ堂どうのお茶会！　なんて上品なんだ。ランボーって、どんな詩人？」

　夕也は胸の前で両手を組んで、感動に全身をふるわせる。軽音楽部の夕也は、茶髪のプチロン毛が軟派っぽい。陣は、考古学マニアであちこちへ発掘に行っているため、浅黒く日焼けしていて、彫りの深い顔がきわだっている。彼は学生カバンを肩からひっかけ、無愛想な顔をますますつまらなそうにして、つぶやいた。

「マシンガン持って撃ちまくるやつだろ」

「それはスタローンの映画！　あのお嬢様の座堂が、そんなの観みるわけないだろ！」

「いや。むしろふさわしいと思うが……」

　考古学者の両親の荷物の中に魔法のランプがあったことから、なぜかランプの魔神の家系であるシエラを呼びださざるを得なくなった陣。けれど陣がいる男子寮は女人禁制だし、何よりシエラは普段は猫をかぶりまくったお嬢様だが、いばりんぼでワガママで、しかも詩人じゃないほうのランボー並の破壊魔である。正直呼びだしたくない気持ちでいっぱいだった。

　夕也はシエラを見ながら、胸にわき上がる思いを抑えきれないように、ぐっと強くこぶしを握る。

「よし、寮に帰ったら図書室でランボーを探そう！　明日が応募〆切なのに、参加曲のイメージがわかなくて棄権かもって思ってたけど……イメージわいてきた！」

「曲？」

「言ってたろ、軽音楽コンクール。おまえもぜひ聞きにこいよ」

「やなこった」

「頭ごなしに拒否ですか？」

「おまえの演奏を聞きに行くと、紙テープ投げろとかアンコールを十回しろとか、注文がうるさいから面倒くさい」

「美しい音楽にふれれば、人生が豊かになるぜ」

「あと、売れ残ったチケットを何十枚も売りつけようとするのも迷惑だ」

「友達がいの無いやつだな！　そういう小さな応援がやがて実を結んで、不世出のアーティストを育てあげるんだぜ！」

　夕ゆう也やが騒いでいる声が大きかったからか、シエラが顔を上げて、陣じんのほうを見た。だが、シエラはそのままスッと視線を流して、また友人たちとの談笑にもどる。

（あれ。俺おれが見えてなかったのかな……？）

　陣はきょとんとする。夕也が陣のわき腹にひじ鉄を食らわせながら、ニヤニヤした。

「おい、今こっち一瞬見たよな？　音楽とかしてカッコイイとか思われたかな、今」

　たぶん、見たとしても夕也を見たのではないとは思ったが……いちいち否定するのも面倒なので、陣は適当に相あい槌づちをうつ。

「ああ、きっとそうだろう。おまえって超カッコいいもん。友達の俺も毎日ドキドキさ」

「おまえの目に心が無いのが気になるんですが、まあ良しとしよう。そうだ、座ざ堂どうに軽音楽コンクールのチケット渡そうか？　クラシック音楽よりずっとステキだわ、もっと教えて、とか言われないかな。おまえが、考古学について教えてくれって言われるぐらいなんだから、俺なら余裕かも」

　夕也は、かなりドキドキしているようすだ。たしかに夕也は、軟派で頭の中身も単純なので、同学年以上の女子にはバカにされているところもあるが、軽音楽部の称号は伊だ達てではなく、下級生にはけっこうモテる。そんな夕也でも、シエラの前ではこんなに緊張しているのだ。

　美しく優しく上品なシエラを信奉しているのは、夕也に限らない。学校中のほとんどの男子がそうである。陣は、それを聞くたび気の毒な気持ちになる。

（みんな、あいつの正体を知ったら腰を抜かすだろうな……）

　シエラが「ランプの魔神」であることは秘密だ。彼女が猫をかぶっているということも、誰だれにも言うわけには行かない。

「座堂を見てると、創作のインスピレーションがむくむくわいてくるぜ。座堂は俺の芸術の女神、ミューズだ。俺は座堂のために、ぜったい最高の詞を書いてみせるぜ！」

　夕也はこぶしを固くにぎって、気合いが入りまくっている。陣は冷めた目を夕也に向けていたが、そのときズボンのポケットの中の携帯電話が鳴った。

（メールか？）

　陣は携帯を手に取る。発信者は座堂シエラ。

「ちょっと庶民、最近何してるわけっ？　今日こそは、ぜ――――ったいに呼びだしなさいよねっ！」

（何だ、この顔文字は……）

　シエラのほうに視線をむけると、携帯を手にちらっとこちらを見て、またツンと顔をそむけた。シエラは、ご主人様である陣じんに呼びだされて仕事をすると、魔神レベルが上がる。そして一人前の魔神にならないかぎり、彼女の家の収入は無くなってしまうから、わりと必死なのだ。

（無視無視、あいつの家がぜいたくできなくなったって、俺おれには関係ないことだ。座ざ堂どうに振りまわされて、今までロクなことがなかったからな）

　携帯を手にしているシエラに、取り巻きの女子たちが声をかける。

「シエラ様、どうされましたの？　どちらかにメールを？」

「あ、いえ。使用人から、今夜のハイティー（夕食時の紅茶）は、どの産地の紅茶にするかと……」

　ホホホ、とシエラは口に手を当てて笑い、ごまかした。

（やっぱり、猫っかぶりだ……）

　たぶん、百匹ぐらいかぶっているに違いない、と陣は推測する。

　そんなシエラたちを、さらに遠くからじっと見つめている影があった。















　生徒会副会長、二年生の氷ひ室むろ江え利り子こ。すらりとした体型にシャープな髪型、メガネが知的だ。手にデジカメを持ち、木の陰にかくれて、ごくりと息をのんでいる。

「座ざ堂どうシエラ……。人前では新あら木き陣じんたちを無視しているけれど、あなたが男子寮の彼らの部屋にいたことは、ピザ屋のバイトで調べがついていてよ」

　生徒会長にして男子寮の寮長・近衛このえ右う京きようは、シエラにこっそりと思いを寄せている。女嫌いで通っている右京だが、江利子には女のカンでそれがわかる。それに、シエラは決して右京が思っているような、おとなしく従順で清せい楚そな大和撫子やまとなでしこなどではない……とも、江利子の女のカンが叫びまくっている。

　しかし、右京にそう訴えても信じようとしない。証拠がなければ、江利子のほうが誹ひ謗ぼう中傷していると思われ、正義漢の右京に嫌われかねない。だから彼女は何としても、シエラが陣たちの部屋に出入りしているという証拠写真を撮らねばならなかったのだ。

「お嬢様ぶった化けの皮をひっぺがして、会長の目を覚まさせてごらんに入れるわ。策はバッチリ練ってあるのよ。うふふ……おほほほほ！」

　江利子は大きく背をそらせて、高笑いした。急に大声で笑いだした江利子に、周囲を歩いていた生徒たちはびくっとして、視線を集中させる。その視線に気づいて、江利子はハッとわれにかえり、

「ほほほ……ほけきょ」

　と、とりあえずごまかしてみた。



　春はる紗しや学園の男子寮・橘たちばな寮は、六時が門限で夕飯の時間。その後は、自由時間となる。

　自室に戻ってくると、夕ゆう也やはさっそく机の上にランボーの詩集を積み、猛烈にシャーペンを走らせはじめた。

「君の熱い視線　俺おれの心をＲｏｃｋｉｏｎロケン・オン　ヤバすぎる恋のＳｏｌｄｉｅｒｅｓｓソルジヤレス　君はランボー・ガール　乱暴ランボーすぎるぜ……」

「乱暴すぎるのはおまえの歌詞だ。ランボーの詩集の、どのあたりを参考にしたのか、百文字以内にまとめて聞かせてくれるとありがたい」

　同室の陣が、夕也の背後からテンション低くつぶやく。

「五番で出てくるんだよ」

「五番まであるのかよ」

「ランボー熱い詩人　一八五四年フランスの　シャルルヴィルで生まれたよ　君はランボー・ベイベー　ハッピーバースデー……」

「いやランボーはたしかに出てきたが」

　陣の指摘に、夕也はシャーペンを鼻と口の間にはさんで腕組みをし、考えこんだ。

「やっぱりおまえも、Ｒ＆Ｂアールアンドビーってよりロックっぽすぎると思う？」

「夕ゆう也や。いいほうに解釈しすぎないように」

「はあ。俺おれ、才能ないのかなあ。もっとがんばらなくちゃ」

　夕也は疲れはて、机の上につっぷした。陣じんは、夕也の肩を叩たたく。

「そう落ちこむな。たしかに才能は片へん鱗りんも感じられないが、努力してもあんまり大差無いだろうから」

「おまえ、それ気をつかってるつもりだとしたら、思いっきり逆方向だし」

「コンクールって、ふだんいい加減で何事にも中途半端なおまえですら、そんなに必死になるほどのものなのか？」

「説明的なセリフをしゃべる癖があるのか性格が悪いのか、どっちだ？　寮長も軽けい佻ちよう浮ふ薄はくとか俺をなじるけど、軽音楽部は言うなればボランティアだぜ！」

「自分たちがモテて目立ちたいだけじゃないのか」

「おばかさん！　俺たちがいなきゃ、文化祭は保護者と、縁日気分の小しよう坊ぼうしか来ないぜ。俺たちがいるから、他校の女子とか来るんだろうが」

「他校の女子が来て、なんでボランティアだ？」

「すまん。楔くさび形がた文字にときめくような男に、何を言ってもむだだよな」

「俺の悪口はいくら言われてもかまわないが、楔形文字の悪口だけは言うな」

「他校の女子とちょっとでもお近づきになれるチャンスが与えられるってだけで、一般男子は幸せなもんなんだよ。そいつらの救世主になるのが、この俺と軽音楽部なんだ」

「他校の女子とニアミスしたところで、別につきあえる公算があるわけじゃないんだろ」

「うっ……まあ、それはそうだ」

「それに、おまえがつきあえるとも限らないし。そんなことのために、しょいこまなくてもいいストレスをしょいこんでまで一生懸命になる理由が、俺にはよくわからんな」

「いや。むしろ、おまえが楔形文字ばっかの本にハマったり、そのへんの山で穴掘ったりしてるほうがわからないって」

「楔形文字の深遠な魅力がわからないとは、哀れな奴やつ」

　二人の議論は平行線をたどっている。おたがいに理解しあえないことは明白だ。夕也はあきらめたように、ふっとため息をついた。

「まあいいさ。誰だれにとっても、自分が必死になってることなんて、他人から見りゃ下らないことだろうさ。でも、少なくとも俺は必死なんだから、頑張ってる人間をバカにして茶茶入れるようなこと言うなよな」

　夕也は、ノートの文字をシャーペンでぐるぐると黒く塗りつぶす。本気で気を悪くしたようだ。陣は、すなおに謝った。

「悪かったな。バカにした気はなかったんだが」

「いいんだ。俺もうまくいかなくてイライラしてたし」

　夕ゆう也やは頬ほお杖づえをついて、大きく息を吐く。

「コンクールで一気に目立って、周辺女子高の注目を集める予定だったのに……。これじゃ今年も講堂は小学生だらけで、アンコールにアンパンマンマーチとかリクエストされるの確定だな……」

　ふと、視界の全すべてが真っ黒になった。何も見えない。突然のことに、夕也はパニックを起こす。

「な、何だっ？」

「停電だろ」

　陣じんは冷静である。橘たちばな寮はボロなので、よく断水もする。停電ぐらい、想定の範囲内だった。

「そんな！　これじゃ歌詞を書けないじゃないか、懐中電灯懐中電灯」

　焦りまくりながら、夕也は手探りで机の引きだしをゴソゴソする。

「陣、おまえたしか持ってたよな。洞どう窟くつ探検用のやつ」

「ちょっ……おまえ、今、俺おれの机あさってるのかっ？」

　陣はびっくりして、真まっ暗くら闇やみの中、夕也を探す。陣の机の中には、シエラを呼びだす魔法のランプがある。ランプからシエラを呼びだすためには、魔神の封印をとく力をもつ『ソロモンの指ゆび環わ』が必要だが、その指環もランプといっしょに箱に入れてあるのだ。もし夕也が指環を持ちながらランプをこすったら、シエラが呼びだされてしまう。

（別に、あいつのご主人様が変わるならばんばんざいだけど……あいつは、自分が他人に仕えてることを秘密にしたがってるし、妖よう魔まに取りつかれたときの寮長みたいに、あいつに憧あこがれてるやつがあいつを独占するつもりでご主人様になろうとしてもヤバいし……何より、ご主人様が変わったらまた魔神レベル１からやり直しだ。そうでなくてもうるさいやつなのに、そんなことになったら何を言われるやら）

「あれ、この箱ずっしり重い。これかな？」

　闇やみの中で夕也が言った。カチャカチャ、と小さな金属音がする。確実に、ランプと指環がぶつかっている音だ。

「やめろ、さわるなっ！」

　叫んで陣が手をのばした瞬間、ツルッとなめらかな指ざわりを感じた。ギョッとする。

（し……しまった！　箱が開いてたのか！）

　虹にじ色いろの煙とキラキラした光の粉がランプの口から吹きだした。同時に、エプロンドレスにヘッドドレス、白い手袋といったメイド装束に身を包んだシエラが、いきなり怒りモードがトップギアに入った状態で出現する。

「ちょっと！　何度言えばわかるの、呼びだすときはまず、わたしが電話をかけてからだって……」

「わーわーわーわー！」

　陣じんはシエラの声にかぶせるように、絶叫した。



　突然の停電に混乱する橘たちばな寮を、近くのビルの屋上から見ていたのは、「ナマズデンキ」という家電量販店のロゴが入った蛍光色の帽子と、同じくロゴ入りのナイロンのブルゾン、ズボンとごついズック靴で身を包み、牛乳瓶の底のようなグルグルメガネをかけた青年だった。

　青年……と見えた彼が帽子を外すと、帽子の中に押しこめていたセミロングの髪が「ふぁさっ」と音を立てて、すべり落ちる。瓶底メガネを外してシャープなフレームのメガネに交換すると、そこに現れたのはほかでもない、江え利り子こだった。

「うふふ……ピザ屋の前には、家電量販店でバイトしていたのよ。苦学生をおなめでないわ」

　腕組みをして、江利子は満足げに笑う。

　江利子の弟・啓けい太たの寮費が免除になったため、江利子はバイトをひとつ減らすことができた。その時間を、猫っかぶりシエラのしっぽをつかむことに振りかえて、家電量販店の店員に変装し、べらぼうに電力をくうように改造したトースターを寮の台所に運びこんだのである。

「案の定、ブレーカーが落ちたようだわ。これで会長は、どの部屋が電気を使いすぎているか、一部屋一部屋調べて回ることになる」

　江利子は、一眼レフのデジカメに望遠レンズを取りつける。

「家電量販店の前は、写真館でバイトしていたの。うふふ……」

　ファインダーをのぞくと、月明かりに照らされて、窓辺でうろうろする寮生たちの姿がわずかに見える。かんじんの陣の部屋は、カーテンが閉められている。

「さあ、準備完了。会長に見つかるか、外に逃げだしてわたしのカメラにおさまるか。座ざ堂どうシエラ、今こ宵よいおまえの猫っかぶりの化けの皮ははがれるのよ！　とっとと決定的瞬間をカメラにおさめて、家に帰って、テレビで『ランボー２』でも観みようかしら！　おほほほほ！」

　胸を高鳴らせ、緊張と期待にじっとりと汗をかきながら、江利子は寮を監視した。



　陣の部屋では、夕ゆう也やが暗くら闇やみの中、不思議そうにたずねた。

「陣。今、女の子の声が聞こえなかったか？」

「そ、そうか？」

　陣は、必死に冷静さを取りつくろう。真まっ暗くら闇やみの中、手さぐりで、じたばた暴れるシエラの口を手でふさいでいた。

「ラジオの音じゃないのか？」

「停電でラジオが鳴るかよ。俺おれのラジカセ、ＡＣ電源なんだぜ」

「そいつは不思議だな」

「モガモガモガ！」

　シエラは、陣じんに押さえられてもなお暴れて、うなる。陣は、小声でささやいた。

「バカ、状況を読めよ！　見つかっていいのかよ！」

「モガ！」

　シエラはあくまで抵抗する。そのとき、陣はハッとした。暗くてよく見えないが、シエラの体を押さえているほうの手の手ざわりが、何やらふんにゃりとやわらかい。あわてて陣は、その手をすっこめる。

『い、いったい今のは、どこの部品パーツだったんだ……？』

　夕ゆう也やはパニクりながら、陣の肩をつかんで揺さぶる。

「ほら、今も聞こえただろ！」

「な、何か聞こえたか？」

「っていうかさっき、どうして急に叫びだしたんだ？　何かおかしいぞ」

　闇やみをさぐる夕也の手が、シエラの長い髪にふれた。

「ん？　おまえ……こんなに髪、長かったか？」

「モガーッ！」

「ほら、また聞こえた！」

　これ以上、ごまかしようがない。陣は深く息を吐くと、低い声で夕也に言った。

「そうか。……やっぱり、おまえにも聞こえてしまったか」

「聞こえて……しまった、って何だ？」

「俺は考古学のことをあれこれ調べてるだろう。実は、この寮が建っている場所は、昔、墓場でな……」

「ストップ！　いい、もう聞かない！」

「ほらおまえの後ろに！」

「わーっ！」

　夕也は両耳を押さえて絶叫し、部屋から飛びだしていった。その直後「ドスン」と重い音がした。どうやら、暗くら闇やみの中を全力疾走したせいで、どこかに正面衝突したようだ。

「ふー……」

　ともあれ、陣はホッとして、胸をなでおろす。

「モガモガモガ！」

　シエラはなおも叫んでいた。もう口をふさぐ必要はないことに気づき、陣は手をはなす。

「バカバカバカ！」

「つまりおまえ、さっきからずっと俺おれのことをバカって言いつづけてたんだな」

　陣じんはさっそく疲れを感じて肩を落とした。とりあえず、声がもれないように扉を閉める。鍵かぎがついていればいいのだが、寮の扉には鍵がかけられない規則になっているのだ。

「庶民のくせに、わたしにふれるなんて無礼千万よ！　斬きり捨すて御免にしてくれるわ！」

「座ざ堂どう、もう少し歴史と現げん社しやの勉強をすることを、切におすすめするぞ。今の日本には、身分制度とか無いから」

「そうよ、だからわたしが一人前の魔神にならなくちゃいけないの！　日本に貴族制度が無い今、わが座堂家からお金が無くなったら、わたしはただの庶民よ！」

　シエラは頭をかかえてうなる。陣はポリポリと顔をかいた。

「なんでそんなにセレブにしがみつくんだよ。昼間だってお茶会とか無理に上品ぶったことしてるし、一日中猫かぶってて疲れないか？」

「べ、別に無理に上品ぶってるわけじゃないわ！　生まれつき上品なのよ、だってわたしはセレブだもの！　失礼なことを言うと、鼻の穴から手をつっこんで奥歯ガタガタ言わせるわよ！」

「おお、上品上品」

　ぱちぱちぱち、と陣は淡白に拍手する。

「なっ、何よ……っ！」

　暗くら闇やみの中でシエラの顔はよく見えないが、声が硬くて細かく震えているあたり、どうやらカチンと来たようだ。

「だから認めろよ、それがおまえの素すなんだって。俺にいばったり怒鳴ったりしてる、暗黒面ダークサイドのほうがほんとうの座堂シエラで、お嬢様のほうは猫をかぶってるだけのかりそめの姿だって。猫をかぶってるほうと本性のギャップがあるぶんのストレスを、俺にむかって吐きだしてくるから、俺が必要以上に迷惑するんだろ？」

「猫なんかかぶってないわ！　い、いえ、たしかに少しはかぶってるかもしれないけど……でもわたしは、その猫を自分のものとするよう、日々努力しているのよ。いつか完全に、究極至高の絶対無敵パーフェクトお嬢様、むしろお姫様となるべくね！」

「お姫様って……ガキかよ」

「プリンセス願望はどんな女性の胸の中にもあってよ、庶民！　オタク男性を標的に作られたメイド喫茶が、ふたを開ければプリンセス気分にひたりたい女性客でごったがえしているようにね。まあわたしは行く必要が無いから、行ったことはないけれど？」

「それにしては、くわしいようだが」

「つまり何のためにプリンセスになるか、じゃない。プリンセスになることそのものこそが、わたしの目的なの！」

「今だって金持ちで、一般レベルから見ればじゅうぶんお姫様だろ」

「それが庶民の浅はかさよ。プリンセスに必要なのは、お金だけじゃないの」

「庶民の浅はかさとか言ってるやつに、プリンセスに必要な優しい心とかは期待できなさそうだと思うのは俺おれの被害妄想だろうか」

「まあ、庶民の座に甘んじて、日々向上心も克己心もなく怠惰に生きてる庶民には、わからないことかもしれないでしょうけどね」

　シエラの言い草はムチャクチャだ。でもたしかに、彼女は彼女なりの目標にむかって一生懸命やっている、ということは陣じんにもよくわかる。

　ふと、さっき夕ゆう也やと少し議論になったのを、陣は思いだした。その目標が、はたから見るとどんなに下らないものであれ、当人は本気で努力している。もしかしたら、シエラがこんなにわがままなのに、何となく言うことを聞いて巻きこまれてしまっているのも、シエラのそういう一生懸命さに、心のどこかで自分は共感しているのかもしれない、と陣は思った。

　それに、シエラが現在の猫かぶり・陣の前では本性むき出しモードではなく、常に猫をかぶった状態の、本当に清く優しいパーフェクトお嬢様になれば、威張られることもどやされることもなくなるはずだ。それってちょっと陣にとってもうれしいことかもしれない。

「……まあ、わからないでもないが。でもお嬢様なんて気の持ちようだろ。金なんて無くても、野に咲く花のように清く品良く美しく……」

「物理的な豊かさだってセレブには必要なの、シンデレラだってドレスや靴や馬車が無ければそもそも舞踏会にすら行けなかったんだから！」

「おとぎ話を、ずいぶんシビアにぶったぎってくれたな」

　シエラの価値観がそもそもピュアなお嬢様のものとは言いがたいのだが、ここからパーフェクトお嬢様に進化するのは、限りなく不可能に近いと思われる。ずいぶん険しい道のりだな……と陣は思った。たぶん、魔神になるほうが百万倍楽かもしれない。そもそもシエラの人となりには「お嬢様」より「魔神」の称号のほうが似合っているのではないか、と、陣はちょっと思ってみたりもする。

「だから一日も早くわたしの魔神レベルが上がるよう、あなたはどんどんわたしを呼びださなくてはいけないのよ。なのに、よくもここ数日、サボったわね！」

「胸に手を当てて、考えてみろよ」

「そりゃあ寮の部屋を砂だらけにしたけど、わたしが消えれば砂も消えるんだから、いいじゃない」

「砂すな嵐あらしで傷だらけになった家具はそのままだがな」

「それに、部屋の中に砂場があるなんて前衛的なインテリアじゃなくて？」

「あれは前衛芸術だったのか。ピカソの意見を聞いてみたいもんだ」

「ま、庶民には理解できないセンスかもしれないけどね」

「それに、どっちにせよ部屋はもう掃除する場所がないんだ。つまり、呼びだしたところで言いつける用事がないんだよ」

「わたしが掃除して、すみずみまでピカピカにしたから？」

「おまえが掃除して物を破壊しまくるんで、おまえに掃除されるまえに、毎日きちんと俺おれが掃除してるからだよ」

　陣じんのことばに、シエラは一呼吸置いてから、

「……でも、ふき掃除はしてあげたわよ！」

「一呼吸あいたってことは、自覚してるんだな」

「う、うるさいわね！」

「俺の記憶がたしかなら、ふき掃除のとき、雑ぞう巾きんにゴージャスなスパンコールつけまくってたから、床や机が傷だらけになったんじゃなかったかな」

「宿題だって、してあげたし」

「珍回答続出のな」

「失礼ねっ！　成績優秀なわたしが、珍回答なんかするわけないじゃない！」

「成績優秀って、自分の宿題は召使いにやらせてるからだろ。テストだって、お抱え占い師にヤマを張らせてるから点がいいだけじゃないか。抜き打ちテストには弱いはずだ」

「そんなことないわよ、失礼ね。何でも質問してごらんなさいな」

「古生代デボン紀から中生代白亜紀末の地層で発見される化石で、オウムガイのような殻をもった頭足類の名は？」

「えーと……。ダ……ダイナマイト？」

「狙ねらってるんでなきゃ、ある意味、稀け有うな才能だな」

　正解はアンモナイトである。シエラはカッとして、どなった。

「過去を振りかえってちゃ、未来はやって来ないのよ！」

「せっかくのいいセリフだが、用法がまちがってるぞ」

「わたしは文系なのよ。文系の問題を出しなさいよ」

「『しかも～でなになにある』を使って短文を作りなさい」

「アシカも哺ほ乳にゆう類るいである」

「けっこう理系だな」

「洗濯だって、してあげたでしょ！　窓の外に干そうとしたら、あなたが代わりに干したから、手伝おうとしてうっかり突きおとしちゃったけど」

「そこまでわかってたら、どうして俺がおまえを呼びだそうとしないのか、おのずとわかりそうなものだがな」

「あなたが代わりに干すから悪いんでしょ」

「おまえを外に出すとまずいような気がするんだ。視線を感じるんだよ、最近」

　陣じんは、カーテンのほうに目をやった。月明かりがわずかにもれて来ている。その向こうから、今もシクシクと小さな針で刺すような気配を感じる。

「自意識過剰？」

「いきなり妄想扱いかよ」

「そんなことより、どうして真っ暗なの？　庶民は電気代もないわけ？」

「召喚から五分ぐらい経たって、やっとその質問ですか」

「とりあえず、予定外の時間に呼びだされてしまったけど、来てしまったからには命令をこなさなきゃ帰れないのだから、しかたがないわ。さっさと何か用事を言いつけなさい、なるべく手軽なやつをね」

「いきなりやる気無し子さんかよ」

「今夜はテレビで『ランボー２』があるんだもの」

「やっぱりそっちのランボーだったんだな」

「何のこと？」

「『とっとと帰ってくれ』というお願いは有効かな」

「あら。あなたのギャグで、初めて笑えたわ。どうでもいいから、用事を考えなさいな」

「どっちがご主人様か、俺おれも最近わからなくなってきたぜ」

　陣はがっくりとこうべを垂れた。が、部屋を破壊されないような用事は、なかなか考えつかない。まして、今は停電中である。できることが、ますます限られる。















　そのとき、バターンと入り口の扉が開かれ、懐中電灯の光が部屋の中をピカッと照らした。陣じんはギョッとして、シエラの腕を強く引っぱる。

「やばい！　ここに隠れろ！」

「きゃっ！」

　陣は二段ベッドの下の段にシエラを押しこめ、上から布団ふとんをかけた。入ってきたのは、夕ゆう也やだ。

「陣、おまえからかったな。ここが墓場だったなんてうそじゃん、寮が建つまえは駐車場だったって……」

「ゆ、夕也っ？　その懐中電灯、どうしたっ？」

　陣は平静さを保とうとするが、焦って声が引っくりかえってしまう。夕也は、懐中電灯の光を陣の顔に向けた。

「すぐそこで寮長に会ったんだよ、幹部寮生連れて見回りしてて……。外の建物はどこも電気がついてるから、停電の原因は、どこかの部屋が電気の使いすぎでブレーカー落ちたからだってさ。その電源が入ったままだったら、ブレーカーを上げてもまた落ちてしまうから、まずどの部屋に原因があるか捜すために、今、部屋を一個一個調べて回ってるとこだって」

「調べて回ってる？」

　陣の全身から、どっと冷や汗がふきだした。布団の下のシエラが、ぴくりっと動いた感触が指に伝わる。どうやら彼女も、かなりヤバい状況だと認識したようだ。

　右う京きようが来れば、シエラは見つかってしまう。お嬢様のはずのシエラが男子の部屋で、しかもメイド服で発見されたとなったら、とんでもないスキャンダルである。プライドの高いシエラのことだから、二度と学校に来られないかもしれない。

　別に、わがままで高慢ちきで自分勝手なシエラのことなど、どうなっても……と陣は考えたが、いややっぱり良くない、と思いなおす。シエラが見つかれば、当然陣は、女人禁制の寮に女子を連れこみ風紀を乱したということで、退寮処分にされてしまう。寮を追いだされては、行くところがない。有名な考古学者の両親は、ソロモンの秘宝を探しに中東へ行く旅費と発掘費用を都合するため、今まで住んでいた家まで売りはらってしまったからだ。

（やっぱり、ここで座ざ堂どうが見つかると、非常にヤバい状況だってことだな）

　シエラをこの部屋から出さないといけないことは、明らかだ。しかし夕也がいるかぎり、外には出られない。

「夕也。台所で水くんできてくれないか」

「水なら洗面台があるだろ。っていうか何で俺おれがおまえのパシリしなきゃいけないんだよ」

「やはり、こんな芸のない手には乗らないか」

「何ブツブツ言ってんだ？　そこどけよ、俺おれのベッドだぞ」

　そう言いながら、夕ゆう也やはベッドの上に身を投げだした。

「はあ。せっかく作詞のイメージがわいてたのに停電なんて、ツイてないよな」

「ぎゅう」

「陣じん、今変な声出した？」

　両腕を頭の下に回して枕まくらにしながら、夕也は陣にたずねた。明らかに、シエラはつぶされている。陣はあわてて夕也の腕を引っぱり、立ちあがらせた。

「こんな部屋の中にいるから、気が変わらなくてアイディアがわかないのかもしれないぞ。談話室とか行ってみたらどうだ？」

「停電じゃどうしようもないだろ」

「懐中電灯で照らしながら、書けばいいじゃないか。雰囲気が変わって、今までにないアイディアがわくかもしれないぞ」

　苦しまぎれの提案だったが、夕也はまんまとだまくらかされて、「ああ」と感嘆の声を上げた。

「いい考えだな、それ。なるほど、やってみようかな」

「そうしろそうしろ」

「何だかおまえが俺を追いだしたがってるんじゃないかと思うのは、俺の被害妄想？」

「きっとそうだ。がんばっていい歌詞を書けよ、おまえならできる、俺はそう信じてる」

「やっとおまえにも、俺の天才が理解できるようになったか」

　夕也はちょっといい気分になって、鼻で笑った。そのまま機嫌よく出ていってくれそうなので、陣はホッとする。布団ふとんの下で、夕也に押しつぶされてヘッドドレスもヨレヨレになってしまったシエラも、弱りながらも胸をなでおろした。

　ところが、夕也が部屋を出ようとしたとたん、懐中電灯の灯あかりがプツッと消えた。

「あっ、消えた」

「こんなときに！」

　陣は頭をかかえる。だが夕也はわりと平気そうに、闇やみの中でだいぶなれてきた目で、床にあったランプの箱を持ちあげた。

「だいじょうぶ。ここにまだランプっぽいものがある」

「こら夕也、それさわるなよ！」

「ケチケチするなよ、水くさいな。これ、どうやって使うんだ？」

　闇の中で目をこらしながら、夕也はランプを取りあげた。シエラが出てきて数分間は、ランプとシエラがもといた場所の空間がつながっているので、ランプの口にふれると吸いこまれてしまう。陣はあわてて夕也からランプを奪いかえそうとするが、暗くてよく見えない。夕ゆう也やは闇やみの中で形をたしかめるように、ランプをさすった。

「さすが考古学マニアだな、こんな大時代がかったランプ持ってるとは」

「さわるな！　とくに口のところ！」

「使いかた、やっぱわからないな。陣じん、火をつけてくれよ」

「えっ」

　思わず叫んだのは、布団ふとんをかぶって身をひそめていたシエラだった。

（な、何言ってんのよ、この庶民二号！　わたしの部屋が火事になっちゃうじゃない！）

　今すぐ飛びだしたい。だが、そんなことをしたら「座ざ堂どうシエラがメイド服のコスプレをして」「男子寮に忍びこみ」「男子の布団の中にひそんでいた」といううわさは光よりも速く学園中を駆けめぐるだろう。どの方向から見ても、あやしくない要素が皆無である。そんな恥さらしなことになるぐらいなら死んだほうがましだが、死ぬのも嫌なので、見つからないようにと身をちぢめていることしかシエラにはできない。

「今、女の声が聞こえた？」

　夕也がキョロキョロする。布団の中のシエラは、あわてて両手で口を押さえた。陣が、低い声でつぶやく。

「そうか。おまえにも聞こえてしまったか……」

「その手はさっき食ったとこ！　ここは、墓場じゃなかったから！」

「残念。いや、実は俺おれの声なんだ」

「二オクターブぐらい高かったぞ？」

「裏声だよ。『もののけ姫』歌ってみてやろうか」

「俺は自分の歌を人に聞かせるのは好きだが、他人の歌を聞かされるのは大っ嫌いなんだ」

「態度が巨大だな」

「とりあえず、そのランプに火をつけろって。俺の芸術に協力したいだろ？」

「だめったらだめ」

「ケチ！　嫌なら、力ずくで火をつけるぞ！」

　夕也がランプを奪おうとして、闇の中、陣につかみかかった。陣はランプを守りながら、夕也を引きはがそうとして、足でゲシゲシ蹴けりつける。

「これはだめだって！　放せ！」

「いてて！　渡せって言ったら、渡せってばよ！」

「やめろって！　これは……あっそうだ、これはランプじゃなくて『カレー用ソースポット』なんだよ！」

「あの容器、そんな名前だったんだ」

「かき氷にみつをかけるアレは『甘露じゃくし』な」

「一度使ってみたいと思ってたんだ。とりあえず、それにカレーをつがせろ！」

「目的が変わってませんか？」

　陣じんは必死にランプを守るが、軟派とはいえ夕ゆう也やのほうが背が高いぶん、リーチが長い。

　もちろん本気でケンカすれば、マイクより重いものを持ったことのない夕也より、考古学の発掘のために山歩きをしたり、スコップで土を掘ったりという肉体労働できたえている陣のほうが、強いにちがいない。けれど「たかがカレー用ソースポット」で友達をぶん殴れば、よほど心の狭いヤツか、よほどカレー用ソースポットのマニアかと思われてしまうため、陣は躊ちゆう躇ちよしてしまう。

「取ったぁ！」

　逡しゆん巡じゆんしている陣のすきをついて夕也がランプを奪いとり、両手で高くかかげた。絶体絶命……の、その瞬間。

「砂魔法ラツムール」

　シエラの声とともに、ザアッと砂が舞った。部屋の中に舞った砂は、闇やみの中ではよく見えない。夕也の肌に、ちくちくと突き刺さる。

「いたたた！　な、何だっ？」

「ちっ、目が細いとなかなか砂が目に入らないわね」

　砂すな嵐あらしに身を隠しながらシエラは立ちあがり、

「砂魔法ラツムール」

　と、夕也に人差し指をむける。砂が、消防車のホースからふき出す水のように、ドオッと音を立てて飛びだした。

「がっ？」

　夕也は砂に押されて吹っとび、背中から壁に叩たたきつけられた。そして、

「ぐけっ！」

　ひしゃげたカエルのような声をあげ、夕也は砂の上にドサッと倒れる。闇の中、シエラが腕組みをして彼を見下ろすシルエットが、カーテンごしに入りこむ月明かりに浮かびあがる。

「やれやれ、あやうくわたしの部屋がカレーまみれにされるところだった。もっと早く、魔法の砂で眠らせることを思いつけば良かったわ」

「おそらく、砂が目に入って魔法で眠ったという状態とは違うと思うんだが」

「まあ、大同小異ということよ」

「おまえ、誕生日はいつだ？」

「プレゼントなら、けっこうよ。庶民のささやかなお金で買えるものなんて、知れてるもの」

「いや。ぜひ四字熟語辞典をプレゼントさせてくれ」

「今日のあなたのギャグは、庶民にしてはなかなか冴さえてるわね。二回笑えるなんて、新記録よ」

　シエラは手の甲を口に当てて高笑いしつつ、長い髪をかきあげてサラリと流す。陣じんは彼女と議論することをあきらめた。

　夕ゆう也やは、うつぶせに倒れてピクリとも動かない。とりあえずシエラが夕也に発見されることは防げたので一難去ってホッとしたものの、たぶんこれは、物理的な衝撃による脳のう震しん盪とう。夕也はだいじょうぶかな、と新たな不安が首をもたげる。

「トントン！」

　だしぬけに、乾いたノックの音が響いて二人はビクッとする。ホッとしてうっかり忘れていたが、そういえば右う京きようが「すぐそこ」まで来ている、と夕也は言っていたではないか。

「たいへん、また隠れなくちゃ！」

　シエラはわたわたと右往左往する。が、真まっ暗くら闇やみの中で走りまわるので、あちらにぶつかりこちらにぶつかり、ガチャン、バリン、と何やら破壊される音が聞こえる。

「とりあえず落ちつけ。それから、物は大事にしろ」

「落ちついてるわよ、生麦生米生いたたたた！」

「ほんとに落ちつけ。ケガするぞ」

　ふと、隣の部屋から右京のどなり声が聞こえてきた。

「貴様、不必要な私物の持込みは厳禁という寮則を知らぬのか！　この、妙な服を着た、バケモノのように目のでかいマネキンは何だ！」

「ああ。寮長がノックしたのは、隣の部屋だったみたいだな」

　陣はホッと胸をなでおろす。だが、安心はできない。隣まで来たということは、次は陣の部屋である。

「『萌もゑゑ』なぞ軽けい佻ちよう浮ふ薄はく！　わたしは認めぬ！　右京烈風斬！」

「うわぁぁぁーっ！　俺おれの魔女っ娘こミラクるん♪がまっぷたつにぃー！」

　闇やみにひびく絶叫に、シエラはごくりと息をのんだ。

「……まさか、わたしもまっぷたつに……？」

　焦ったシエラは、ふたたび右往左往する。またも、グワシャン、ドガシャン、と破壊音がする。

「隠れなきゃ！　殺される！」

「隠れてもムダだって。寮長は、ブレーカーを落とした原因を捜してるんだから、部屋中捜索されるぞ。それと、破壊活動もやめろ」

「じゃあ、今すぐわたしに感謝して頭をなでなさい！」

　そうすれば、シエラはランプの中から自分の家に戻っていけるのだが……何の命令も果たしていない現在、多分無理だとは思ったが、陣はとりあえず手をのばして闇の中、手さぐりでシエラの頭をなでてみた。

「ちょっと、どこなでてるのよ！」

「ど、どこって、俺おれどこなでた？」

「口で言えっていうの？　この変態庶民！」

「しかたないだろ！　何も見えないんだから！」

「役に立たない庶民ね、ここよ！」

　シエラは陣じんの腕をぐいっとつかんで、自分の頭に持ってきた。

（ここが頭？　俺はいったい、どこをなでたんだろう……）

　気になって、精神を集中するどころではない。いつもなら、シエラが頭につけているヘッドドレスが光ってご主人様満足ゲージを示すのだが、全く反応しない。一瞬の沈黙の後、シエラは怒って陣にせまった。

「庶民なだけではあきたらず、ほんとに役立たずね！」

「何もしてないのに感謝しろってのは、そうとう無理があると思うんですが何か？」

「ふつうは、このわたしが同じ部屋にいてあげるというだけで感謝の涙を流すものよ！　わたしのアフタヌーンティーパーティに誘ってあげた女子はみんな、光栄のいたりなんだから！」

「別の意味で泣けてきそうだぜ」

　陣は深いため息をつく。トントン、とノックの音がした。ついに陣たちの部屋にも右う京きようが来たのだ。ふと陣は、倒れている夕ゆう也やを見て思いつく。

「そうだ！　また魔法で眠らせればいいんじゃないか！」

「無理よ。わたしの魔法は、声がとどく範囲でないと有効じゃないってパパが言ってたもの」

「大声でとなえれば、廊下まで聞こえるだろ」

「どこまでも貧脳な庶民ね」

「ヒンノー？」

「脳が貧しいことよ」

「イマジネーション豊かな造語だな」

「そこの庶民二号が言ってたでしょう。見回りをしているのは生徒会長だけじゃなく、幹部寮生とかいう人たちもいっしょのようじゃない。もし彼らが離れたところにいたとしたらどうなる？」

「……廊下にいきなり砂が吹きだすのを、目撃されることになる、か」

「そういうこと」

「じゃ、全員が部屋の中に入ってきたところで、呪じゆ文もんをとなえるのはどうだ？」

「呪文の発動時間というものがあるのよ。となえているあいだの、わたしの声を聞かれるわ。一人なら庶民二号のように聞き間違いでごまかせるけど、複数の人間はごまかせないわよ」

「ややこしいことになっちまったなあ」

「どうするのよ！　こんな状態で呼びだしたあなたのせいよ、もしわたしが見つかったら相応の罰を受けるかくごはできてるんでしょうね？」

「寮を追いだされて宿無しになるんだ。罰ならそれでじゅうぶんだろ」

　陣じんはあきらめの境地に入り、ため息の尾を長く引く。

　ついに、運命が扉をノックした。

「トントン」

「来た！」

　陣は息をのむ。取りあえず、夕ゆう也やを転がしておいては何があったのかとあやしまれる。陣は気絶している夕也をベッドのほうへ引きずりながら、シエラに言った。

「座ざ堂どう、ダメモトで夕也の敷布団ぶとんの下にかくれろ！」

「セレブは、敷布団は上に寝るようにして使うんだけど」

「奇遇だな、庶民でもそうだ。じゃなくて、夕也の下に隠れれば、寮長たちも寝ている人間を起こしてまで布団をはがしたりしないだろうってことだよ」

「まっぴらごめんよ」

「いきなり完膚無きまでに拒否かよ」

「さっきだって、その庶民二号の下敷きになって死ぬかと思ったのよ！　髪のセットも乱れるし、ぜったいに嫌！」

「わがまま言ってる場合かよ、寮長に見つかったらおまえも俺おれも終わりだぜ！」

　陣は、手探りでシエラの手をつかんだ。右う京きようの声が聞こえる。

「返事はどうした。新あら木き、宇う多た田だ、入るぞ」

　ガチャッ、とドアノブが回され、懐中電灯の灯あかりがまぶしく部屋の中を照らした。

　もはや、敷布団をはいでいる余裕はない。陣は大急ぎでシエラと夕也をベッドの中に投げこむと、上から掛け布団をかけてごまかした。

　右京と四人の幹部寮生が、それぞれ懐中電灯を持っていて、サーチライトのように部屋の中を照らしている。

　右京はいつもの剣道着に身をつつんでいる。長い髪を後ろでしばった長身白はく皙せきの剣士の姿は、闇やみの中にもくっきりと浮かびあがっている。無駄で軽薄な虚飾を排除するという右京の信念にのっとって、幹部寮生たちの頭はスキンヘッドだ。懐中電灯の光が彼らの頭に反射して、明るさがやや割り増している。

　右京たちは、部屋の中にずかずかと入ってきた。彼らの懐中電灯の光で、部屋の中がうすぼんやりと照らされている。右京たちの足もとには、シエラが出した砂が山盛りになっていた。彼女が消えないかぎり、砂はそのままである。右京は眉まゆをひそめた。

「部屋の中で砂遊びでもしたのか、新あら木き」

「あ、いやその。掃除をしている最中だったんです、ホコリを集めたらそんなになっちまったんでございます寮長様すみませんごめんなさいさようなら」

　二段ベッドのわきに立ち、ベッドを背にかくすようにして、陣じんはぎこちなく愛想笑いをした。右う京きようは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。

「ありえないな。いつも無愛想な貴様に、愛想笑いなど……何か隠しているのか？」

　さすが右京は鋭い。陣はギクッとして、ブルブルッと首を横に振る。

「ま、まさか」

「プライバシーの尊重がわたしのモットーだが、どこかのマヌケが大量に電気を使った。どの部屋が原因か調べて一刻も早く復旧させるためには、抜き打ち検査もやむを得まい」

「どこのマヌケかわかったら教えてくれ。俺おれからも、パンチを一発二発プレゼントさしあげたいから」

「停電の原因は、おまえたちの部屋ではないだろうな？　宇う多た田だはチャラチャラと軽音楽をしているから、何か電子楽器でも使っていないか？」

　右京と幹部寮生たちは、部屋の中をジロジロと見て回る。ベッドさえ見られなければだいじょうぶだ。陣は彼らが移動するたびに、ベッドを背中にかくしながら、自分もじょじょに位置をかえて、つねにベッドが彼らから見えにくいよう盾になっていた。

「い、いや。夕ゆう也やは歌専門だから、楽器は無いけど」

「……そう言えば、寮の掲示板に張り紙をしていたな。『バンドメンバー募集。ギター・ベース・キーボード・ドラムなど。当方ヴォーカル』という、愉快な内容をな」

　右京は竹刀しないで肩を叩たたきながら、陣にたずねた。

「宇多田はどこへ行った？　ついさっき、そこで奴やつに会ったのだが。灯あかりが要るというので懐中電灯を貸したが、帰っていないのか？」

「そ、その、あの懐中電灯は、電池がほとんど無くて……」

　答えながら、陣は心ここにあらずで、ひたすらベッドを隠そうとしている。だが、右京の目はごまかせるはずもない。「ああ」と言って、ベッドの中を懐中電灯で照らした。布団ふとんごしに明るい光がすけてきて、布団の中でちぢこまっていたシエラはビクッとする。

「帰っていたのか、宇多田。このわたしが来たというのに寝たままとは、無礼千万だぞ。寝床から出て起立しろ！」

　右京は夕也の肩をつかみ、引き起こそうとした。夕也が起こされたら、布団がはがれてシエラの姿もあらわになってしまう。慌てて、シエラは夕也の胸にすがりつくようにし、起こされまいとする。右京は腕に大きな抵抗を感じ、

「むっ？」と細い眉をひそめた。

「痩やせていると思ったが、ずいぶん重いな」

「筋肉質なんだろう、筋肉は脂肪の三倍重いそうだから。何か、帰ってきたら急に眠くなったとか言って寝てるんだ。起こさないでやってくれよ」

　陣じんはうまく言いぬけようとしたが、さすがに右う京きようは、一筋縄では行かない。

「死体は重いというぞ。全然起きないということは、もしや死んでいるのではないか？」

　と、さらに夕ゆう也やを起こそうとした。剣道部主将をつとめる右京の腕力は恐ろしいほど強く、夕也の胸にしがみついているシエラごと、ぐいっと上に持ちあげられた。

（きゃーっ！）

　シエラは思わず悲鳴をあげかけてしまい、ぐっと声をのみこんだ。夕也の体が持ちあがり、布団ふとんがはらりとはだけかける。

　とっさに、陣が夕也のベッドの中にもぐりこんだ。布団の中にかくれていたシエラは、何が起こったのかわからず目を白黒させる。

「な、何をしているのだ、新あら木きっ？」

　右京もすっとんきょうな声をあげる。陣は夕也を右京から奪いとって寝かせると、起こされないよう、ぎゅっと彼に抱きついた。

「いや、だいじょうぶ。ちょっと寒気がするって言ってたんです。人肌で温めるのが一番いいっていうから、ルームメイトとして俺おれが責任持って温めるので、任せてください、そりゃもうバッチリだいじょうぶ」

　陣はふなれな愛想笑いをうかべているので、顔が引きつっている。誰だれが見ても、明らかにあやしい。幹部寮生のひとりが、陣の胸ぐらをつかんで低い声ですごんだ。

「一年！　さては貴様、何か隠しているのではあるまいな！」

　幹部寮生は、大男・長身・細身・小柄の四人だ。全員実家は寺で、名はそれぞれ玄げん奘じよう武ぶ念ねん・青せい山ざん龍りゆう念ねん・朱しゆ傘がさ雀じやく念ねん・白びやく毫ごう虎こ念ねん。すごんでいる武念は、弁慶のように巨大で固太り。陣など片腕で持ちあげられてしまうだろう。

（だめ、布団がはだけちゃう！）

　シエラは陣が引っこぬかれないよう、ひしっとその体にしがみついて止めた。

　陣はギョッとする。シエラの、やわらかくてちょっと冷たい腕が体にふれていた。そのやわらかさに該当する部位は、男子の場合、耳たぶぐらいしかありえない。シエラは全身がそのやわらかさだ。まさに全身耳たぶ人間。

「もしや怪人ミミゲルゲ？」

「誰が超人バロム１ワンのドルゲ魔人だっ！」

　思わずつぶやいた陣のひとりごとが自分に向けられたものだと勘違いし、武念が陣の耳元でどなる。

「どうして、一九七二年放映の特撮ヒーロー番組の話題が、おまえたち二人のあいだで当然のように通じているのだ」

　右京は硬い声でつぶやく。陣は小声で、

「そういう寮長のデータが一番詳細なのが謎なぞだが」

「そんなことはどうでも良い、何を隠しておるのかっ？　ごまかすと、ためにならぬぞ！」

　武ぶ念ねんはさらに陣じんを引っぱる。はだけた布団ふとんから、シエラの顔がわずかにのぞく。万事休す……と、シエラは硬く目をつぶった。

　だが、その布団を戻したのは、右う京きようだった。武念は驚いて、右京に視線をむける。

「寮長、どうされた？」

「ああ。いや、その……とりあえず、その手をはなしてやれ」

「は？」

　武念はなっとく行かないながらも、パッと手をはなした。シエラがのしかかっていた勢いで、陣は思いきりドサッと枕まくらの上に落ちる。

　陣にも、何が起こったのかわからない。右京はクルリと背を向けて、廊下のほうへ歩きだす。

「この部屋に、電力を食いそうなものは無さそうだ。次の部屋に行くぞ」

「えっ？」

　陣は驚いて、目をパチクリとした。信じられないが、ものすごいラッキーが起こったようである。武念は右京を追いかけ、引きとめようとした。

「お、お待ちくだされ！　まだ何も調べておりませぬ！」

「そうです、寮長。こやつらだけを特別扱いにしては、ほかの寮生にしめしがつきませぬ」

　頭抜けて背の高い龍りゆう念ねんも、右京の態度に疑念をさしはさむ。だが右京は振りかえらず、廊下に出てから小声でつぶやいた。

「女人禁制にさえしておけば、寮の風紀は守られると思っていたが……この新たな課題に、どう対応すれば良いのか。それとも、これは触れぬほうが良い問題なのか……」

「何のことです？」

　聞かれても、右京は答えなかった。

（奴やつらは、あやしい……）

　右京は心の底で、つぶやく。

（新あら木きの目は、明らかに、命よりも大切な人間を身を盾にしても守ろうとする目だった。

　あの状況で、その相手とは、宇う多た田だ以外にはない。かつて、戦国武将も小姓を手もとに置いたというから、そのようなケースがあることは知ってはいたが……）

　女人禁制のルールは破っていない。しかし、女人禁制の目的は寮の風紀を守ることである。男同士で風紀を乱しているような事態は、想定されていない。規則に書かれていない以上、罰するわけには行かない。

（何より……これは非常にデリケートな問題だ。彼ら自身が隠そうとしているのなら、わたしが軽率に公にすべきではない。彼らのために、見なかったことにするのも寮長のつとめだ……）

　鋭いだけに、気を回しすぎるとあらぬ方向に暴走する右う京きようであった。



　扉が閉められ、右う京きようたちの足音が遠ざかって、陣じんはホッとする。

　どうして、あの厳しい右京が見逃してくれたのかわからないが、ひとまず安心だと思った。とんでもない誤解をされていることなど、想像だにしていなかったので。

　シエラは、まだ陣の体にぎゅーっとしがみついている。緊張しすぎていて、まわりの状況が把握できていないらしい。その体が小さく震えていることに、陣ははじめて気づいた。

　いつも傲ごう慢まんで勝気なシエラにしては、意外な反応だった。体に密着する、耳たぶよりもずっとやわらかい彼女の感触は、耳たぶ怪人というよりも、マシュマロ魔神のよう、という表現がよりふさわしい気がした。

　陣の体の上に乗っかっているのに、ほとんどシエラの重さを感じない。まるで羽根布団ぶとんのようだ。長い髪のサラサラした手ざわりも、絹糸のようでとても感触が良い。隣にいる夕ゆう也やなど、いくら軟弱でもやはり体は木のように硬いし、シエラに比べれば髪もゴワゴワ、肌もザラザラのサメ肌だ。もちろん陣も同じである。

　女子はもしかして、男子とは体を構成する成分が違うのではないだろうか……と、陣は半ば本気でそう考えた。ちょっと上質なタンパク質で作られているとか、だろうか。

　しかも、陣と夕也が毎日風ふ呂ろで綺き麗れいに洗っていてもちょっと汗臭いのに対して、シエラは全く汗の匂においがしない。ただ全身にしみついた、せっけんの香りが体から立ちのぼってくる。かぐわしい髪はハニーシトラスの香り。さわやかで少し甘い、シエラ（の外見）にぴったりの香りだと思った。

（知らなかった。女子って、軽いし細いしやわらかいし、こんなにいい匂いがするのか）

　くんくん、と鼻を鳴らす。シエラの髪に鼻を突っこむと、サラサラした髪が頬ほおにふれて、心地良かった。その瞬間、シエラはハッとわれにかえった。

「なっ、何してるのよっ！」

　シエラは陣にしがみついたままどなる。

「いい匂いのリンスだな」

「これはトリートメントよ！」

「できれば、リンスとトリートメントの違いを教えてほしいんだが。あと、ミュールとツッカケはどう違うんだ？」

「それより、はなしなさいよ！　たかが庶民がわたしに密着するなんて、失礼千万だわ！」

「密着してるのはそっちだぞ」

　と、陣は両手をパーにして上にあげて見せた。シエラは、自分が陣にぎゅっとしがみついていたことにはじめて気づいたのか、カッと真まっ赤かになり、あたふたしながら手をはなして、ベッドの外に逃げだした。

「と、とりあえず、見つからずにすんで良かったわ」

　シエラはなぜか、胸がドキドキして苦しくて、両手で胸をおさえながら大きく深呼吸する。傲ごう慢まんで勝気なシエラが、今もやはり傲慢で勝気ではあるのだが、ちょっといつもとは手ごたえが違う感じがして、陣じんは首をかしげた。シエラは、そうでなくても気まぐれで先が読めないのに、ときどきよくわからなくなって、陣も対応にとまどってしまう。

　シエラは、まだ心拍数が落ちつかないまま陣に背をむけている。陣はベッドから立ちあがると、彼女の後ろに近づいて、右手を彼女の頭にポンッと乗せた。シエラはビクッと身をこわばらせ、あたふたしながら陣をどなりつける。

「しょしょしょ庶民のくせに、なに気安くさわってるのよ！　無礼者！」

　声を引っくりかえらせて過剰反応しているシエラに、陣は黙って、壁にかかった姿見の鏡を示しながら、呪じゆ文もんのことばをとなえた。

「ちちんぷいぷい」

　ちちんぷいぷいとは、智ち仁じん武ぶ勇ゆう……智ち恵え・仁愛・武勲・勇気、という王者に大切な四個の資質を意味する呪文だ。アラジンの魔法のランプは中国にあったため、シエラの感謝ゲージを上げるこの呪文も、中国語が由来となっている。

　呪文が終わると同時に、ヘッドドレスが虹にじ色いろにかがやき、その光がふわりと全身を包んで発光しはじめた。ホタルのようにかがやくシエラの姿が、鏡の中にぼんやりと浮かびあがる。

「え……ど、どうして満足ゲージが？」

　シエラは驚いて、鏡の中をのぞきこむ。ヘッドドレスが、淡く光っていた。

「出ていかずにすむなら、何なりとしてやるって言っただろ。何とか、最悪の状態はさけられたみたいだからな」

「で、でもわたし、何もしてないわよ」

「見つからないよう、おまえが何もせずにじっと隠れてくれてたってほうが、奇跡的だ」

「バカにしないでよ！　わたしが役立たずだって言いたいの？」

　シエラは、頭をなでている陣の手を振りはらった。

「役立たずっていうか……それ以上だと思うが」

「あなたが、もっとちゃんとした用事を言いつけないからでしょ？　こんなの最大値ＭＡＸの二十パーセントていどしか光ってないじゃない。掃除とか洗濯とか十戒の妖魔アークダイモン退治とか、満足メーターが一気に振り切れるぐらいの命令をしなさいよねっ！」

「それ、明らかにおまえが命令口調なんだが、自覚してるか？」

　アークダイモンとは、モーゼの十じつ戒かいの石板に封じられていた妖よう魔またちのことだ。石板をおさめていた聖なる箱、聖櫃アークが失われて、封印されていた妖魔たちがあふれ出した。十戒によって戒められた十の悪行……唯一の神を否定し、偶像を崇拝し、神の名を騙かたり、安息日を破り、父母を敬わず、殺人、窃盗、偽証、たかり……それらをつかさどる十戒の妖魔アークダイモンたちが。

　彼らは人の心の弱みにつけこみ、悪事をはたらかせる。アークダイモンの力に心ひかれて悪の道に走る人間が出る危険があるので、彼らの存在はあくまで秘密にするように……と、剣の魔神少女・アルフに言われたことばを、陣じんはしっかりと胸にきざみつけている。

　シエラもまた、石板ではないが、魔法のランプに封印されていた魔神の末まつ裔えいである。魔神的には、恐らく石板の妖よう魔またちよりもずっと凶悪かもしれない、と陣はときどき思ったりもする。

　憤慨しながら、シエラがぶんっと腕を振ったとたん、またガシャン、と音がした。

「あ」

　シエラは動きを止める。陣は額を押さえて、ふーっとため息をついた。

「だから言っただろ。何もしてくれないのが、一番助かるんだ」

「も、もとはと言えば、あなたが停電のときに呼びだしたりするから悪いんでしょ！」

「別に、呼びだしたくて呼びだしたわけじゃないし」

「生意気ね、庶民のくせに！　いつも満足メーターはチンケだし、感謝の気持ちが足りなすぎるんじゃなくて？」

「感謝できるようなこと、何かしたか？」

「このわたしがご主人様にしてあげるって言えば、ほかの人ならもっとずっと感謝感激しまくるはずよ。それが、危うく見つかりそうにはなるし、布団ふとんの下敷きにはされるし、頭をなでろって言ったら違うところなでるし、まったくやってられないわ！」

「そういえば、俺おれほんと、どこをなでたんだ？」

　シエラがあまりにも怒っているので、陣は気になってそうたずねた。すると、シエラの怒りは瞬時に沸点に達した。

「だ、だから言わせるなって言ってるでしょ、この変態バカ庶民！　もう二度と、呼びださないでよねっ！」

　そうどなると、シエラは虹にじ色いろの煙につつまれて、魔法のランプの中へ消えていった。

　それと同時に、パチパチッと蛍光灯が光って、パッと灯あかりがついた。どうやら右う京きようたちが、停電の原因を見つけだしたようだ。

　明るくなった部屋の中、陣の前に広がっていたのは、シエラが右往左往したときに壊しまくった調度品の数々だった。本棚の本は散乱し、マグカップや卓上蛍光灯は割れている。

「アークダイモンでもここまでの破壊行為はしないぞ、きっと」

　せめて、これを片づけさせてから返せば良かった……と陣はため息をつく。もう一度呼びだそうか、と思ったが、そういえばシエラはさっき、「もう二度と呼びださないでよねっ！」という捨てぜりふを吐いて消えた。

（ということは……もう、あいつを呼びだせないってことか？　いや、呼びださなくてもいいんなら、それにこしたことはないんだけど）

　陣じんは、床に転がった魔法のランプを見おろす。さんざん振りまわされたわりに、やけにあっけない幕引きだった。

（つい、男同士でしゃべってるような気になって、ポンポコ言いすぎたかな。女子と話すなんて慣れてないから……あいつはあいつで、私利私欲のためとはいえそれなりにがんばってるかもしれないのに、役立たずあつかいされて、意外に傷ついてたりして）

　シエラにつきまとわれる心配がなくなって、さぞかし胸のつかえがおりるかと思っていたのに、じっさいそうなってみると、たしかに胸はすっきりする。すっきりしすぎて、何かパーツが抜け落ちたような気がする。

（いや、これでいいんじゃないか。今までどおり、一人で静かに考古学の本も読めるし、あいつのキテレツ料理を食べさせられたり、しかもそれを誉ほめさせられたり、わけのわかんないことで怒られたりいばられたりもしないしな）

　そう思ってもみるが、何となく、自分自身にむりやり言いきかせようとしているような気がして、むなしくなった。陣はのろのろと、床の上に散らばっていたものを拾いはじめた。



　翌日、江え利り子こはわくわくして生徒会室に向かっていた。

「ふふふ……けっきょく、ゆうべ座ざ堂どうシエラは寮から出てこなかった。ということは、会長に見つかったということだわ。あこがれの座堂シエラが男子寮に忍びこんでいたとわかって、会長はさぞかしお気を落とされているでしょう。そこでこのわたしが、おなぐさめする……ふふふ腐ふ、完かん璧ぺきだわ！」

　邪悪な下心のため、ふくみ笑う声が一部腐っているようだ。

　江利子は廊下をスキップしながら進んで、生徒会長室の扉を叩たたく。中に入ると、右う京きようは難しい顔で思索にふけっていた。そのりりしさに、江利子はドキッとして胸を押さえる。

　せいいっぱい冷静さをよそおうが、頬ほおがわずかに紅潮しているのは隠しようがない。

「あ、あの、会長。弟の啓けい太たに聞きましたが、ゆうべ寮で停電があったそうですね。わたしがいつも言っているように、座堂シエラが新あら木き陣の部屋にいたのではありませんか？　会長はいつも、わたしの勘違いだ勘繰りだとおっしゃっていましたが、わたしが言っていることがやはり正しいと……」

　両手を後ろで組み、江利子はワクワクしながら右京の顔をのぞきこむ。だが、右京は硬い表情で答えた。

「副会長、おまえは勘違いしている」

「は？」

「座ざ堂どうシエラは、彼らの部屋にはいなかった」

「え……！　そ、それではゆうべはたまたま、来ていなかった？」

「ゆうべにかぎらず、彼女がいるはずがない」

「座堂シエラがつつましいお嬢様だからですか？　それは猫をかぶっているだけです、会長はだまされているのです！」

「そういうことではない。新あら木き陣じんも宇う多た田だ夕ゆう也やも、座堂シエラを寮の部屋に連れこむ理由などないのだ」

「ない、とどうして言いきれるんですかっ？　宇多田夕也は学園内でも有名な軟派ですし、新木陣はそういうことには興味はなさそうですがムッツリスケベという可能性もあります。不純異性交遊をしているに決まっています！」

「詳しいことは話せないが、奴やつらは『異性』交遊はしていない。座堂シエラが彼らの部屋に入りびたっているというのは、百パーセントおまえの勘違いだ」

　右う京きようはきっぱりと言いきった。江え利り子こは愕がく然ぜんとする。

「新木陣たちのことは、そっとしておけ。あまり詮せん索さくするのは良くない」

「それは……ご命令ですか？」

「そうだ」

　右京のことばに、江利子は動揺しつつ、よろよろと会長室を出た。

　完かん璧ぺきな作戦だと思ったのに、知略を尽くして作戦を立てたのに、うまく行かなかった。

　罠わなをすり抜けたシエラの運の良さや、右京に信じてもらえなかったことが悔しくて、怒りがおさまらない。

（座堂シエラ、憎まれっ子世にはばかるのことわざどおり、何て悪運が強いのかしら……。見てらっしゃい、わたしはこんなことではへこたれないわ。山ほどあるバイト経験を駆使して、かならずその猫っかぶりの皮をひっぺがし、スンスン泣かせてあげる。苦学生をおなめでないわよ！）

　江利子は黒い笑みを浮かべ、低い声で一人笑った。ちょうど通りかかった弟の啓けい太たが、いっしょにいた同じ中等部一年の男子に、心配そうに声をかけられる。

「おまえの姉ちゃん、最近よく一人で笑ったりウグイスのものまねしたりしてるらしいけど、だいじょうぶか？」

「うん、笑う門には福来たるっていうし、笑うことは免疫力を上げるともいうし。健康にも開運にもいいんなら申し分無いんじゃないかな？」

　ニコッと啓太はほほえむ。自慢の姉の行動を、みじんも疑うようすはない。

「いや。その解釈、ちょっと違うと思うぞ……」

　友人は、いかにも完全無菌状態の優等生的な啓太の答えに、あやうさを感じながら小さな声でつぶやいた。



　夕ゆう也やの作詞と作曲は、午前中の授業時間にせっせと内職をして完成した。

　昼休みの教室で、夕也はうきうきと楽譜をファイルにとじる。

「よしできた！　あとはこれを放課後、放送室を借りて録音してデモテープにして、学校帰りに郵便局に出してくるだけだ。当日消印有効に間にあったぞ、俺おれってやっぱり天才かも！」

　夕也は、疲れて目の下にクマができていたものの、肩の荷が下りたのか、ホッと安あん堵どの表情でニコニコしている。

　しかし陣じんは、心にぽっかりと空虚な穴があいてしまったような気持ちが、ゆうべから全く薄れない。むしろ、その穴はどんどん大きくなっていくような気がする。遠くで女子に囲まれ、陣たちのほうを見ようともしないで、全くの別世界の中でほほえんでいるシエラの姿を見るとよけいにその違和感が強くなる。

　もともと、世界の違う、接点などあるはずもないクラスメイトだった。もとの状態に戻っただけなのに、そうなりたかったはずなのに……どうして、気持ちがモヤモヤするのだろう。自分で自分の気持ちがわからず、陣は額をおさえる。

　つくづく、シエラが「頭をなでろ」と言ったとき、自分が違う場所をなでたことが思いだされた。

（あのとき……俺はいったい、どこをなでたんだろう？）

　今さら、そんなことがむしょうに気になりはじめた。シエラが怒っている原因のいくばくかは、そこにあるはずなのだ。

　陣が別のことを考えているのに気づいて、夕也はぐいっと彼のえり首をつかみ、引きよせた。

「聞いてるのか、陣？　この俺の自信作の、創作秘話を聞かせてやろうってのに！」

「別に聞きたくない場合は、どうすればいい？」

「その選択肢は無いから安心しろ。ゆうべ、うっかり寝ちまったときに夢の中でイマジネーションが浮かんでさ」

　夕也は絶対に聞かせるつもりで、そう言った。余裕のある表情は、きのうの煮詰まったようすとは天と地、別人のようだ。

「夢の中で、座ざ堂どうが俺に抱きついてきたんだ。リアルな夢だったぜ、ふにゃらかしたやわらかい肌触り、サラサラした細っこい髪の毛、ハニーシトラスの香り……」

　夕也はうっとりした目で、シエラのほうに視線をむけた。陣も、つられて目をむける。シエラは女子たちに囲まれてクラシック音楽の話に花を咲かせていたが、視線に気づいたのか、顔をあげた。

　ぴたり、と二人の視線が合う。陣じんにとっては、シエラが偉そうに何やら言うとき、いつも下からぐいっと顔を近づけてにらんでくるので、別に取りたてて変わったことなど無いシチュエーションだった。が……なぜかこのときだけは、シエラはぼっと顔を赤くして、怒ったような顔を、ぷいっとそむけてしまったのだ。

（あれ？）

　きのう、シエラは陣など視界に入っていないと言わんばかりに、ごく自然にスッと視線を流したのだ。こんな反応など無かった。やはり、怒っているのだろうか？　しかし怒っているにしては、そっぽを向いたあとも何度かちらちらと、陣のほうを盗み見ているような感じがする。

　やっぱり陣には、シエラの行動のわけが、よくわからない。ゆうべ、真まっ暗くら闇やみの中でシエラの顔が見えなかったので、いつものようにただただ怒っているのだとばかり思っていたが、実は今見ているような表情をしていたのだろうか？　いずれにせよ、真相は文字通り闇やみの中である。それに何よりも、

（もう二度と呼びだすこともないんだから、そんなこと考えてもしかたがないか……）

　陣がすっかりあきらめの境地に達したとき、ふと、ポケットの中の携帯電話が鳴った。メールが来たようだ。シエラであるわけがないので、やっと両親と連絡がついたか……と思い、画面を見てみる。

「きのうは大迷惑だったわ！　いいこと庶民、次はわたしが電話してから呼びだしなさいよねっ！」

　シエラからだった。あいかわらず怒っているようではあったが、どうやら呼びだしてほしいようだ。陣は、ちょっとホッとする。

　しかし、また呼びだしてもいいのかとか、また呼びださなくちゃいけないのかとか、陣にはそんなことよりも、

（あ。顔文字のほっぺたが赤くなっている）

　ということのほうが、ほんの少しだけ気になった。












二話　激突・メイド喫茶＆執事カフェ！





　座ざ堂どうシエラは憤慨していた。

　自分が電話をしたら呼びだしなさい、と言っているにもかかわらず、同じクラス……春はる紗しや学園高等部一年二組の新あら木き陣じんが、電話に出ないうえ、学校にも来ていないのだ。

　シエラは、ランプの魔神の家系であるが、まだ魔神をついだばかりのペーペーの見習い魔神である。今までどおり大金持ちライフを満喫するためには、魔神レベルを上げて、一人前の魔神にならなくてはいけない。

　そのためには、ランプを持っている「ご主人様」に呼びだされて命令を聞き、ご主人様による満足ゲージをかせいでいかなくてはならない。つまり陣が呼びだしてくれないかぎり、魔神レベルが上がることはないのである。

「あの……」

　シエラは教室で、陣の男子寮のルームメイトである宇う多た田だ夕ゆう也やに声をかけた。

　彼女はいかにも深窓の令嬢で、長い髪と細い体が妖よう精せいのようにきゃしゃだ。大きな目と端麗なたたずまいは男女問わず人の目をひきつけ、大金持ちのセレブらしい上品なものごしが、周囲のあこがれと賞賛のまとになっていた。

　教室でもふだんは取り巻きの女子に囲まれ、男子とのつきあいは、話しかけられたときに返事をするぐらいだ。しかし高たか嶺ねの花はなであるシエラに自分から話しかけようとする男子は少なく、みんな遠巻きにあこがれの目をむけているだけである。

　そのシエラが自分から話しかけてきたものだから、夕也は度ど肝ぎもを抜かれ、緊張のあまり固まってしまった。軽音楽部のヤサ男で、下級生にはけっこう人気がある軟派な夕也ですら、シエラの前では赤子も同然である。どぎまぎし、顔を真まっ赤かにして、ろれつの回らない口調で答えた。

「ななななな、な、何かな、座堂が俺おれに用なんて」

　全身から冷や汗がふきだして、夕也はしどろもどろになりながらハンカチで額をおさえる。至近距離で見るシエラは、遠くから見るよりずっと端正で、鹿しかの目のように澄みきった茶色いまなざしと、長く密度の濃いまつげは、創造神の奇跡と言っても過言ではないだろう。

　しかも夕也はほんの一週間ほど前に、シエラに抱きつかれるという夢を見たばかりだ。それは、じっさいに彼女が抱きついていたわけだが……夢の中と同じ、ハニーシトラスの香りが、あざやかに記憶をよみがえらせる。夕也は卒倒しそうになり、フラフラしていた。シエラは、怪け訝げんそうにたずねる。

「……あの。だいじょうぶかしら？」

「だいじょうぶですとも。思いっきりだいじょうぶ」

　声を上ずらせつつ、夕ゆう也やは商人あきんどのように両手をもみ合わせる。

「あなたと、いつもいっしょにいるあの男子……何という名前だったかしら、色の浅黒い、考古学マニアの。ごめんなさい、ど忘れしてしまって」

「ああ、陣じん。忘れても当然だって、あいつ目立たないし、座ざ堂どうとちっとも接点ないし」

　もちろん、シエラはわざととぼけているのである。夕也にあやしまれないよう、最大限の注意をはらいながら、シエラはたずねた。

「その彼……最近、学校に来ていないようだけれど、だいじょうぶですか。とくに理由は無いのだけど、クラスメイトとして、少し気になって……」

「あんなやつ気にしてやるなんて、さすが座堂！　何て優しいんだ、天使のようだ」

　夕也は両手を胸の前で組み、感動のあまり目をうるうるさせた。

「でもだいじょうぶ。ただの風邪みたいだから」

「ただの風邪で、一週間も学校を休んでいるの？」

「うんまあ……四十度以上の熱がつづいて、全身の関節が痛んで、意識がもうろうとして、全身に赤いポツポツができて、舌が緑色になってるけど、ま、ただの風邪だよね」

「お医者に連れていきなさい！」

　シエラは真まっ青さおになって、夕也の胸ぐらをつかむ。夕也は驚いたように、シエラを見た。

（はっ、しまった……つい）

　かぶっていた猫がはがれかけ、シエラはあわてて居住まいをただす。

（こ、こんなのわたしが庶民のことをすごく心配してるみたいじゃない！　あんな平凡な庶民、この非凡でセレブなわたしが心配するわけないでしょう。彼が死んだら魔神レベルがゼロに戻ってしまう、それが嫌なだけ！　そうよ、庶民なんて、どうなっても気になんてならないわ！）

　何となくムキになって、シエラは自分自身を納得させようとする。葛かつ藤とうしている姿は、はたからはモジモジしているように見える。シエラにつかまれていた胸もとを両手でさすっていた夕也の頬ほおが、ポッと赤くなった。

「いや、座堂。それはちょっと急すぎる」

「急って何」

「そんな強引に迫られても……」

「人の話を全然聞いていらっしゃらないようね？」

　シエラはにっこりほほえんで首をかしげる。こめかみに、怒りの青筋が浮きでている。

「ああ、やっぱり俺おれの勘違いですか。おかしいと思ったんだ、座堂が俺なんかに関心を持つわけないって。でも、軽音楽コンクールで優勝したあかつきには、きっと……」

「赤いポツポツが出ている時点で、明らかに風邪ではないわよ。病院に連れていかないと、あなたにも染うつるかもしれなくてよ？」

　自分だけの世界に入りこんでいる夕ゆう也やに、何とか話を聞いてもらおうとしてシエラは声をかける。夕也は、感動して胸を押さえる。

「座ざ堂どうに心配してもらえるなんて、いつ死んでもいい！」

「話が全然進まない男ね……」

「だいじょうぶ、俺おれには染らないから。だってここ三日ほど、寮に帰ってないし」

「え？」

「軽音楽コンクールにそなえてバンド組んだんだ。選考通知はまだ来てないけど、軽音楽部の部室で練習中……」

「じゃあここ三日ほど、庶民の姿を見ていないっていうことっ？」

「庶民？」

「あ、いえ。別に……」

　シエラはあわてて口を押さえ、夕也に背をむける。

「あ、ありがとう。新あら木き君に、お大事にと伝えておいてくださいね」

「うんまあ、一週間後ぐらいにな」

　夕也の能天気な答えに、シエラの心配は一気に最高潮となった。

　陣じんがもし死んでいたらどうしよう……様子を見にいきたかったが、男子寮は女人禁制のため入ることはできない。夕也にあまりしつこく頼んで、自分と陣の秘密の関係……ランプの魔神とご主人様……が、ばれても困る。とくに、夕也のようにシエラに気のある人間がそれを知れば、シエラを独占するためにご主人様になりかわろうとするかもしれない。

（そんな、誰だれにでも仕えるなんてまっぴらごめんだわ！　も、もちろん、あの庶民に仕えたいってわけじゃないけれど……）

　手も足も出ない状態で、シエラはじりじりする。ふと、もう一人……彼女らの秘密を知る人間の存在を思いだした。

（そうだわ。むしろ、彼女に聞いてみたほうが……）

　シエラは陣を案じつつ、わずかな希望にすがるように、胸にこぶしを当て、キッと目を上げた。



　そんなシエラを狙ねらっている影があった。二年生で生徒会副会長の、氷ひ室むろ江え利り子こである。

（座堂シエラ……やはり、わたしが思ったとおりだったわ。宇う多た田だ夕也に声をかけた！）

　江利子は教室の窓辺の席に座り、望遠レンズをつけた一眼レフのデジカメで、シエラたちがいる一年二組の教室をじっと監視していた。高等部の校舎はコの字形をしており、シエラの教室と彼女の教室は中庭をはさんで向かい合わせに位置しているのだ。カメラは、教科書を上からかぶせて、見つからないようカモフラージュしていた。でも体は、思いっきり窓のほうを向いているが。

（お嬢様ぶって猫をかぶっているけれど、座ざ堂どうシエラは女人禁制の男子寮に忍びこんで、新あら木き陣じんと宇う多た田だ夕ゆう也やの部屋から、たしかにピザを頼んだのよ！　そのしっぽをつかんで、会長の目をきっと覚まさせてみせるわ。覚悟なさい、子猫ちゃん……）

　きりっとしたメガネが光り、端整な容よう貌ぼうにシャープな笑みが浮かぶ。

（声をかけたということは、今日こそ寮に遊びにいくつもりなのかもしれないわ。前回はハズしてしまったけれど、今度こそ……！）

　江え利り子この全身から、邪悪なオーラがゆらめき出す。ふと、板書しながら何か話していた女性教師がだしぬけに、江利子に質問を振った。

「……ということで、Ｘ＋Ｙは何になる？　氷ひ室むろ江利子！」

「は、はい！　鎌かま倉くら幕府です！」

　江利子は焦り、椅い子すを蹴けって立ちあがる。

（し、しまった、基本どおりのボケをかましてしまったわ。わたしともあろう者が……）

　江利子は口を押さえる。女性教師は、眉まゆをぴくっと動かし、指示棒を手で叩たたいた。

「正解。さすが氷室江利子だな、皆も彼女の爪つめの垢あかでも煎せんじて飲むように」















「すごいわ、氷ひ室むろさん！　わたし全然わからなかった！」

「氷室ってクールだよな。頭いいし」

　クラスメイトたちの称賛を浴びながら、江え利り子こはホッと胸をなでおろして着席する。

（いったいどういう問題だったんだろう……）

　という、激しい疑問は残ったものの。



　放課後、シエラが向かったのは学校裏の食堂「アルフライラ」だった。

　千の夜という意味のアラビア語で、ペルシャ料理店である。校門前を出発した、ぴかぴか光る大型高級外車が、小さな安っぽい食堂の前に停とまった。運転しているのは座ざ堂どう家の執事、ニコライ・パブロフである。運転手らしい黒い帽子とスーツに身を包んだ、銀髪と片眼鏡モノクルが大人びてはいるが、まだ二十一歳の若き執事は、いかにも安食堂っぽい、日に焼けて変色しホコリをかぶったサンプルを見て、眉まゆをひそめた。

「お嬢様。このような下々の者が利用する店は、お嬢様にふさわしくありません。もしおなかがおすきでしたら、すぐに屋敷に帰って、わたくし自慢のロシアンティーと、ロマノフ王家伝統のロシア菓子をお持ちいたします」

　ニコライは、代々ロシアのロマノフ王家に仕えてきた執事の家系である。彼が湯沸かし器サモワールでいれる本格的なロシアンティーはとてもおいしい。

「お菓子？」

　と、シエラの心はかなり揺れ動いた。が、陣じんとお菓子を頭の中で天てん秤びんにかけ、僅きん差さで陣が勝利する。本当にごくごく僅わずかな差だったが。

（いけないいけない。あやうく、お菓子につられて庶民を見殺しにするところだったわ）

　シエラは目的を果たすべく、ニコライに、

「どこか駐車場を探して待っていてちょうだい。しばらくかかるかもしれないわ」

　と声をかけて、食堂の中に入っていった。



　ペルシャ料理屋……というより、ペルシャ人が経営しているというだけの大衆食堂という感が強いアルフライラは、今日も帰宅中の学生でごったがえしていた。壁に貼はってある手書きのメニュー、格安の料金設定、古びたテーブルの上に置かれた割りばし立て、古き良き昭和の香りをただよわせている。

「ヘイらっしゃい！」

　今日も元気に江戸っ子弁で迎えるのは、銀のお盆を手にした、看板娘のアルフ・シャムシールである。シエラと同い年とは思えないナイスバディで、浅黒い肌と、二つにくくった長い金髪が、ぴちぴちしていて元気印である。

　アルフはシエラの顔を見ると、青い目をぱちくりした。食堂の中にいた学生たちは、あこがれのお嬢様であるシエラがこの店にやってきたことに驚き、ざわざわしている。

　シエラは、彼らの視線を恥ずかしそうに気にしながら、おずおずとアルフにたずねた。

「あ、あの、アルフ……さん。お聞きしたいことがあるんですけど……」

　衆人環視の中で、特定の一個人・陣じんのことについて質問しにくくて、シエラはもじもじしていた。すると、アルフはニヤッと笑って、シエラの肩を叩たたく。

「ＯＫＯＫ、わかってる！　わざわざ来てくれなくても、あたしのほうから行ったのに。オヤジ、ちょいと店あけるよ！」

　アルフは手を後ろに回して、いそいそとエプロンをはずす。厨ちゆう房ぼうで肉を焼いていた店主が、こちらもまた見事な江戸っ子弁で答えた。

「おうよ、てやんでぇ！　忙しいから、日しが沈むまえには帰ってくるんだぜ！」

　店主が「ひ」を「し」と発音するくせが、ちゃきちゃきの江戸っ子である何よりの証拠である。

　アルフはシエラの肩を押し、店の外に連れだす。建物と建物の間の細い路地にある、コンクリートの石段に、アルフは長い足を投げだして座った。

「あんたも座りなよ、シエラ」

「ええ……じゃ、おことばに甘えて」

　シエラはそう答えて、じっとアルフの前に立つ。数十秒が経過しても、座ろうとするようすはない。アルフは怪け訝げんに感じて、眉まゆをひそめながらシエラにたずねた。

「……座んないのかい？」

「座るわよ。だから、ハンカチをしいてくださるのを待っているんだけど」

　プチン、とアルフのこめかみの血管が切れた。アルフは激げつ昂こうして立ちあがり、シエラに顔をぐいっと近づけてにらむ。アルフのほうが背が高いので、シエラを見下ろす形になった。

「最高に面白いギャグだね、お嬢様。何かい、あんたあたしにケンカ売りにきたの？」

「庶民……新あら木き陣が最近どうしているか、ご存知ないかしら」

　アルフが怒っていても、シエラはわれ関せず冷静に、自分が聞きたいことだけをたずねる。その質問が意外だったらしく、アルフはきょとんとした。

「何だ。用ってそんなことかい」

「何だと思ったの？」

「あたしの食糧が現れたのかと思ったのさ」

　アルフは剣の魔神で、妖よう魔まを主食としている。中でも魔力の強いアークダイモンは、彼女にとってかなりのごちそうらしい。

　そのとき、薄暗い路地の片隅で、ゴソッ……と物音がした。シエラはギョッとして目をむける。路地の奥に置かれていた大きなブリキのゴミバケツがカタカタカタ……と、細かく揺れたかと思うと、次の瞬間、黒い影が飛びだした。

「ヴヴヴヴヴ！」

　重低音の羽音をひびかせて飛んできたのは、カラスほどもある巨大な蚊のむれだ。羽ばたきが風となって、シエラの長い髪と制服のスカートをあおり、砂ぼこりを巻きあげる。

　シエラは思わず、手で顔をかばった。

「こ……これは何っ？」

「蚊ナムース……ザコ妖よう魔まさ」

　蚊の翅はねには、白と黒のまだら模様がある。また、肢あしは黒と白のシマ状になっている。鋭い口こう吻ふんは畳針のようで、アルフめがけて飛んでくる。

「危ない、アルフ！」

　シエラは叫んだ。アルフはバレリーナのように両足を前後に開いて地面にぺたりと座りこみ、姿勢を低くしてナムースの攻撃をよける。勢いがついたナムースは、空中で動きを制御することもできず、そのままレンガの壁につっこんだ。畳針のような口吻がドスドスッとレンガに突き立ち、まるでダーツのようだ。シエラはぞっと背筋が寒くなった。

「ど、どうして襲ってきたの？」

「あたしたちが『魔神』だからさ。あたしたちの魔力を食う気だ！」

「ヴヴヴ！　ヴヴヴ！」

　レンガにつっこんだというのに、ナムースたちは全くこたえていなかった。翅をふるわせ、長い肢をつっぱって、口吻を抜くと、レンガがボロボロッと崩れ落ちる。ナムースたちは高く舞いあがると、今度はシエラを狙ねらって急降下してきた。

「きゃあ！」

　ランプの魔神といっても、陣じんに呼びだされていない状態では、シエラはただの女の子である。一人前の魔神になればいつでも魔法が使えるのだが、今は無理だ。ナムースたちを相手に、なすすべが無い。あわや串くし刺ざし……という、その刹せつ那な。

「てやんでえ、させるかってんだ！」

　アルフはブリキのゴミバケツのふたを取ると、頭を覆って縮こまっているシエラの前に割りこんだ。盾のようにふたをかまえると、ナムースたちがスココココンッと突きささる。

「ヴヴヴヴヴ！」

　ふたたび、ナムースたちは口吻を抜こうとして羽ばたく。だがアルフはふたを高くかかげると、力いっぱい地面に叩たたきつけた。

「だりゃー！」

　その勢いにブリキのふたが砕け散り、ナムースたちもこっぱみじんになった。シュウゥ～ッと白い湯気のようなものがあがる。アルフは口をとがらせると、すうっとそれを吸いこんだ。

　シエラは呆ぼう然ぜんとして、その場にへたりこむ。

「どうだ、代わりに食ってやった。あたしにケンカを売るなんて、一億万年早いんだよ」

「……あいかわらず武闘派ね。単位の認識はムチャクチャだけど」

「ペルシャ伝統の格闘技『ズルハネ』さ」

「ズルハネ？」

「訳すと『力の家』……トレーニングジムみたいなもんかな。そこで鍛錬する格闘技も『ズルハネ』って言うんだ。力ズルを自在にあやつる新体操風味の格闘技、華麗なあたしにぴったりだろ？」

　アルフはツーテールの長い髪を、自信たっぷりにかきあげる。

（何と分をわきまえないガサツ女でしょう。この世で一番華麗なのはこのわたしよ！）

　とシエラは心の中で思ったが、今そんなことを討論している場合ではないので、悶もん々もんとしながらもことばをのみこむ。

「あたしは剣の魔神だから、言わば全身凶器なのさ。もちろん剣の姿になったときのほうが、ずっと攻撃力は上がるけどね」

「じゅうぶん強く見えたけど」

「あたし一人の戦闘力じゃ、こいつらザコを食うのがせいいっぱい……」

　けぷっ、とアルフは小さくげっぷを出す。

「やっぱ『マジュヌーン』クラスのアークダイモンでなきゃ、食った気がしないよねぇ。こいつらごときじゃ、魔神レベルも上がらないしさ。またデカイのが出てこないかなあ」

　マジュヌーンとは姦かん淫いんの妖よう魔まで、右う京きようにとりつき、シエラを手に入れようとした。彼ら妖魔……人間世界にはびこる全すべての悪意は、十じつ戒かいとして石板に封じられ、さらに聖櫃アークの中にしまわれて、ソロモンの神殿の奥深く、守られていた。

　しかしイスラエル王国が滅びるとともに、アークはいずこへともなく消え、封印をとかれた聖せい櫃ひつの妖魔ダイモンたちがあらわれた。彼らは人間世界の奥底の闇やみにひそみ、邪悪の爪つめをといでいる。彼らをふたたび封印するには、封印のカギである『ソロモンの指ゆび環わ』と、封印の箱であるアークが必要だ。ソロモンの指環は陣じんが持っている、だがアークはいまだ行方不明だ……。

「アークダイモンが日本にうろちょろしてるってことは、やっぱアークも日本の近くにあるのかもしれないね。ソロモンの封印の指環がアラジンと魔法のランプの物語の中に登場したってことは、少なくとも千年前、すでに指環は中国まで流れてきてたってことだもんね。陣は調べがついたのかな、何か聞いてるかい？」

「それは、わたしがあなたに聞きにきたのよ」

　シエラは、心配そうにアルフにたずねた。

「庶民はずっと学校を休んでいて、ここ三日ほど消息不明なのよ。あなたなら、何か聞いているかもしれないと思って」

「さてねぇ。うちの店には来てないけどな」

「ようすを見にいくわけにはいかないかしら？　出前とかするでしょう？」

「つっても、女人禁制だしねえ」

「それだけ腕っぷしが強ければ、男でも通るんじゃなくて？」

「こっちが秘密を共有してて猫をかぶる必要がないとなると、ずいぶん面白いこと言うねえ。言っとくけど、その気になればあんただって食えるんだよ」

　誰だれに対しても態度が巨大なシエラに、アルフは口のはしをひきつらせながら苦い笑みをうかべ、彼女の胸に人差し指をつきつける。シエラは長い髪をかきあげながら、ぷいっとそっぽを向いた。

「では、あなたのお父様に出前に行っていただいたら？」

「親おや父じが店を離れたら、誰が料理するんだい。あれでもうちの総料理長だよ」

「ずいぶん非協力的なのね。庶民は高熱を出して、赤いポツポツまでできてるそうよ？」

「ああ。それ、ただの風邪だよ。今、男子寮ではやってるらしいよ」

「舌が緑色になる風邪があるものですか！　薄情なかたね、少しは心配なさったらどう？　彼が不治の病でもかまわないのっ？」

「あ。それは困るかも」

　アルフは胸を押さえ、眉まゆをひそめる。シエラは、ドキッとした。

「あたしにとって陣じんは、とても大事な人だから……不治の病なんて心配だよ」

「ちょ、ちょっとお待ちなさいな」

　いきなり逆ベクトルに振れたアルフに、シエラも逆方向の焦りを感じる。

「あ、あなたにとって庶民はそんなに大事な存在ではないでしょう？　わたしと違って、あの庶民に呼びだされた魔神ではないんだもの。たしか、あなたが庶民のまわりをウロチョロしてるのは……そう、封印を恐れた強力なアークダイモンがソロモンの指ゆび環わを壊そうとして彼に近づいて来たところを、捕まえて食べようという魂胆だったんでしょ。代わりはいくらでもいるでしょ？」

「バカ言っちゃいけないよ！　あの指環ほど強い魔力を持ったものをあやつれる人間の代わりなんて、そうそう見つかるわけないだろ？　あんたが陣の魔神でなけりゃ、あたしが代わりになりたいぐらいだよ。ああ陣、軽い病気ならいいけど……心配で心配で心が張りさけそうだよ」

　アルフは、両手を合わせて頬ほおにそえ、キラキラした目を空に向ける。乙女チックなそのしぐさに、シエラの胸はざわついた。なぜか、おなかのあたりからムラムラした炎が立ちのぼる。

「か、勝手に庶民の心配をしないでくださる？」

「少しは心配しろって一分前に言ったと思うのはあたしの夢？」

「いいこと、庶民の魔神はこのわたしなの！　そのわたしに無断で、必要以上に庶民の心配をしたりするのは、越権行為というものよ！」

「じいちゃんの代から日本に住んでても、やっぱ日本語は難しいもんだなあ。あんたの言ってること、全然理解できないのは、あたしの日本語読解力不足？」

「とにかく庶民の病気のことは、わたし一人で何とかするからよけいな手出しはなさらないでくださいませね！　失礼！」

　シエラは、ずかずかと路地から出ると、携帯電話を取ってニコライを呼びだした。

「もしもし、ニコライ！　むかえにきてちょうだい、帰るわよ！」

　そんなシエラの後姿を、アルフは腕組みをしながら見送る。

「……たしか、あたしの力を貸してくれって言って来たよなぁ？」

　シエラの気まぐれさがさっぱり理解できず、アルフは腕組みをして首をかしげる。

「でも、やっぱ陣じんのことは心配だなあ。だって……」

　ぺろり、とアルフはピンク色の舌で唇をなめ、

「病気で生命力が落ちてると美お味いしくないんだよねー」

　と、邪悪な笑みを浮かべながらつぶやいた。















　車で屋敷に戻りながら、シエラはぷんぷん怒っていた。

（最低だわ、あの女！　わたしの庶民を勝手に心配するなんて、無礼千万よ。あんな泥棒猫が秘密を共有する仲間だなんて、気が気じゃないわ！）

　そう思ってからふと、シエラは自分の腹立ちが急に恥ずかしくなり、

（……べ、べつにわたしだって、庶民ごときどうでもいいんだけど。庶民がどうのじゃなくて、わたしのものに手を出すのが腹が立つということで……ああいやいや、庶民がわたしのものだってことじゃなくって、いやだからその……）

　と、自分自身に言いわけをする。

（あ、そうそう！　そうよ、庶民が他人に奪われたら、わたしの魔神レベルを上げる関係で、いろいろ支障があるわけよ。そうよ、庶民を心配しているのではなくて、わたしは自分自身を心配しているわけなのよ！）

　正当化が終わったところで……さて、どうやって陣じんのようすを確かめにいこう、とシエラは考える。

（ニコライに頼もうかしら？）

　いや。第三者に頼んだら「なぜ陣のことをそんなに気にするのか」とかんぐられてしまう。自分と陣の関係はあくまでも秘密だ。何より、自分が陣のことを「気にしている」などと思われるのは心外である。

（だとしたら、わたし自身が行かなくてはいけない……）

　が、もちろん男子寮は女人禁制。何より、自分が男子寮に忍びこんでいる姿など見られては、とんでもないスキャンダルである。

（わたし自身が行って、なおかつ、誰だれの目にもふれず誰にも気づかれない方法でないと、いけないわけだわ。どうすればいいのかしら……？）

　そんな都合の良い方法、なかなか思いうかばない。シエラは車の後部座席で、うーんうーんとうなりながら考えこんでいた。

　ニコライは、シエラが思索にふけっているのだと思って声をかけるのを遠えん慮りよしていたのだが、さすがにようすがおかしいので、遠慮がちにたずねた。

「あ、あの、お嬢様。いかがなさいましたか？」

「いえ。別に、何でもないのよ」

　シエラは、あわてて平静をよそおう。サイドミラーに映るニコライの顔は、心配そうだ。

　ふと、歩道に広がったカフェテラスにニコライの視線は釘くぎづけになった。メイド服を着た少女が、客から注文を取っている。ニコライは片眼鏡モノクルを上げ、眉み間けんにしわを寄せた。

「何ということでしょう。あのメイド、どこの屋敷から逃げだしてきたのでしょうか？」

「は？」

　シエラはきょとんとした。

「そのうえ、喫茶店でアルバイトなどして、言語道断です。使用人の風上にもおけません。屋敷のご主人にご連絡さしあげたほうがよろしいかと……」

「ニコライニコライ、テレビを見ないの？」

「このニコライ、生き真ま面じ目めなことだけがとりえでございます。毎日、屋敷の中でお嬢様にお仕えすることだけが、わたくしの生きがい。テレビなど、観みるに値しません。そんな時間があれば、わがロシアが生んだ偉大な文豪、ドストエフスキーの小説でも読みます」

　そう言えばニコライはよくちょっとした休みに、人を殴り殺せそうな分厚い本を読んでいるな、とシエラは思いだした。これでは、メイド喫茶など知ろうはずもない。

「ニコライ。あれはメイド喫茶というものなのよ」

「めいどきっさ？」

「メイドにかしずかれたいというドリームを持った一般庶民が、喫茶店でいっときのご主人様気分を味わうの」

　シエラの説明もかなり方向性がはずれていたが、ニコライはその説明でも無事理解できたようだ。呆あきれたように、うなずいた。

「ということは、あのメイドも本物のメイドではないのですか？」

「ええ、アルバイトの店員よ。だから、どこにも連れもどさなくていいの」

「庶民のすることは、わたくしには理解しかねます」

「わたしも同感だけど、今、流行しているそうよ」

「ああ、そういえば思いだしました。うちのメイドたちが外に買い物に出ると、その姿形やものごしがあまりにも本格的なので、かならずスカウトされるとぼやいていました。何のことかと怪け訝げんに思っていましたが、メイド喫茶とやらの勧誘だったのですね」

「本格的って、本物のメイドだもの。メイド文化の真骨頂である、大英帝国の伝統を受けつぐメイド長のメアリーから、じきじきに教育された……」

　そこまで言って、ふとシエラはことばを止める。

「どうされました？」

　不安そうに、ニコライはたずねた。シエラの口が、にやあっと笑みをきざむ。

「……すごい名案を思いついたのよ、ニコライ」

「は？　すごい名案……とは？」

「ノーブルス・オブリッジよ」

「高貴な者の義務ノーブルス・オブリツジ……？」

　中世ヨーロッパの貴族は、領民たちから税を搾取したが、その反面、有事には領民を守るため、騎士として命をかけ戦う義務が課せられた。これがノーブルス・オブリッジのもともとの意味だが、戦争の無い現在は、高貴で裕福な者が貧しい者に富を分配する義務……すなわち、慈善事業の意味で使われていることばだ。

「慈善事業をなさるのですか、お嬢様」

「そうよ。ハリウッドスターだってビル・ゲイツだって、慈善事業をしているでしょう。慈善事業はセレブの証あかしよ、恵まれない庶民に自らの幸福を分配するというわけ」

「ひじょうにご立派です、お嬢様！　このニコライ・パブロフ、お嬢様にお仕えできたことを、心より光栄に思っております！」

　ニコライは感動して、片眼鏡モノクルの下の青い目をうるませる。シエラは満足そうにうなずき、

「では、すぐに手配してくれるかしら……？」

　と、なぞめいたほほえみをうかべながら、長い髪にすっと指を通して、すきあげた。



　その日の夕方……。

　男子寮「橘たちばな寮」では、夕食当番の中等部の寮生たちが、台所で大きな寸胴なべをかき回し、百人近い寮生の夕飯の準備に余念がなかった。

　今日のメニューはカレーだ。中等部一年生の氷ひ室むろ啓けい太たは、真っ白い割かつ烹ぽう着ぎを着て、あざやかな手つきでニンジンを乱切りに、ジャガイモは皮をむいて角切りにする。彼は、高等部二年の氷室江え利り子この弟だ。

　まわりにいた寮生たちが、感嘆の声をあげた。

「すごいぞ、氷室！　今まで、具がまるごと入ったカレーしか食べたことなかったのに」

「姉さんがぼくを学校にやるためバイトしてたとき、少しでも姉さんの負担を減らしたくて、食事のしたくはぼくがやってたんだよ」

「泣かせる話だなあ……」

「ほら、ニンジンのかつらむきだってできちゃうよ」

「テクニックはわかったが、カレーにかつらむきのニンジンは必要ないから」

　寮生に横から裏うら拳けんでつっこまれて、啓太はちょっとよろける。と、窓の外にあやしい人影を見つけた。

「ん？　あれは？」

　啓太はガラッと窓を開け、身を乗りだす。ほかの寮生たちも、啓太の上にのしかかるようにして続いたので、啓太はつぶされて「ぎゅっ」と短い悲鳴をあげる。

　日が傾いた黄おう金ごんの夕暮れ……街路樹の葉の一枚一枚に反射した陽光が、金色の光のしずくのようにこぼれ落ち、涼しい夕方の風が、さわさわと誘うように葉を鳴らす。

　寮の外の広い道、黄金の午後の中を、すべるような足取りで歩いている者がいた。手にポットを持ったメイド……座ざ堂どう家につかえるメアリー・サバントである。

　道路には柵さくが立てられて歩行者天国となり、真っ白いテーブルと椅い子すのセットがオープンカフェのようにしつらえられていた。道行く人々が誘われては座って、紅茶と、サンドイッチやスコーンが三段になった銀のトレイに載せられた、アフタヌーンティーを楽しんでいる。

「メ……メイドカフェが寮の前に出現した！」

　寮生たちは、驚きのあまり声を引っくりかえらせる。

　五十あまりの白いテーブルの間を、十人あまりのメイドが行き来していた。全員、ひじょうに落ちついた優雅な動きをしていたが、中でも最も目をひくのがやはりメイド長のメアリーだ。茶色い髪を結い上げたメアリーは、先祖がイギリス・ヴィクトリア王家に仕えていたことが自慢である。その清せい楚そな美び貌ぼうと、ほかのメイドたちより年かさの二十三歳という年齢とがあいまって、ひときわ落ちついて見える。

　通りがかった近所の女子高生たちも、メイドカフェに座っていた。

「へー、タダでメイド喫茶に来られるなんて超トクしたかも！」

「あたし、いっぺんお嬢様とかやってみたかったんだぁ」

「写真写真！　友達に自慢の写メール送りまくっちゃお！」

　テーブルにひじをつき、携帯電話をいじりながら大声で話していた彼女らも、メアリーがスッとそばにやってきて、

「お待たせいたしました、お嬢様」

　と静かに声をかけるだけで、一瞬にして緊張し、あたふたしながら、身を硬くしてきっちりと椅い子すに座りなおす。緊張のあまり顔が赤くなり、脂汗が吹きだし、細かく震えてさえいた。超一流のメイドとは、仕える相手を一瞬にして、紳士淑しゆく女じよに変えてしまうものである。















「あ、は、はい……お、お待たせされました」

　女子高生たちは慣れない丁寧語を使いこなせず、すっとんきょうな返事をする。

　メアリーは全く動じず、粛々と自分の仕事をつづける。取っ手がついた四角い銀のトレイをテーブルに置き、バラの模様が描かれた高そうなティーカップを白魚のような手に取った。

「お嬢様。利き手は右でよろしいでしょうか」

「は……き、利き手って？」

　緊張のあまり、女子高生たちの声が上ずっている。

「ティーカップは利き手で使いますので、カップのハンドルは利き手がわに向けてお置きいたしますのがマナーです」

「カップの持つところのこれって、ハンドルって言うんだ」

「かき氷にみつをかける小さなひしゃくは『甘露じゃくし』と言います。お嬢様に教えていただきました」

「お嬢様？」

「あ、いえ」

　メアリーは、手を口に当てる。あくまで匿名でのボランティアにしたいので、自分の名は出さないように……と、シエラにくれぐれも念を押されていたことを思いだした。実際には、シエラが自分の策略に気づかれないようにするためであったが。

「何でもございません。それよりお茶はブラックとホワイト、どちらにされますか？」

「ブ……ブラックって、コーヒー？」

「ブラックはストレートティー、ホワイトはミルクティーです。濃い目にいれた紅茶に、お好みの濃さに応じて、お湯かミルクを注ぐのが、偉大なる大英帝国の伝統でございます」

「よ……よくわかんないから、ふつうのを」

「では、アフタヌーンティーといえばふつうはミルクティーですので、そうさせていただきます。こちら、自家牧場産の、ジャージー種の乳牛のミルクになります。お砂糖は、いかがされますか？」

「あ、あの、カップが小さすぎて指が通らないんですけど」

「ティーカップのハンドルは、指を通すようには作られておりません。ソーサーに載せたままカップを持ちあげ、口もとでカップのハンドルをつまんで、お飲みくださいませ」

　メアリーに言われたとおり、女子高生たちはおずおずと、紅茶に口をつける。さっきまでのコギャルぶりがうそのように、まるで借りてきた猫のようにおとなしくなっていた。

　紅茶を口にふくんだとたん、明るくはじけるような茶の芳香が、口の中でシンフォニーをかなでる。メアリーによって完かん璧ぺきに調合された、紅茶とミルクと砂糖のコンビネーションが、彼女らを一瞬にしてヴィクトリア時代の貴族のお茶会へとタイムスリップさせた。

「お……おいしい……！　こんなおいしい紅茶、飲んだことない……！」

「おほめいただけて光栄です。こちらのお茶は、あの有名なオカイティ農園のダージリンを使っております」

「あ……あの有名なって、どの有名な？」

　女子高生らは、きょとんとした。メアリーは彼女らの無知をあげつらうこともなく、ただひたすら恭順に、誠意をもって答えをかえす。

「紅茶のシャンパンとも呼ばれるダージリンの中でも、最高の紅茶を作りだす農園です。今のイギリス女王であられるエリザベス二世陛下が、品評会でこの茶園のダージリンを絶賛され『ＯＫ、ティー』とおっしゃったことから、名づけられたのです」

「はー……エリザベス女王が……」

　実はいまいちピンときていなかったものの、伝統と格式高い大英帝国の香りに包まれて、女子高生たちは夢見ごこちでポカーンとしていた。

　そのようすを見ていた橘たちばな寮の寮生たちは、もうカレー作りなどそっちのけで、外へ飛びだした。

「すばらしい！　これがメイド喫茶というものなのか！」

「俺おれは何度か行ったことがあるが、こんなに本格的なメイド喫茶は見たことがない！　まるで本物のヴィクトリア朝からタイムスリップしてきたかのようだ！」

「ぼ、ぼ、ぼくたちもお邪魔していいでしょうかっ？」

　寮生たちがドタドタと駆けつけ、興奮をおさえきれないようすでメアリーにたずねると、彼女は礼儀正しく、にこりと控えめにほほえんだ。

「はい、もちろんです、ご主人様」

「ごっ、ご主人様ーっ！」

　一部の寮生は感動のあまり、悶もん絶ぜつしていた。啓けい太たも顔を真まっ赤かにし、ドキドキする胸を押さえながら、メアリーを見あげた。

「あ、あの、ぼくお金をあまり持っていないのですが、おいくらぐらいなんでしょうか」

「お代はいただきません。これは、さる高貴なお方の慈善事業なのです」

　メアリーの答えに、啓太は驚いて目をぱちくりする。

「タ……タダなんですかっ？」

「よろしければ、寮にいらっしゃるほかの方もお呼びくださいませ。学業に精進され、日本の未来を背負って立たれる方々に、ひとときの癒いやしをというのが、さる高貴なお方のご希望なのです」

「み、みんな呼んでいいんですか！　すごいや！」

　啓けい太たは小躍りして、寮のほうへ走っていった。メアリーは満足そうにうなずき、銀のトレイをしっかと握る。

（お金がなくて流行のメイド喫茶にも行けない学生に、本物のメイドによる喫茶を経験させてさしあげようというシエラお嬢様のお優しい慈善のお気持ちを、このメアリー・サバント、命のかぎり、せいいっぱいサポートさせていただきます。大英帝国の誇りにかけて！）

　メアリーが凛りんと空を見あげた瞬間、風が吹きぬけ、彼女の長いスカートと白いエプロンをはためかせた。

　啓太に呼ばれて、寮生がぞろぞろと出てくる。その中で、寮長にして生徒会長の近この衛え右う京きようは、四人の幹部寮生を引きつれ、大声でどなっていた。

「何をしておるか、貴様ら。寮に戻れ！　『萌もゑゑ』など軽けい佻ちよう浮ふ薄はく、国を腐らせる邪悪の根源！　日本男児たるものが、西洋かぶれのメイド喫茶などに心をうばわれて何とするのだ。これはメイド喫茶ではなく、日本男児の大和魂を腐らせ日本を滅ぼす冥めい途どの水先案内人、すなわち『冥途喫茶』なのだ！」

（何やら、ムチャクチャなことを言っている男子がいるようですね）

　メアリーは、右京にちらりと視線をむけた。ほかのメイドたちは、右京のわけのわからない気迫におびえて、遠巻きにしている。このままでは、せっかくのメイド喫茶の雰囲気が悪くなってしまう。

（シエラお嬢様のお茶会を、失敗に終わらせるわけには行きません！）

　メアリーは右京の前に歩いていった。メイドたちが、おびえながらメアリーに言った。

「メ、メイド長、危ないです。この人たち、何するか……」

「きさまが、この冥途喫茶の責任者か！　わたしの寮の前でこんなばかげたことを企画し、不ふ埒らちにも寮生たちをたぶらかしたのは、どこのどいつなのだ！　言わぬと、女といえど容赦はせぬぞ！」

　右京は竹刀しないをビシッとメアリーにつきつける。しかしメアリーは全くたじろぐようすも見せず、凛と胸をはって、きっぱりと言いきった。

「慈善事業というのものは、匿名でするからこそ尊いのです。大英帝国の誇りにかけて、ご主人様の名は明かせません！」

　ピシイッ、とことばを叩たたきつけられて、右京はぐうの音も出なくなる。

「うぬ……っ！」

　ただひとこと、そううめいただけだった。



　こそり。

　メイド喫茶の喧けん騒そうにまぎれ、シエラは寮の裏手から寮に近づいた。

　見つかっても自分だとばれないように、黒いタンクトップに黒い手袋グローブ、黒いカーゴパンツに黒いミリタリーブーツ……全身黒ずくめで、黒い目出し帽をかぶっている。泥棒にもなかなかここまであやしいのはいないだろう。

　寮の電気メーターを見てみると、動きがにぶい。つまり、誰だれも残っていない……ということである。

「うまく行ったわ。ボランティアでメイド喫茶を開くと言ってメイドたちを納得させ、ミーハーな寮生たちをまんまとおびき出す……わたしって天才じゃないかしら」

　啓けい太たたちが開けたままにしていた台所の窓から、シエラは忍びこむ。寮の中には、全く人の気配がない。まんまと全員、出払ったようである。

　皆いないのなら、四月の陽気に目出し帽はかなり暑い。顔が蒸れて、ふやけてしまうかもしれない。

（たぶん、これはもう要らないわね）

　シエラは目出し帽を脱ぐと、ズボンのポケットにねじこんで、二階にある陣じんの部屋を目ざした。



　そのころ……寮の前の道路、横断歩道のそばから、寮を見張っている目があった。氷ひ室むろ江え利り子こである。

　江利子は牛乳瓶の底のようなグルグル眼鏡をかけ、セミロングの髪にクルクルのおばさんパーマを当てて変装していた。スモックのような緑の上着に、つばつきの丸っこい緑の帽子、そして手には黄色い旗を持って振っている。横断歩道で子供たちが無事に渡れるよう誘導する「緑のおばさん」、ちなみに正式名称・学童誘導員である。

（ふふふ……路上に長時間いて一番あやしまれない存在、これすなわち緑のおばさん！　啓太が小学生のころ、バイトで誘導していたのよ。大きなランドセル背負って、可愛かわいかったなあ……）

　目を閉じて、懐かしく思い出にふけりかけた江利子は、あわてて首を横に振る。

（はっ、いけないいけない！　新あら木き陣の部屋を見張るのだったわ）

　肩からかけた小さな黒革のショルダーバッグの中には、一眼レフデジカメが隠してある。

（さいわい今日は、カーテンも開いているし……座ざ堂どうシエラ、かならず来る！　今日こそその猫っかぶりの首根っこを押さえて化けの皮をはがし、会長の目を覚まさせてみせるわ。覚悟なさい、この泥棒猫ちゃん！）

　シエラが忍びこんだ台所の窓は、江利子が張りこんでいた側とは逆になる。しかし、もしシエラが陣の部屋に入ってきたら、確実に写されてしまうだろう。

　道のむこうがざわざわしているのに、江利子は気づいた。カメラを向けてレンズを望遠にしてみると、メイド喫茶のもようが映しだされる。

「あら？　こんなところにメイド喫茶？」

　江え利り子こは驚いて、目をぱちくりしたものの、

「……まあでも、わたしもメイド喫茶では一時バイトしていたもの。今さら珍しくもないわ」

　と、あっさりスルーしてしまい、ふたたびファインダーを陣じんの部屋に向けたのだった。



　シエラは誰だれもいない、ひっそりとした廊下を抜けて、陣の部屋の扉を開けた。

「庶民、いるの？」

　江利子の位置からは、扉が開いたのだけが見える。下から見上げているので、小柄なシエラの姿はかくれて見えないのだ。江利子はごくりと息をのんで、カメラを思いっきりズームにする。

（もしかして、部屋に入ってきた？　もっと窓に近づきなさい、座ざ堂どうシエラ……そうすれば、ばっちり写してあげるわよ！）

　ドキドキして、江利子の全身にべったりと脂汗がふき出していた。

　何も知らず、シエラは部屋の奥に入ってくる。窓の桟さんの上に、頭のてっぺんが見えた……！　江利子は待ちきれず、シャッターを押す。

「お帰りなさいませ、奥様」

　ふと、しっとりした男性の声が聞こえて、江利子はギョッと振りかえる。

　彼女の後ろに立っていたのは、シエラの執事ニコライ・パブロフだった。黒いタキシードに身を包んだ銀髪の青年の姿に、江利子はわが目とメガネの度数をうたがった。変装している江利子が言うのも何だが、明らかに、そのへんに何となく立っているというには違和感がありまくりだ。

「だ、誰が奥様よっ？」

　江利子はあわてて、カメラをショルダーバッグの中にかくす。ニコライは、うやうやしく頭を下げた。

「申しわけありません、お嬢様。非礼をお許しくださいませ。おわびに、お茶はいかがでしょうか」

　ニコライは、あくまで礼儀正しく、少し離れたところにあるカフェテラスを示した。そこではタキシード姿の執事が数人、若い者から白髪の老人まで、通りすがりの女性たちに湯沸かし器サモワールでいれたロシアンティーと、プリャニキと呼ばれるクッキーのような糖とう蜜みつ菓子を供している。

「し……執事カフェっ？　どうしてこんなところに！」

　江利子はぐるぐるメガネを、さらにぐるぐるさせた。場所的には、メイド喫茶と隣りあって開かれている。

「け、けっこうよ！　執事カフェって高そうだし……」

　ニコライは近くの椅い子すを静かに引いた。真っ白い頬ほおが少しだけ赤くなっているのは、さすがに執事カフェなどをするのは恥ずかしいようだが、そこは忠義者のニコライなので、シエラのために耐えている。

「さる高貴なお方が、慈善事業としてなさっていることです。お嬢様、どうぞ」

「ど……どうぞって言われても……」

　江え利り子こは、陣じんの部屋が気になってとまどう。だがそれよりも、目の前の美執事のことが気になって、ついつい誘われるように椅子に座ってしまう。

　白いテーブルの上には、執事を呼ぶための金きんの鈴ベルが置かれていた。ニコライは真しん鍮ちゆうのワゴンに銀の湯沸かし器サモワールを乗せて持ってくると、木炭で沸かし、優雅なものごしで紅茶を注いでくれる。湯気に乗って、ふわり……と、リンゴのような野バラのような、甘く、それでいてわずかに野性的な香りがする。

「紅茶じゃないの？」

「紅茶です。女帝エカテリーナ二世がこよなく愛した、桜おう桃とうの香りをつけたロシア紅茶チヤイです。バラのジャムとともに、お召しあがりください」

　女帝エカテリーナ二世の紅茶。世界史でちょっとかいつまんで知っているだけだが、それだけでも何だかすごく自分がセレブになったようで、女の子特有のプリンセス願望に火がつく。香り高い紅茶と、濃いピンク色のジャム、そして美執事。めくるめく耽たん美びでセレブで退廃デカダンな香りのくゆる世界に、脳の芯しんがじーんとしびれる。

（ま……まあいいか。頭のてっぺんだけでも写真が撮れたし……それにメイド喫茶でバイトしたことはあっても、執事カフェなんて初めてだし。バイトとお客では天と地のちがいだし。何より執事カフェって、行こうと思っても一ヶ月以上予約待ちだそうなのに、タダで入れるなんてスペシャルチャンスじゃない。せっかくだから、ちょっとおことばに甘えちゃってもいいかしら）

　江利子は両手をひざの上に置き、居ずまいを正して行儀良くちょこんと座りなおすと、

「ありがとう。では、いただくわ」

　と、その気になってツンと気取り、クルクルパーマの髪をかきあげた。



　シエラがメイド喫茶だけでなく、執事カフェも併設したのは、べつに江利子のためではない。意外にメイド喫茶に行く女性が多く、セレブ願望を満足させたい女性客によるままごとの様相を呈している以上、男子の中にも『メイド喫茶は気恥ずかしいが執事喫茶なら興味あるかも』と思う者が多いかもしれない、と考えたからだった。

　結果的に、シエラは江利子にパパラッチされることもなく、陣の部屋にやってくることができたわけである。

「庶民、起きなさい！　このわたしがじきじきに、お見舞いにきてあげたのよ。寝たまま応対なんて、失礼千万よ！」

　シエラは、二段ベッドの上の段で寝ていた陣じんの布団ふとんをひっぱがす。

　陣はタンクトップにスウェットパンツという寝巻きスタイルで、体をカブトムシの幼虫のように丸めて、うーんうーんとうなっていた。

「ざ、座ざ堂どう……おまえ、なんでここに？」

「心配ご無用、寮生たちはとうぶん帰ってこないから。それよりも……」

　陣の全身に、赤いポツポツがひしめいている。見ているシエラのほうがかゆくなって、体をバリバリとかいた。

「うわぁ、見ているだけでかゆくなるわ。見えないように、ちょっと起きて長なが袖そででも着なさいよ」

「見舞いに来ておいて、病人に『起きろ』っておまえ……見舞いの意味、わかってんのかよ。少しはいたわりのことばでもかけろ」

　うめきながら、陣はベッドの柵さくごしにシエラを見る。目のまわりは黒く落ちくぼみ、ほおもこけている。シエラは人差し指をあごに当て、きょとんと小首をかしげる。

「死相が出てるようだけど、だいじょうぶ？」

「いたわってくれてありがとう。感謝のあまり涙が出てきそうだ」

「それ、水みず疱ぼう瘡そうじゃないの？　ふつうは小学生がかかる病気でしょう。幼稚ね」

「っていうか、いたわれ」

「わたしも幼稚園のころにかかったけど、水疱瘡なんて、寝てればすぐに治るわよ」

「バカ、大人になってからの水疱瘡は症状が重いんだぞ。高熱が一週間ぐらい続くらしい……夕ゆう也やのやつは、とっとと人を見捨てやがるし」

　ぐきゅるる～、と陣の胃袋が、ひねり上げるような音を立てた。

「ひょっとして、おなかがすいているの？」

「夕也が俺おれを見捨ててから三日……食堂まで降りる体力もなくて、洗面台の水道の水だけ飲んで生きのびてたんだ」

「ほかの寮生は？」

「他人のことなんか気にするかよ。だから、俺みたいに病気になった寮生はみんな、看病してもらうために実家に帰ったさ」

「男同士って、そういうところマメじゃないのよね。あなたも実家に帰ったら？」

「帰れるもんなら、帰ってるさ」

　陣のことばに、シエラはああと思いだす。陣の両親は考古学者で、ソロモンの秘法を探す発掘のため、中東に行って現在連絡が取れないのだ。しかも、今まで住んでいた家は、発掘費用を捻ねん出しゆつするために売ってしまい、陣には帰るところがないのである。

　シエラは、陣じんの枕まくらもとに転がっている携帯電話の表示画面が消えているのに気づく。どうやら弱って充電できないまま電池が切れたせいで、電話がつながらなかったようだ。

「魔法のランプをこすって、わたしを呼べばよかったのに」

「途中をはしょって霊れい柩きゆう車しやを呼んだほうが手っ取り早そうだな」

「じゃあ見捨てて帰ろうかしら」

　あっさりと、シエラは陣に背をむける。陣はあわて、弱った力を振りしぼって、シエラを引きとめようと手をのばす。

「ま、待て！」

　くるり、とシエラは振りかえる。白い顔に、にやあっ、と黒い笑みが浮かんだ。

「助けてほしいわけ？」

「ぐ……！」

「そうよね。ここでわたしに見捨てられたら、まず死ぬわね。助けてあげたら、さぞかし感謝するかしら？　どうかしら？」

　シエラは陣の机の引きだしを開けて、魔法のランプと金色のソロモンの指ゆび環わを取りだす。

　シエラを呼びだしたがさいご、掃除という名目で部屋の中が破壊されてしまう。だから陣は、金こん輪りん際ざい呼びだすまいと思っていた。一番最近、停電の日にうっかり呼びだしたときも、机の上の蛍光灯やらマグカップやら、壊せるものはことごとく壊されていたのだ。

　しかし、背に腹はかえられない。シエラが何をしでかそうが、死ぬよりましだ。

「たぶん……感謝すると思う」

　陣は、うなるように声を振りしぼった。シエラはニヤッと笑って、耳に手をそえ、聞きなおす。

「おかしいな。聞こえないわ？」

「……感謝する！　感謝してやる！」

「満足メーターが振り切れて、魔法書に呪じゆ文もんが一気に十個増えるぐらいのいきおいで感謝するかしら？」

「ど……努力してみる」

「ふふ。ついにわたしにも運がむいてきたようね」

　シエラは高らかに笑いながら、ベッドの中で倒れている陣の手をつかんで指に指環をはめ、魔法のランプを渡した。シエラのやわらかい手につかまれて、陣はちょっとドキッとした。でもわがままで猫っかぶりなシエラにドキッとしたなんて悔しいので、たぶん病気のせいで、心臓がわずかな衝撃にも耐えられなくなっているに違いないと自分に言い聞かせた。

「じゃ、これランプと指環ね。五分たったらこすりなさい」

「なんで五分？」

「下手の考え休むに似たりよ。聞く必要ないでしょう」

「病人相手に、さらに傲ごう慢まんさアップするその人間性、どうにかならんか」

「わたしにそんな偉そうな口きいていいの？　あなたの生せい殺さつ与よ奪だつを握ってるのは、誰だれかしら？」

　陣じんの立場が弱いので、ここぞとばかりにシエラは巨大な態度に出た。陣も命が惜しいので、何も言いだせない。

「フッ、どちらの立場が上か、ようやく理解したようね」

「っていうか……俺おれは、おまえのご主人様だったような気がするんだが」

「ご主人様にしてあげてるのよ。便宜上ね」

　シエラは、どこまでも口が減らない。

「とりあえず、あなたが死んだらレベルがゼロに戻っちゃうから、お情けで助けてあげるわ。どう、わたしの背中に羽が見えてきたでしょう？」

「真っ黒いやつがな」

「どうやら命が惜しくないようね。帰っちゃおうかな♪」

「わかったわかった！　謝るから助けろ！」

「そこまで言うなら、助けてあげないでもないわ。いいこと、五分後にこするのよ」

　シエラはビシッと陣を指さしてから、廊下に消えていった。

　陣は病による高熱にうかされながら、

「……いったい、どっちがご主人様なんだよ。ったく……」

　と、さらに熱が出てくるような気がした。



　部屋の壁にかかっている時計は、五時を過ぎていた。陣は、シエラがどこに行ったのかわからないまま、きっかり五分後に、布団ふとんにあお向けになったまま、ソロモンの指ゆび環わを中指にはめた右手で、魔法のランプをキュキュッとこすった。

　ぼんっ、と虹にじ色いろの煙とキラキラした星のような光の粉がランプの口から吹きだす。煙の中から、くるくるくるっとバレリーナのように回転しながら、ランプの魔神バージョンのシエラが現れた。

　ランプの魔神……といっても、ご主人様につかえる召使である以上、たけの短いエプロンドレスにヘッドドレス、白い手袋にニーソックス、というメイド服である。くるくる回っているので、長いサラサラした髪が新体操のリボンのようにやわらかく宙を舞い、エプロンドレスのすそもふわりと風に浮いている。

「お呼びですか、ご主人様」

　ぴたり、と止まったシエラは、両手片足を上げて顔を少し後ろにむけ、バレエのアチチュードのポーズを取ってそう言った。陣は、さらに熱が二度ほど上がった気がした。

「学芸会なら文化の日にしろ」

「満足メーターが少しでもよぶんに上がるよう、登場シーンを工夫してみたのよ。魔女っ娘こっぽいでしょ？」

　シエラは、ポーズを決めたまま答えた。

「魔女っ娘って、おまえ魔神だろ」

「魔神って言いかた、やめなさいよ。何だか、ヒゲでマッチョでハゲポニーテールってイメージあるのよね」

「じゃあやっぱり魔神だ」

「わたしの華麗なバレエを目の当たりにして、照れかくしをしているのね、そうなのね」

　シエラは勝手にそう決めつけるので、陣じんはガックリしたが、もう反論する元気もカロリーも残っていなかった。

「ま、大出血特別サービスであなたごとき庶民をご主人様って呼んであげたんだからね。たっぷり感謝なさいよ」

　シエラはようやくポーズを解除し、足を下ろして両手を上げる。虹にじ色いろの雲に巻きこまれてまだ回転し続けていたもろもろのものが、シエラの腕の中に落ちてきた。

　それは、米となべと小さな瓶。陣は、目をぱちくりする。

「それ……どこから持ってきたんだ？」

「ここの台所よ。わたしが呼びだされたあとでは、あなたがいる部屋から出ることができない。そこで、まずこの寮の台所で食材をゲットして、五分後に召喚されるという作戦を取ったわけよ」

　シエラは誇らしげに胸をはる。陣は熱でもうろうとしながら、

「……勝手に寮の食材ガメて来たのかよ」

「ちょうど夕飯の準備中だったので、食材はいくらでも転がっていたわ。今夜はカレーのようね。完成した食料をいっしょに持ってくることができないのが面倒だけど、いずれにせよ、病人にカレーは無理でしょう」

　夕飯の準備中、ということばを聞いて、陣はハッと、うっかり忘れていただいじなことを思いだす。

「そういえば、どうやってここに入ってきたんだ？　寮生に見つからなかったのか？」

「もちろんそこにぬかりはないわ。寮生たちはとうぶん帰ってこないと、さっきも言ったでしょう？　この寮の中には、だれひとり残ってないわよ」

「皆殺しにしたのか？」

「わたしという人間の認識について、いささか誤解があるようね」

　シエラのこめかみに、ぷくりっと怒りの青すじが浮きだす。

「まあいいわ、ごはんを作ってあげましょう。わたしがいなくても食べられるように、作りおきのきくものにしてあげるわ。どう庶民、このあたたかい気配りに感謝して？」

　シエラは米をなべに入れ、水をくわえると、電熱器にかけた。

（……何を作ってくれるんだろう）

　陣じんは物珍しそうに、シエラがやっていることをベッドの上でながめていた。

　ただ白ごはんをたくだけなら、炊飯器に米を入れるはずである。いっしょに持ってきた小さな瓶も気になる。

（白ごはんってわけはないな。座ざ堂どうは金持ちだから……俺おれが食ったこともないような米料理を、ふだんから食ってるのかも）

　シエラは難しい顔で、なべの中の米をはしでかき回している。煮立ってきたのか、米の甘い匂においがする。

（米をサフランで煮込んで、ムール貝や車エビを豪華にあしらったスペイン料理・パエリア？　それとも、煮こんだ米とソースの一体感が香り高く、リーゾ・オッティモ……『最高の米料理』が縮まったのが語源だと言われるイタリア料理・リゾット？　それとも、米をバターでいためてから炊きこむ、洋風焼きめしとか洋風炊きこみごはんとか呼ばれ、ふつうに冷凍食品になってるので日本ではあまり珍重されないが、じつはペルシャが起源のピラフか？　中東原産のランプの魔神が作るんだから、ペルシャのピラフの線が強いかな……座堂が作るんだから、伊い勢せエビとかホタテとか入りまくった超豪華シーフードピラフだったりしてな）

　考えるだけでおなかがすいてくる。シエラが真剣そのものの顔をしているところからしても、かなり相当期待ができるにちがいない。

（あー……でも、三日も何も食ってないし、この体調だし、バターぎとぎとの料理は胃が受けつけないかもしれないな。けど、食わないと座堂に悪いし、っていうか座堂が怒るし。まいったな……）

　あれこれ悶もん々もんと陣が悩みつづけて、およそ二十分。シエラは深皿になべの中身をうつして、陣に渡した。彼女には珍しく、ちょっとおどおどしている。

「できたわよ、庶民。……お口に合えばいいんだけど」

「え？」

　シエラがそんなに謙虚なことばを出すとは思わず、陣は驚いた。まるで本物のメイドさんになったようである。

（どうしたんだ、珍しい。今日は本物のランプの魔神っていうか、本物のメイドみたいに、つつましくて控えめじゃないか）

　身を起こし、シエラが手渡した深皿を見て、もう一度驚く。

　それは、きれいに炊きこまれた五分がゆだった。おかゆのまん中には梅干が乗せられ、スプーンがそえられている。

「こ、これは……！」

　陣じんは感動して、おかゆをのぞきこむ。てっきりギトギトの洋食が出てくるにちがいない、という予想を完全に裏切った和の心、病人食の最高峰・おかゆである。

　消化によく、胃に優しく、添えられた梅干は酸味が食欲を増進させるだけではなく、大量にふくまれているクエン酸が体内を浄化し自然治ち癒ゆ力を高めるという。

　スプーンですくって口にふくむと、ほどよく炊きこまれた米が口の中でほろりと溶けた。梅干から出たわずかな塩分が隠し味となって、米特有の上品な甘みを引き立てている。さらさらと胃に落ちていった米は、アイソトニックドリンクもびっくりの素早さで体内に浸透するかのように、全く抵抗なく体が受けつける。

　シエラは両手を胸の前で組み、心配そうな顔で陣を見つめた。

「ど、どうかしら……？　ちゃんとできているかしら？」

「やばい」

「えっ……！　や、やっぱりまずい？」

　シエラは不安そうに目を伏せ、ひどくがっかりしたようすで肩を落とした。今までならきっと「このわたしが作ってあげたものがまずいわけがないでしょう！　ありがたく全部食べなさい庶民、たとえその胃が張りさけようとも！」ぐらい言っているはずのシチュエーションである。陣は、ますますシエラの態度のちがいにとまどってしまう。

「あ、いや、違う。おかゆはすごいうまい。やばいぐらいうまいって意味で、あんまりうまいから思わず口から出ちまったんだ」

　陣は一生懸命説明した。エネルギーが尽きかけた体に、でんぷんの糖分が一気に駆けぬける。弱った体に力が満ちる。おかげで、大きな声も出せるようになっていた。まるで、ていねいにおかゆを炊きこんだシエラのまごころが、米の一粒一粒にやどって、陣にその力を分けあたえているかのようだ。

「そ、そう？　よろこんでもらえて、ほんとによかった」

　いつも傲ごう慢まんで勝気なシエラとは思えないほどの、あくまでも謙虚なその態度。頬ほおをわずかに赤らめて、心からうれしそうにほほえんでいる。

「まだあるから、良かったら言ってね。おかわりつぐから」

「あ、ああ……サンキュ」

　シエラの態度がやわらかいと、陣はなぜかおどおどしてしまう。真っ向から切りこんでくるようないつもの勢いのほうが、硬と硬とであつかいやすい。マシュマロを出刃包丁で切ろうと思っても難しいように、こういう態度に出られるほうが対応に困ってしまって、陣はとまどった。顔が少し、熱いような気がする。

（今日の座ざ堂どう、何か変だな……）

　なべのところに戻ったシエラの後姿を、陣はちょっと息苦しさを感じながら見送る。シエラはなべの中のおかゆを、じっと見つめている。

（ふーやれやれ。わたしでもかんたんにできそうだから、おにぎりでも作れば長もちするし、いいかもと思って、ごはんを炊こうと思ったものの、ごはんを炊くのってけっこう難しいのね。とりあえずお米を煮てみたけど、どうしてかふっくら炊きあがらずに、どんどん煮とけてノリ状になってきたので、焦った焦った。仕方ないから、なんとなくおにぎりに入れるはずだった梅干でもあしらってみたけど、何て言ってたかしら？　ゴブガユ？　庶民のあいだにはそういう料理があるようで、ぎりぎりラッキーだったわね。まあ、これもわたしの料理の才能がなせるわざね。セーフセーフ）

　そのときのシエラがそんな黒いことを考えていたとは、とうぜん陣じんは想像だにしていなかったのだが。

（でもこれ、せっかくこのわたしが全身全霊をかたむけて作ったんだから、あまると困るわね。かと言って自分で食べる気はさらさら皆無だし。そもそももんじゃ焼きもそうだけど、庶民の食べ物ってどうしてこう水っぽくて味気ないのかしら。材料が少ないぶん、水でごまかしてるから？　しょせん庶民の貧しい食べ物ね、セレブなわたしの口にはとうてい合わないわ）

　自分が食べたくないとなると、作ったおかゆ全部、陣の腹の中にしまいこんでしまうしかなさそうだ。シエラはニコッと愛想笑いをすると、陣のそばにきて、深皿とスプーンを取った。

「あ、そうだ。せっかくだから、食べさせてあげましょうか？」

　陣はびっくりして、目をぱちくりする。

「い……いい、自分で食べられる！」

「遠えん慮りよしなくていいわよ。病人なんだから」

　シエラは深皿にスプーンを入れ、唇をすぼめて、ふーっと息を吹きかけた。

　ふわっと上がった白い湯気がシエラの顔を包みこんだ。熱で目がぼけているのとあいまって、陣には紗がかかったように見える。うつむき加減になると、すらりと整った鼻筋と、長くて密度の高いまつげが強調される。シエラがスプーンに吹きかけた息が、わずかに陣のところまで届いた。ふわりとさわやかに、まだ青いレモンのような香りがする。陣の心臓が、きゅっと縮みあがった。

「はい、どうぞ」

　シエラはほほえんで陣にスプーンをむけた。陣は恥ずかしくてたまらなかったが、シエラが珍しくフレンドリーなのにつっぱねるのも悪いと思い……いつもの強硬路線なら断固として断れるのだが、こういう融和政策をとられると、逆にことわりにくい。イソップ童話「北風と太陽」を連想した。

　しかたなく、陣は口をあける。シエラは、その口の中にスプーンを運ぶ。餌えさをもらっているひな鳥になったような気がした。

「おいしい？」

　にっこりほほえむシエラは可愛かわいい。「可愛い」……と、はじめてそう感じてしまって、陣じんはとまどう。

　たしかに客観的に見て、シエラは目が大きくて顔立ちが整っているし、姿も細身で均整が取れ、何より髪はシャンプーのＣＭに出てもおかしくないぐらいサラサラと長く、「きれいな女の子」だとは思っていた。でも「可愛い女の子」だと思ったのは、これが初めてだ。食べさせてもらうのはどう考えても気恥ずかしかったが、

（もしかしたら、こういうの、ちょっといいかもしれない……）

　と、心のどこかでぽやーんと思いながら、陣も珍しくすなおな気持ちになって、

「うん。うまい」

　と、答えた。シエラはまた、うれしそうにニコッとする。その笑顔はキラキラしていて、完全無欠の可愛さだ。

「良かったぁ♪　もっと食べてネ♪」

　シエラは陣の口に、せっせとスプーンを運ぶ。陣も一生懸命に、食べて食べて食べて……。

「ちょ。ちょっと待て、座ざ堂どう」

「はいじゃんじゃん♪」















「わんこそばですか？」

「じゃんじゃん♪　じゃんじゃん♪」

「腹いっぱいになってきたから、ちょっと……」

「だいじょうぶ。庶民ならできる！　じゃんじゃんったらじゃんじゃん♪」

「ゴリ押しするな！　なんかペースもだんだん速くなってくるし……」

「そこがまた」

「いやマジでダメだって！　悪いけど、ごちそうさ……」

　ま、を言うまえにシエラが口にスプーンを突っこんできた。

「わたしの料理が食べられないって言うのっ？」

「俺おれは一瞬、とんでもないかんちがいをしていたようだな」

「何わけのわからないこと言ってるのよ。ほら、口あけなさい！」

「無理だって！　口を引っぱるな！」

　ベッドの下からシエラにつかみかかられて、陣じんは悲鳴を上げる。

（ああ、やっぱり座ざ堂どうシエラは座堂シエラだったのか！）

　自分の甘さを痛感し、陣は天国の輝く雲の上から一気に地獄に叩たたき落とされたように感じた。

（まあ魔神がいる場所は地獄に決まってるよな）

　と、ちょっと諦てい観かんの境地に立ったりもしつつ、それでもどう考えても胃のキャパシティとしてこれ以上は入らない。

「あーもー、帰れっ！　ちちんぷいぷい！」

　陣は手を伸ばして、やっつけ気味に呪じゆ文もんのことばをとなえると、シエラの頭を素早くなでた。シエラのヘッドドレスがピカッと光り、全身がまばゆい光につつまれる。

　シエラは自分の中に満ちてくる光の強さに驚いて、じっと自分の手を見つめた。

「あっ、今回けっこう感謝ゲージ多いかも」

　はやる気持ちをおさえきれないようすで、シエラはエプロンのポケットから魔法書を取りだす。文庫本ぐらいの大きさで、表紙にアラベスク模様があしらわれた魔法書を開くと、最初のページにはアラビア語で「ラッムール（砂）」のつづりが書かれている。

　ページをめくると、そこには二番目の呪文が浮かびあがっていた。シエラは目をかがやかせ、陣にそのつづりを見せる。

「見て、庶民！　新しい呪文が出たわ。これ、何て書いてあるのっ？」

　シエラはアラビア語を読めない。陣は、だいぶ元気になってきて、頭もはっきりしてきた。本をのぞきこむと、筆記体のＵ・ｕ・ｌ・ｓに似たつづりである。

「トゥイーン……だ」

「『トゥイーン』？　ちょっときれいな語感ね、どういう意味？」

　シエラは興味しんしんで、魔法書をのぞきこむ。陣じんが説明しようと口を開きかけたが、

「……やっぱりいいわ。何が出るかわからないほうがワクワクするものね、さっそく試してみましょう」

　と、魔法書を開いて高く差しあげた。

「何が出るかわからないような魔法をひとの部屋で試すとは、相変わらずいい根性だな」

　たぶん自分の言うことなんか、このシエラが聞くわけはない……と思いながらも、正体不明の魔法で部屋を破壊されても今の自分はまだ掃除するだけの体力は無いので、陣はダメモトでそう言ってみた。

　すると……はたしてシエラは、手を上げたまま、ぴたりと動きを止めた。陣は驚いて、目をぱちくりする。

（俺おれの言うこと、聞いたのか？　珍しいこともあるもんだ）

　が、シエラは立ったまま微動だにしない。珍しいどころか、何やらおかしい。陣の胸が、不穏な予感にざわめいた。シエラのおかゆのおかげで体力もついたことだし、はしごで二段ベッドから降りて、シエラの肩を叩たたく。

「ざ……座ざ堂どう、どうしたんだ？」

　シエラの体はぐらっと揺れ、バターンと大きな音を立てて床に倒れた。その全身に、赤いポツポツができている。

「座堂っ？」

　陣はシエラを抱きおこした。火のように熱い。熱い……と感じるということは、自分の熱は下がったのだ、と陣は思った。腕を見ると、ポツポツも無くなっている。

「風邪は他人にうつすと治るって言うけど……座堂にうつしたから俺が治ったのか？」

　だがおかしい。シエラは水みず疱ぼう瘡そうにはかかったと言っていたはずだ。それに、こんなに急に発ほつ疹しんが出たり消えたりするのもおかしい。

（この病気、水疱瘡じゃないのか……？）

　シエラは突然の高熱のせいで、意識を失っているようだ。荒く吐く息も、炎のように熱い。

「しっかりしろ、座堂！」

　揺すってもどうにもならない。寮の医務室に連れていこうとしてシエラをお姫様抱っこで抱きあげるが、扉を開けて部屋を出ようとした瞬間、目に見えない透明な障壁バリヤーにぶつかった。陣は外に出ることができるのだが、シエラの体だけが何かに引っかかったように、どうしてもその一線を越えることができない。シエラを床に置いて、足を引っぱってみても、敷居の線より外にはどうしても引きだせない。髪の毛一本すら、持ちだすことができないのだ。

「くそっ、やっぱりだめか……」

　陣じんは疲れて、部屋の中に戻る。床に倒れているシエラは、なおも苦しげに横腹を波うたせている。

　シエラが初めて陣に呼びだされたとき、この部屋から出ようとしてどうしても出られなかったことを、陣は思いだした。ランプの魔神モードのシエラを外に出すことは、やはりどうあっても不可能なようだ。

（だとすれば……もう感謝ゲージは発動させたんだから、座ざ堂どうをランプの中に戻せるはずだよな。いったんランプの中に戻して、魔神でないふつうの座堂に戻したら、外に連れだせるはずだが……）

　陣はランプをシエラの頭に載せてみたり、ぐりぐりこすりつけたりしてみる。しかし、シエラ自身の意識がなくなっているため、どうしても戻すことはできなかった。

「くそっ、だめだ。どうする……？」

　陣は悩む。このさい、シエラが見つかっても仕方がないとして救急車を呼ぼうか……とも考えたが、部屋から連れだせないのだ。医者に往診にきてもらうか……と考えているあいだにも、シエラの顔はどんどん赤くなっていく。

「だめだ、のんびり待ってるあいだに熱で体がやられちまう。高熱が出てるときは、まずは冷やすことだって保健体育の時間に習ったっけ」

　陣はタオルを洗面台で濡ぬらし、床に寝かせたシエラの前髪をかきあげて、額の上に置く。汗が浮いて苦しそうなシエラの顔を間近で見たとき、なぜか陣はドキッとした。

「どうしたことだ、今度は俺おれの心臓が苦しくなってきた。水みず疱ぼう瘡そうじゃないとしたら、いったい何の病気なんだ？」

　陣はドキドキする胸を押さえながら考えこむ。

『残念ながら、心臓のほうはワシの仕業ではないのだデス』

　しわがれた不気味な声が聞こえて、陣はハッと振りかえった。



　寮の前では、メイド喫茶と執事カフェがあいかわらず大人気だった。

「ああ、人に尽くしてもらうのがこんなにすばらしいことだったなんて夢のようだわ。わたし、今日のことを永遠に忘れない！」

　江え利り子こは紅茶を飲みながら感動して、執事たちの写真をパチパチ撮りまくっている。もう、シエラの写真を撮りにきたことなど完全に忘れ去っているようだ。

　江利子に紅茶のおかわりをつぎにきたニコライが、あくまで無表情なポーカーフェイスを、わずかに紅潮させ、恥ずかしそうに言った。

「あの……お嬢様、喜んでいただけて光栄ですが、そろそろ舞踏会の時間でございます」

「ぶとうかい？」

　江利子はきょとんとしてまばたきする。が、ああと察して、手を叩たたいた。

「そうか！　時間が来たので店を出ろって言うかわりに、そう言うのね。どこまでもステキだわ、執事カフェ！」

　江え利り子こは、少し離れたところでメイド喫茶も開かれているのを目ざとく見つけ、写真を撮る。

「せっかくだから、次はあっちのメイド喫茶ではしごしようかしら」

　うきうきしてのぞいているファインダーの中で、突然、メイドがバタッと倒れた。

「え？」

　江利子は呆ぼう然ぜんとする。メイドに続いて、客もばたばたと倒れはじめた。全員、赤い発ほつ疹しんが体に出ている。江利子は驚いてデジカメをしまい、ニコライにむかって叫んだ。

「執事さん、あっちのメイド喫茶で何かあったわ！」

　が……病の瘴しよう気きは、メイド喫茶のほうから急速に、執事カフェのほうに流れこんできていた。メイド喫茶のほうを見ようとニコライが首を回したとたんに、全身にボッと発疹ができ、倒れてしまう。

「キャアア！」

　江利子は叫び、逃げだした。彼女の後ろで、執事カフェの客たちもバタバタと倒れていく。何か目に見えないものが、せまっているのを感じた。

「い、いったいどうなってるのっ？」

　このままなら逃げきれるか……と思った瞬間、何かを踏んづけて江利子は顔からすってんころりと転がった。ヌルッとした感触だった。

「あいたたた……な、何？」

　江利子は身を起こして、足のほうを見る。踏んづけたのは、フナムシのような虫だった。靴の裏でべちゃっとつぶれているのにまだ生きているらしく、目を赤く光らせながら「チチチッ……」と顎あごを鳴らしている。

　ぼっ、と江利子の全身に真まっ赤かな発疹が出た。

「嫌ああああーっ！」

　悲鳴を上げた瞬間、体温が最高潮に達して、江利子の意識は飛んだ。彼女はそのまま、ドサッと地面に倒れた。

　客たちがにぎやかに華やかにさんざめいていたメイド喫茶と執事カフェは、一瞬にして沈黙の墓場と化した。メイド喫茶にいたメアリーも、右う京きようたちも、完全に意識を失って死し屍し累るい々るいと転がっていた。



　陣じんは、目の前に現れた不気味な存在をじっとにらみつけた。窓は閉めてあったが、江利子のすさまじい悲鳴は聞こえてきた。

「……何をした？」

　低い声でたずねる陣じんの前に立っていたのは、全身包帯だらけのミイラ男だった。体格がよく、背も高い。包帯のあいだから、闇やみのように黒い体が見えている。包帯の下の目は、赤く光っていた。

『ほほう……ワシの病から回復するとは、驚きだデス。やはり、レベルが低いといえども魔神は魔神……意識せずともその料理には、呪のろいをとく力があるようだなデス』

　ミイラ男は、ギシギシと関節をきしませながら陣のほうに近づいてくる。陣は床に倒れているシエラをかばおうとして引き起こすが、とたんにのろのろと動いていたミイラ男は別人のように素早い動きで飛びかかってきた。

『キシャアアアアッ！』

　甲かん高だかい声をあげてミイラ男は陣をつきとばし、ふたたび床に倒れたシエラの胸の上に座りこんだ。

「ううっ……！」

　シエラは熱にうかされながら、苦しげに身をよじらせる。ミイラ男はシエラの胸の上でひざをかかえつつ、彼女の苦しむ顔を見下ろしている。

『うーむ、美しいデス。美しい顔に赤いポツポツが、最高のチャームポイントだなデス』

「ふざけるな！　おまえ、アークダイモンだな！」

　陣はシエラを助けようとしてミイラ男につかみかかるが、ミイラ男が陣に指をむけると、腕の包帯がほどけて陣に巻きついた。

「ぐっ！」

　包帯は陣の首を絞めあげる。陣は包帯を手でつかんで止めようとしたが、ぎゅうぎゅうと強い力で絞まってくるので、抵抗しきれない。ミイラ男は笑った。

『その通りだデス。ワシは十じつ戒かいの中に封じられたアークダイモンの一人、安息日を乱す者……名はワシフと申すデス』

「ワシフ？」

『ワシだけに』

「ワシフはアラビア語で『不潔』っていう意味だな」

『スルーかよデス』

「ってことは、この病気はおまえが？」

『そういうことよデス。さすがソロモンの指ゆび環わを持つ者、どうやらソロモンなみに知恵も回るようだなデス』

「死死デスデス言ってるしな」

　ワシフは、ギシギシと乾いた笑い声を立てる。

『そのとおりデス！　ワシは人間どもに苦しみを与え、安息を奪う者だデス。片っ端から人間を病気にし、失われた生気をわが糧とするのだデス。長いあいだ封印されていて、すっかり魔力が弱っているデス。魔神の生気を吸いとれば、レベルの低い魔神といえど、人間よりはずっと腹の足しになるのだデス！』

　ワシフはシエラの顔を、長いツメが生えた手でぐいっとつかんだ。腕が、まるで水を通したホースのように蠕ぜん動どうする。シエラの体がぴんと硬直し、その体からみるみる血の気が引いていく。

「やめろと言っている！」

　陣じんは学習椅い子すをひっつかんで、横殴りにワシフの胸に叩たたきつけた。ワシフの胸が大きくへこみ、ドッとふっとばされて壁に叩きつけられる。ワシフがどいて、シエラはホッと息を吐いた。頬ほおに、まだわずかに赤味が残っている。陣はホッとした。

　ワシフの胸には、椅子のあとがくっきり残っている。だが、へこんだ部分はもぞもぞと動くと、みるみる元に戻ってしまった。陣は椅子を両手にかまえたまま、倒れているシエラを背後にかばうように立ち、ワシフの前にはだかる。

『クッククク……ソロモンの知恵を持つ者よ、まっさかこんなことでこのワシフを倒せるとは思ってないだろうデスぅ？』

「ダメモトでもやってみるのが、青春の特権さ」

『たとえテメーがどんなに弱くてダメダメでも、「指ゆび環わ」が存在しているかぎり、ワシらはいつか封印されるかもしれないと気が気じゃないんだデス。おかげで夜も眠れないのだデス』

「昼寝しろ」

『それより、テメーをぶっ殺したほうが話が早そうだデスぅ！』

　ワシフは鋭い爪つめを振りあげて、陣に襲いかかった。ブンッと大きく腕を振る。陣は後ずさって避けようとしたが、病みあがりでまだ力が出きらず、フラッと足もとがよろけた。

　避よけそこねて、ワシフの爪が陣の肩を切りさいた。

「つっ！」

　陣は顔をしかめる。切りさかれた傷はたちまち腐り、緑色の膿うみがこぼれ出す。

『ケヒャヒャヒャヒャ！　ワシの体はありとあらゆる毒素と病原菌でできているのだデス、ふれられるだけで命は無いのだデス！　助かりたくば、ワシを倒すしかないぞデス。しかし病に冒されたその身で、ワシに勝てるはずがないのだデス！』

　高らかに笑うワシフのことばどおり、陣の全身に毒が回って、立っていられなくなる。

　ひざをついた陣の腹を、ワシフは下から蹴けりあげた。

「おふっ！」

『ソロモンの知恵を持つといえど、その魔力レベルの低さでは全くワシの敵ではないようだデスぅ！　ここまで圧倒的に実力差があると、弱い者いじめのように見えてしまうデス。が、禍根は断っておかなくては、安心できないのだデス。三千年前と同じ轍てつはふみたくないものだデス』

「さ……三千年前？」

　陣じんは息苦しさの中で記憶をたどった。それはソロモン王と、その父ダビデの時代である。

『ワシらアークダイモンは、人間にさまざまな悪や煩悩を与える者だデス。三千三百年前、モーゼによって十じつ戒かいの石板の中に封印されたのだデス。モーゼの死後、石板をおさめた聖せい櫃ひつの力が弱ったので、われわれは外に出て、永遠に封印の石板を打ち砕くため、人々を争わせたのだデス。おまえたちに倒された姦かん淫いんの妖よう魔まマジュヌーンは、人々にさらに争いをもたらすため、ダビデに不倫をさせたのだデス』

「ダビデ王は、家臣ウリヤの妻バト・シェバをうばったんだっけな」

『ほう。さすが、指ゆび環わの継承者だけのことはあるようだデス。やはり、おまえは禍根となりそうだなデス』

「常識問題だ」

『かき氷のみつをかける、小さいひしゃくの名は何だデス？』

「そのクイズ、最近はやってるのか？」

『ダビデとバト・シェバの間に生まれたのがソロモンだデス。マジュヌーンは結果的に、ワシらを封印する最強の魔術師を産む縁結びをしたマヌケ者……貴様らに倒されるのも当然だデス。ワシがソロモンの指環をぶっ壊すデスぅぅ！』

　ワシフは足を折りたたんで高く飛びあがり、両手の爪つめを振りあげて陣をねらった。

　力も素早さも人間離れしているワシフ。山歩きと穴掘りが得意というていどの陣には、勝ち目がない。腹部に受けたダメージと、切り裂かれて膿うんだ肩の傷と、そこから全身に回った毒のため、すぐに退避行動にうつることもできない。

（やられる……！）

　陣は硬く目を閉じた。ワシフの爪が全身を串くし刺ざしにしようとしたその刹せつ那な、

「トゥイーン……！」

　シエラの澄んだ声がひびいた。陣は振りかえる。全身から赤いポチポチを吹きだし、熱にうかされ目がかすみながらも、必死に声をしぼり出して呪じゆ文もんをとなえたのだ。

　ガチャーン、とガラスが割れる音がした。陣はハッとして目をむける。寮の庭に並べられていた植木鉢が次々に飛んできて、ワシフに叩たたきつけられた。

『あいたたた！　なっ、何ごとだデスぅ？』

「座ざ堂どう……！」

　陣はシエラに目をむける。シエラはほとんど気を失いかけていた。陣は彼女の背中とひざに手を入れて、お姫様抱っこする。切り裂かれて膿んだ肩がビリリッと痛み、陣は苦しげに顔をしかめる。

（とにかくここから逃げないと……！）

　出口を探してキョロキョロしていた陣じんの頭を、割れた植木鉢や土などでドロドロに汚れたワシフが、後ろからぐいっとつかんだ。陣はギョッとする。

『何しやがるデス、コラァ～！』

「効いてないのか？」

『今のはけっこう痛かったぞデスぅ！　低レベルのランプの魔神だと思って甘く見ていたようだデス、ワシを怒らせた報いを受けるが良いわデス！』

　ワシフは陣を引きよせて、シエラを奪おうとする。陣は全力をふるってワシフを振りきり、逃げだした。ワシフは追わず、高笑いする。

『ケヒャヒャヒャッ、バカ丸出しだぜデス！　ソロモンの知恵を持ってる割に、脳が貧しすぎだデス。理屈で考えてわからないのかデスぅ？』

　ワシフは長い爪つめの生えた人差し指で、自分のこめかみをトントンと叩たたいた。

『魔神が召喚者のそばにさえいればどこにでも行けるのだとしたら、自由になるために、召喚者をブッ殺して死体を持っていくという手段をとる危険があるだろうデス。そこでソロモンは召喚者の身を守るため、「封印の制約ルール」を作ったわけだデス。すなわち、召喚された魔神は密室から出ることはできないという……もし、この娘を呼びだすまえに廊下の扉を開けて密室でなくしておけば、外へ出られたかもしれなかったがなデス。それとも、その鍵かぎ穴あなでもすり抜けて外に出てみるかデスぅ？』

「なるほど。そういうからくりだったのか」

『そういうことよデス！　つまりこの部屋から逃げたければ、その魔神を置いて逃げるしかないのだデス……もっとも逃がしはしないがなデス！』

　ワシフは逃げる陣にむかって腕をさしだした。腕の包帯がスルルッとほどけ、蜘く蛛もの糸のように陣に襲いかかり、手足にくるくると巻きついて縛りあげた。

「ぐぐっ！」

　陣は宙ちゆう吊づりにされて、包帯をほどこうと首に手をあてがう。

『おっかしいなぁ～、ワシの爪にやられて、まだそんなに動けるのかデス？　さては、一度治りかけたところで感染して、免疫になっていたのかデスぅ？　まあ良いデス、病がダメでも物理的にブッ殺せばいいことだデス！』

　陣は首を絞められながらも、憎々しげにワシフをにらんだ。ワシフの爪が陣を狙ねらう。だが陣の目には、ワシフの背後にゆっくりと立ちあがる、無骨な姿の巨人が見えていた。

「残念だが、死ぬのはテメェだと思うぜ」

　陣は親指を立てて、下にむける。泥の巨人ゴーレムはワシフよりもさらに背が高く、しかも岩山のようにがっしりとした体格をしている。頭に植木鉢がちょこんと、帽子のように乗っているのがおちゃめだ。ワシフはギクッとして振りかえった。

『ゴッ……泥の巨人っ？』

『ドギャアアア！』

　ゴーレムは野獣のような咆ほう哮こうをあげ、両手を握りあわせて振りあげると、ワシフの脳天に叩たたきつけた。圧倒的な質量を受けて、ワシフはぐしゃっとつぶされる。

『ぶぎゃおう！』

　陣じんは包帯を首から引きちぎり、つぶされた蚊のようにばらばらになっているワシフを見下ろす。恐らく全身の骨が折れているだろう、動けるはずがない。

「トゥイーンは『泥』の意味さ。あの植木鉢は、ゴーレムを作るための泥がかき集められたもので、攻撃じゃなかった……こっちが真打ちだったようだな。聞いてるか？」

　ぴくり、とワシフの腕が動いた。陣はギクッとして後ずさる。

『こんなお人形さんゴッコで、このワシを倒すつもりかデスぅ？　マジで笑えるぜデス、ヘソが風ふ呂ろを沸かすわデス！　ワシは不死身なのだデスぅぅ～っ！』

　ワシフはビュルンッと包帯を振るった。ムチのようにしなった包帯がゴーレムの足首に当たると、パキッと砕ける。砕けたところに自重がかかってグシャッと折れ、バランスを崩したゴーレムは仰向けに倒れて粉々に砕けちった。陣は青ざめる。

「おまえ、掃除する人のことも少しは考えろよな」

『ケヒャヒャヒャヒャ！　硬くてがんじょうそうに見えてもしょせんは泥団子、もろいものよデス！　ソロモンの知恵をつぐ者よ、今度こそ殺してやるデス！』

　振りかぶったワシフの腕が、ピッと切れた。

『「ピッ」？』

　ワシフは顔を上げる。陣はハッとした。ワシフの両腕がスパッと切れて、ズウゥーンと床に落ちたのだ。

『ウギャオオゥ！』

　今まで余裕をかましていたワシフが、絶叫した。窓の桟さんに、アルフが立っている。ツーテールの長い髪を風になびかせ、逆光を背負い、花びらのような唇に不敵な笑みを浮かべている。壁には、フラフープのような輪状の刃やいばが刺さっていた。どうやら、アルフはこれを投げたようだ。

　ワシフは怒りに肩をふるわせながら、アルフをにらむ。

『テ……テメーは剣の魔神かデスっ？』

「思ったとおりだ。打撃には強くても、切り裂く攻撃には弱いようだね」

　アルフは身軽にトンッと床に降り、陣のもとにやってくる。床に倒れたままのシエラに視線を向けてから、陣の目を見て、ニヤッと笑った。

「前のマジュヌーンに比べても、けっこう豪華なディナーだね。ソロモンの指ゆび環わってのは、いい撒コきマ餌セになるんだねえ」

「なんでここに？」

　陣じんはアルフにたずねた。アルフは両手を胸の前で組み、キラキラした目で陣を見つめる。

「あなたが病気だと聞いて、心配で心配で……」

「おまえ今撒コきマ餌セっつったぞ」

「細かいことは気にしないで！　目の前にこんなスペシャルディナーがいるのよ、わたしとあなた、力と心を合わせてたいらげちゃおうじゃありませんか」

　アルフの唇がつやつやと光っている。アークダイモン早く食いてー、と言わんばかりである。

「おまえの心配は、俺おれの心配じゃなく食の心配だろ」

「男の子が意地悪を言うのは、女の子の気を引きたいからだってね」

　つんつん、とアルフは陣のほっぺたを人差し指でつつく。

「前向き人生だな」

『小娘、このワシフを無視して漫談とは無礼千万であるデス。貴様もろとも葬れば、ほかのアークダイモンどももこのワシフに一目置くことだろうデス！　わが攻撃、毒の回転トキシン・ピルエツトをくらえデス！』

　両腕を失ったワシフは、両足の爪つめをジャキッと伸ばし、頭を床につけて回転しはじめた。足を百八十度開いて高速回転し、コマのように床をすべりながらアルフを狙ねらう。アルフは慌てず騒がず、鉄の輪を取ると、ひらりと舞い上がって二段ベッドの上に飛び乗った。

「弱点が見破られたからって、そう焦るんじゃないよ！　おまえの包帯は昆虫みたいな外骨格になっている、どんなに殴りつけたって包帯が傷つかないかぎり、すぐ元に戻っちまう。だが包帯を切り裂かれれば、海の苔りを無くした海の苔り巻まきも同じさ！」

　アルフは輪を投げる。しかし輪は、高速回転するワシフの爪に当たって、粉々に砕けてしまった。アルフは驚き、目を丸くする。

「鋼鉄の輪が砕けたっ？」

『毒の回転トキシン・ピルエツト……毒爪による攻撃は全すべてを毒するのだデス！　鉄だろうが金だろうが、ワシの爪の毒の前には一瞬にして腐食し、朽ち果てるのだデス！』

　ワシフは足首の角度を変えて、回転数を上げる。床の上で回転していた頭が、フワリフワリと浮きはじめる。アルフはゴクッと息をのんだ。

「まさか！　足の横で風を切り、足の甲と足の裏の間で揚力を発生させているっ？」

『その通りだデス、小娘！　刃やいばを失った今、貴様に勝ち目は無いのだデス！』

　ワシフは一気に回転数を上げた。ブワッ、と竹トンボのようにワシフが飛びあがり、二段ベッドの上のアルフを狙った。アルフはとっさに布団ふとんを腕に巻きつけ、ワシフの攻撃をふせぐ。布団が引き裂かれ、羽毛がバッと散る。蹴けりの強さに、アルフは顔をしかめた。

「くっ……！」

　ワシフはヘリコプターのように空中を飛びまわりながら、何度も何度もアルフを攻撃した。アルフは腕に巻きつけた布団ふとんで防ぐ一方だ。布団は引き裂かれて、どんどん薄くなっていく。

『ケヒャヒャヒャヒャーッ！　どこまでこらえられるか楽しみだデス！　その柔肌を引き裂いてやるぜデス！』

「……調子に乗るんじゃないよ、竹トンボ野郎」

　アルフはワシフをにらむが、一方的に攻撃されて反撃できない。そのとき、身動きもままならない陣じんが叫んだ。

「アルフ、そこから飛びおりろ！」

「と、飛びおりてどうなるんだよ？　あたしを刀化させても、今のあんたじゃ戦えないじゃないか。上から攻撃されたら、よけいに相手が有利になるし……」

「いいから俺おれに任せろ！」

　陣の声は、弱っているとは思えないほど強くて鋭かった。アルフは胸がキュンとする。

「わ……わかった。あんたに任せるよ、どうにでもなれだ！」

　アルフは二段ベッドの上から床に飛びおりた。ワシフは邪悪な笑い声を立てる。

『ケヒャヒャッ、愚かなりデス！　死ぬがいいデスーっ！』

　高速回転しながら、アルフの頭上に舞い降りようとするワシフ。アルフは青ざめ、思わず目を閉じる。陣は冷静に、ワシフの動きを見ながら呪じゆ文もんをとなえた。

「アブラカダブラ！」

　ちちんぷいぷいと並んで、恥ずかしい呪文。その呪文をとなえることで、剣の魔神であるアルフを、剣の姿とすることができる。アルフ自身も剣として誰だれかに使ってもらうことで、自分で戦って狩るよりもはるかに強力なアークダイモンを倒し、その妖よう力りよくを吸いとって、自らのレベルを上げることができるのだ。

　呪文をとなえた瞬間、アルフの姿が銀色にかがやき、シャムシールと呼ばれるペルシャの剣に変化する。その剣は、三日月のように刀身が反りかえっている。

『うげっ？』

　ワシフの顔が引きつる。陣はワシフをビシッと指さし、低い声で言った。

「気づいたか、ワシフ。だがもう遅い」

　シャムシールは切っ先を上に向けている。回転するワシフは止まることもできず、シャムシールの上に落ちた。

「空中ではブレーキが効かない、自由落下しているおまえはすぐには止まれないというわけだ！　覚悟しろワシム！」

『うぎゃあああああっ！』

　回転するワシムは自ら刃やいばに当たり、かつらむき状態で包帯が切り裂かれていく。マジュヌーンを倒したおかげでアルフもレベルが上がったのか、切れ味がかなり上がっていた。

　包帯を全すべて切り裂かれたワシフは、無数の蟲むしのかたまりとなって床に崩れ去った。その体から、ぼわん、と白い煙があがる。銀色の剣が、ふたたびアルフの姿にもどった。

「やったー！　すごいよ陣じん、頭いい！」

　アルフは喜色満面で、陣に抱きつく。十六歳とは思えないほど豊かな胸がぽよんぽよんと腕に当たって、陣の表情は硬くなった。

「た、ただの慣性の法則だ。相手の頭が悪かっただけだ」

「すっごくときめいた、あんた食うにはもったいない男だよ。惚ほれていい？」

「あと、あんまりくっつくな。肩の傷が痛い」

「ま、あんたが嫌だって言ってもあたしには関係ないけどね。思いが通じないなら、食ってあたしの身にしちゃうという手もあるからね」

「結局食うのか」

「あんた食ったらあたしの頭も良くなりそうだし」

「俺おれより先に、それを食ってろよ」

　陣は白い煙を指さす。アルフはつまらなそうに、唇をとがらせた。

「これだけ誘惑してるのにビクともしないなんて、つまんない男だね」

「斬ざん新しんな誘惑方法だな」

「あんたに比べると、今いちうまくなさそうなんだよねえ。……まあいいか、食べ物は大事にしなくちゃね」

　アルフは白い煙をすうっと吸いこむ。ワシフは絶命したようで、ぴくりとも動かない。陣は、ふーっと長い安あん堵どのため息をつき、その場に座りこんだ。

「とりあえず、終わって良かった。一時はだめかと思った」

「まぁ武闘装甲しなくても倒せちゃったってことは、ショボいザコだったってことだよねえ。ザコはザコなりの味ってことか……」

　武闘装甲……それは、剣の姿となったアルフと陣が精神を同調させたとき、シャムシールがソロモンの指ゆび環わの魔力と共振して一体となり、延転して、翼のような形の装甲となるものだ。

　アルフは人差し指をくわえ、物足りなそうな顔で陣を見つめる。何も知らない人間が見れば、甘えるような寂しそうなような切ないような、甘酸っぱい表情に見えるかもしれないが、陣にはわかる。「もっと食いたい」の顔である。そしてその視線の先には、自分がいる。

「やめとけよ」

「やだなあ、何いきなり牽けん制せいしてるんだい？　誰だれもあんたを食べやしないって、こんなに男に胸をときめかせたことなんて初めてなのに」

　アルフは手をぱたぱたとあおぐように動かす。だが、そのおなかが「ぐるるぅ」と鳴った。アルフはハッとして、おなかを両手で押さえる。

「……おなかもときめいてる」

「やめてね」

「失敗したなあ。てっきり強いアークダイモンだとばっかり思ったのに。こんなことなら、あいつが陣じんやシエラを食ってパワーアップするのを待ってから食えば良かったかも……」

「今、問題発言が聞こえたぞ。アークダイモンがパワーアップするのが嬉うれしいのかよ」

「サンマだって、いっぱい餌えさ食って脂乗ってるほうがおいしいじゃないか。今日は助けてやったんだから、細かいことは言いっこなしだよ」

　アルフはちらっと陣に流し目をくれる。まさに、脂の乗ったサンマを見るような目だ。陣はぞっとして、つぶやいた。

「おっしゃるとおり助かりはしたが、生きた心地がしないのは気のせいか？」

「頭のいいやつは、神経質でいけないね」

「っていうか、どうしてここに？」

「鉤かぎ縄なわひっかけてよじ登ってきたのさ」

「どうしてってのは、ＨｏｗハウじゃなくてＷｈｙホワイって意味だ」

「さっき蚊の妖よう魔まに襲われてねえ。ただのザコ妖魔かと思ってたんだけど、よーく見たら白黒のマダラ模様のやつだったんだ」

「マダラの蚊？」

「ハマダラ蚊。マラリアを媒介するやつさ。それでピンときたんだ……こいつらは単発の妖魔じゃなく、病をつかさどる別の強力なアークダイモンの前ぜん哨しようなのかもってね。だとしたら、そいつはかならずあんたらを狙ねらってくるはずだから、待ってたのさ」

「コマセをまいて釣り糸を垂れて？」

「そんな感じかな」

「俺おれたちが危ないって、電話で教えてくれればよかっただろ！　そうすれば、こっちももうちょっと心の準備ができたんだ。ここまで苦戦しなくてすんだのに」

　恨みがましく責める陣に、アルフはちろりと流し目をくれる。

「だって、相手の強さをあるていど見とかなきゃ。食おうとしてこっちが食われちゃたまらないからね」

「もしかして、俺たちがやられてるのもじっとようすを見てたってわけか？」

「結果的に勝利の女神があんたのほうにほほえんでやったんだから、気にしない気にしない」

　アルフは陣の肩をバシバシ叩たたく。勝手な言い分にもほどがある。陣はがっくりと頭こうべを垂れた。

「……とりあえず、座ざ堂どうをランプに戻して、病院に連れていかないとな」

　陣じんは倒れているシエラを抱き起こす。シエラの顔を見たアルフは、指さして笑った。

「キャハハハハ！　何だよ、その顔！　白い顔に赤いポツポツがいっぱい、もしかしてイチゴミルク味かい？」

「性格悪いな、おまえ。病人を笑うなよ」

「だって、いつも猫かぶって可愛かわいい子ぶってるシエラもざまーないと思ってさ」

「……たく。おまえ、気を失ってる魔神をどうやってランプに戻せばいいかわかるか？」

「殴って正気づかせる」

「その方法はたぶん、あとで俺おれが正気を失うまで殴られるから却下だ」

「ワシフのやつ、めんどくさい術を使いやがるねえ」

　アルフのことばを聞いて、ふと陣の動きがかたまる。腕の中で、顔を赤い発ほつ疹しんだらけにし、ハアハアと荒く息をしているシエラを見下ろして、サッと血の気が引いた。

「……術。なんで術が解けてないんだ？」

「ほえ？」

　アルフがキョトンとして、頬ほおを人差し指でかきながら、大きな青い目をぱちくりとする。陣の体が細かく震え、全身から脂汗がどっと吹きだした。

「ワシフは言った。助かりたければ自分を倒すしかないと……だが、倒したのになぜ、俺の腕の傷は治ってない？　座ざ堂どうは相変わらず病に苦しんでるんだ？」

　ほうけていたアルフの表情も、その瞬間ピシッと鋭い緊張にはりつめる。彼女の後ろに、黒い影がゆっくりと起き上がっていたが、アルフはそれに気づかない。

「そう言えば、アークダイモンを倒せば呪のろいは終わるはずだよね。まだ終わってないということは……」

『まだ終わってないということだデス……』

　恐ろしい声が響く。何百何万もの声が合わさって合唱するようで、エコーがかかっている。ギラッと目を光らせてアルフは振りかえり、蹴けりをはなった。

「たああーっ！」

　だが、ボソッと鈍い音がして、蹴りはほとんど手ごたえなくワシフの体に埋まった。包帯を脱ぎ捨てたワシフは、真っ黒い影のような姿をしている。よくよく見ると、小さな蟲むしの集合体であった。

「ゲッ！　なっ、何こいつ！」

　アルフは、あまりの気味悪さに鳥肌を立てて、足を抜いた。すらりと伸びた浅黒い足に、小さな虫がわちゃわちゃとまとわりつき、顎あごをカチカチ鳴らしている姿に、アルフはぞーっとして青ざめる。

『ケヒャヒャヒャ……忘れたかデス？　ワシは、病をつかさどるアークダイモンだデス。

　ワシの全身が病原虫でできているのだデス。ワシは全にして個、個にして全……これがワシの本体なのだデス、ワシを倒したければこの蟲むしを全部やっつけるしかないのだデス。つまり実質的にワシは不死身なのだデス、貴様がどんなに強力な剣であろうと、全く効かないのだデスぅーっ！』

　ワシフがしゃべっているのではなく、数百万の蟲たちがいっせいに話しているのだ。

「くそっ！」

　陣じんはとっさに立ちあがり、棚の上の殺虫剤を取る。抱き起こしていたシエラのことを忘れていた。手をはなされたシエラは、床に後頭部を思いきりぶつけて「ごいんっ」と鈍い音を立てた。

「あ。やべ」

　陣はつぶやく。アルフは足についた虫を払いながら、小走りに立ちあがり、陣と夕ゆう也やの学習椅い子すを持ちあげた。

「おいアルフ、それ俺おれの椅子だぞ。背もたれの角度が気に入ってんだ、壊すなよ！」

「緊急避難だよ、大目に見な！」

　アルフは両手で椅子を持ち、まるでお手玉のように投げあげたり、縄跳びのように両手でグルグル回したりしはじめた。細腕から繰りだされる怪力に、ワシフは感心して笑う。

『ズルハネ……懐かしいぞデスぅ。ペルシャの戦士養成所で教える、千年の伝統を持つ武術だデス。椅子を棍こん棒ぼうがわりに使うつもりかデス？』

「デスデス気持ち悪いから黙れ蟲ィ！」

　アルフは椅子でワシフをなぎ払った。人の形をしていた蟲たちの塊が崩れ、地面にぶちまけられる。だがやはり、一匹一匹にはほとんどダメージが無く、散らばった蟲たちがギチギチと鳴きながら、アルフに迫ってきた。アルフは青ざめて、椅子を床に叩たたきつける。

「くそっ、手ごたえが無い！」

「どけ、アルフ！」

　陣が蟲たちに殺虫剤を吹きつけようとした。が、蟲たちは「ビビビビビ！」と翅はねをはばたかせていっせいに飛びあがると、陣の全身を覆った。

「うぐ！」

「陣！」

　叫んだアルフもまた、蟲たちに覆いつくされる。

「うわぁーっ！」

　陣とアルフは蟲に包まれて、真っ黒になりながら、苦しくてのたうち回る。二人を覆った蟲たちは、臭い汁を吹きだす。床一面を覆いつくしていた蟲たちが、ワシフの声で同時に笑った。

『ケヒャヒャヒャヒャ！　病原体に殺虫剤が効くわけないだろデス、ソロモンの知恵も堕おちたものだデス！　人類史上始まって以来の、ありとあらゆる病原体に感染して死ぬがいいデス！』

　陣じんは全身に取りつく蟲むしたちをつぶそうとして、床をのたうち回る。だが、体の下敷きになりかけた蟲は素早く移動し、全くダメージを与えられない。

（く、くそっ、こんなチンケな敵にやられるなんて……！　あのマジュヌーンってのは、見かけはデカくておどろおどろしかったけど、ここまで苦戦しなかった。質より量ってのはほんとだな……）

　頭がグラグラしてきた。熱が出て、吐き気もする。腹痛もするし、全身の関節が痛い。

　クシャミと咳せきが出る。全身がふくれあがり、突き刺すような疼とう痛つうが全身を駆けめぐって、意識が一瞬にして吹っとびかける。

『ケヒャーッハハハ！　死ねっ、死ぬがいいデスぅぅぅ～っ！』

　蟲たちが邪悪な笑い声を立てた。

　そのとき、むくりと起きあがったのは、床に倒れていたシエラだった。ズキンズキンする後頭部をさすりながら、顔をしかめている。

「～っ！　よくもやったわね、庶民！　おもいっきり頭をぶつけちゃったじゃないの！」

『おや。ランプの魔神、貴様はまだ死んでいなかったのかデス？』

　蟲たちが、シエラにも近づいてきた。シエラはよろよろと立ち上がりながら、彼らをにらむ。

『しかし、ほとんど体力は残されていないようだなデス。貴様には特別プレゼントで、三大伝染病の詰めあわせセットをさしあげようデス。ペストとチフスとコレラのミックスで、三秒で殺すデスぅ！』

　蟲が羽ばたいてシエラに襲いかかる。だがシエラは、壁に刺さった刃やいばの輪を見ていた。

　アルフが最初に投げたものだ。よくとがれた刃の面に、シエラの顔が映っている。赤いポツポツがびっしりと一面に吹きでている顔を見て、シエラは愕がく然ぜんとした。

「わたしの顔にポツポツが！　今まで、お嬢様の身だしなみとして、一日何十回も洗顔して、ニキビひとつ作ったことがないのに……これは、あなたのしわざなわけ？」

　ゴッ、と風が吹く。シエラの髪があおられて炎のように逆立ち、エプロンドレスがひらひらとはためいた。

「よくもやってくれたわね……乙女の顔に吹き出物を作ったおのれの罪を、地獄で深く悔いるがいいわ！」

　シエラは怒りにうつむいたまま、魔法書をかかげて呪じゆ文もんをとなえる。

「泥魔法トウイーン！」

　となえ終わると、体力の限界がきて、シエラは床にひざをついた。蟲たちは一瞬、警戒して動きを止めていたが、何も起こらないとみると、ケタケタと笑いだした。

『ケヒャヒャヒャヒャ！　お気の毒だなデス、床に落ちていたゴーレムの泥がすっかり乾いてしまっていたようだデス。乾いた砂で泥団子が作れないように、湿った泥がなければゴーレムは形作れないのだデス！　ま、どっちにしてもゴーレムなんぞでワシらは倒せないのだデス。ワシらは全にして個、個にして全、一匹でも残っているかぎり、このワシフを倒すことはかなわないのだデス。そして一匹残さず倒すことなど、物理的に不可能なのだデスぅ！』

「お気の毒なのは、あなたたちのほうよ」

　シエラは床に座りこんだまま、顔を上げる。その、触れれば切れそうなほど鋭い目に、蟲むしたちはビクッとする。

『な、何だデス、この小娘……！　たかが人間の小娘のくせに、女王のように傲ごう慢まんにワシらを睥へい睨げいしているぞデス。その巨大な自信はどこから来るのだデス？』

「それは、わたしが、あなたたちのような薄汚い虫ケラなど足もとにも及ばないセレブだからよ」

　床に散らばっていたゴーレムのかけらが、ガサゴソ、と動いた。蟲たちはギョッとする。

『まさかっ？』

「そのまさかよ。わたしのゴーレムを打ち砕いた瞬間におまえの敗北は確定していたのよ、ワシフ！」

『うきゅーっ！』

　床一面に散らばった泥が、ポップコーンがはじけるように飛び上がった。小さな泥のかたまりのひとつひとつに、スマイルマークのようにかんたんな目と口がついている。その数……およそ数百万！　アリの群れのように、蟲たちを取りかこんだ。

『こっこここ……これは、極小サイズのゴーレムかデスっ？』

「今ひらめいたわ。命名はコーレムよ」

『小こーレムっ？　そ、そんなベタなネーミングの泥人形に、仮にもアークダイモンであるこのワシフが……』

「わたしのハイソなセンスがきらりと光る命名に文句でもあるわけっ？　生意気な化け物ね！」

『人間のくせに、アークダイモンを生意気とか言うなデスっ！』

「人間じゃないわ、わたしはランプの魔神よ。そのご主人様を痛めつけた上、わたしの顔にみっともないポチポチをつけて、この庶民に見せた罪はマリアナ海溝よりも深いわ。死んで詫わびなさい、コーレム、喰くってよし！」

　シエラが指さして命じると、コーレムたちがわちゃわちゃしながら蟲たちにかみつきはじめた。

『ぷきゅー！　うきゅー！』

『ギャアアアアッ！』

　圧倒的に数の多いコーレムを前に、蟲むしたちは逃げることもできなかった。ものの五分ほどで、まるで白血球が細菌を食いつくすように、蟲の姿は消えていく。それにしたがって、シエラの顔の発ほつ疹しんはどんどん減っていった。

「いい調子だわ、がんばれコーレム！」

　シエラは輪の刃やいばで自分の顔を映して確認しながら、腕を振り上げて応援する。蟲に覆われていた陣じんとアルフも、いつの間にか蟲を取りはらわれ、陣の腕の傷も治っている。陣は驚いて、目をぱちくりしながら身を起こした。

「泥魔法トウイーンにこんな用途があったとは……」

『うぬぬぬ……。ワシの偉大な魔力に、ソロモンの指ゆび環わを加えれば、ほかのアークダイモンどもを支配して、この世界の魔王にもなれたものをデス……！　残念だデス、ムカつくデス……テメーら、ワシの次にやってくるアークダイモンに殺されるがいいデス！』

「丁重にお断りしたいんだがな」

『そいつらはこのワシよりまだ手ごわいぞデス。テメーら泣いて許しを請うて、このワシフに殺されておかなかったことを後悔し、絶望のどん底でスンスン泣きながら、土下座して命いのち乞ごいするがいいデス！』

　最後に残ったひとかたまりの蟲たちが、まわりから迫りくるコーレムたちの真ん中で叫んだ。シエラは冷ややかな流し目をくれると、一言、

「誰だれよりも高貴な存在であるセレブは、土下座などしないものよ」

　と、言いはなつ。コーレムたちが、最後に残った蟲たちを飲みこんだ。

『ギャアアアアア！』

　悲鳴が空気をつんざいたが、シエラは両耳に指をつっこんで聞き流した。アルフは呆ぼう然ぜんとして、思わず流れた冷や汗をこぶしでぬぐう。

（ワシフをやっつけた。こいつ、ただの小娘かと思ってたけど、意外に強いじゃん……）

「アルフ。ひょっとして、わたしが負けると思っていた？」

　くるり、とシエラはアルフに目をむける。アルフはあわてて、わたわたと両手を振った。

「と、とんでもない！　そりゃ最初から、勝つと思ってたさ！」

「そのわりには、最初のほう、戦いのなりゆきの様子を見て有利なほうにつこうとしていたかのような態度を示していたけれど？」

「やだなー、疑うなんて。あたしとあんたの仲じゃん？」

「……そう。ならいいけど、わたしや庶民を裏切ってごらんなさい？　ただじゃすま」

　言葉のとちゅうで、シエラの意識がフッとかすむ。

「……なく……てよ」

　また後頭部をしたたかに打つのだろうか。そう思った瞬間、誰かの腕がシエラをやわらかく抱きとめていた。

「バカ。病み上がりで、はりきりすぎだぜ」

　この乱暴な物言いは、陣じんだろう。かすれるような意識の中で、シエラは、

（誰だれがバカですって？　庶民のくせに、わたしをバカ呼ばわり？　その生意気な舌、引っこぬいてあげましょうかっ？）

　と叫ぶが、声にならない。ひんやりしたものが額に当てられた。魔法のランプだ。

「まだ意識あるか？　戻れよ、病院に連れてってやるから」

（連れてってやる、ですって？　庶民のくせに何生意気言ってるわけ？　連れていかせていただく、でしょ？　まあ病院は行きたいから戻るけどね）

　ふわっ、と体が軽くなったのをシエラは感じた。かっちりしたエプロンドレスやニーソックスから解きはなたれ、もとの黒ずくめの服に戻ったのだ。

「人に見つからないように連れださなくちゃな。アルフ、毛布をかぶせてやってくれないか」

「……この女、絶対性格悪いね。あたしがあんたに迫ってるとこを見られてなかったのが、まだ幸いだったかも」

「おい、アルフ？」

「あーはいはい！　ったく、どうしてあたしがこんな性格悪い女に……」

　そんな声が遠くから聞こえたような気がしたが、夢だったのかもしれない、とシエラは思う。しっかり抱きかかえられて、廊下や階段を運ばれる。なぜか、白馬に乗った王子様の腕の中、小鳥のさえずる森や百ひやつ花か繚りよう乱らんの花畑を駆けぬけているような夢を見た。

　それは、プリンセスになりたくて、幼いころから繰り返し見ていた少女の夢……そう、プリンセスに必要なのは、お金だけではないのだ。プリンセスになるために一番重要なもの。それは女の子をプリンセスとして扱ってくれる、白馬の王子様……。



　目を覚ましたとき、シエラは病院の特別個室にいた。隣には、シエラの父が心配そうに付き添っていた。

「……あ、パパ」

「シエラ！　気がついたかね！」

　シエラの父は、ホッとするあまり、思わず半泣きになりながらシエラの手を握った。

「だいじょうぶ、ただの過労だそうだ。栄養剤の点滴をすれば、すぐ退院できるそうだよ」

「ただの過労？　……じゃ、もうワシフの呪のろいはとけたのね」

　彼はシエラの身内で唯一、彼女がランプの魔神であることを知っている人物である。なぜなら彼自身が、先代のランプの魔神だったからだ。

　魔神を使役するために必要なソロモンの指ゆび環わが長らく行方不明だったため、先祖代々伝わってきた魔法書を苦労もなく受け継いで、大金持ち生活を満喫していたが、シエラが陣に召喚されて魔法書の呪じゆ文もんが白紙に戻ったため、たくわえが無くなって貧乏人生に転落するまえに、一刻も早く一人前の魔神となって元の生活に戻れるようシエラのことをせっついている人物である。

　ちなみにシエラの母には全すべて内緒である。世界中を飛びまわって浪費に生きがいを見出している彼女に、魔力が無くなって貧乏になるかもしれないなどと言えば、離婚されてしまうだろうと父は恐れているのだ。

「またアークダイモンに襲われたそうだな。すまない、おまえにばかり苦労をかけて。ランプの魔神を襲名することで、そんなやつらに狙ねらわれることになるとは知らなかったんだ」

「それは言わない約束よ、とは言わない約束よ。だいたい、パパが事業を立ちあげるなりして、魔法書が無くてもお金が手に入るような状態にしておいたなら、わたしがこんな目にあわなくてもすんだのだもの」

「シエラ。もう少し他人に優しくなる練習をしてみないか？」

　シエラの父は目をうるうるさせる。シエラは、悔しげにつぶやいた。

「わたしがもっと魔神レベルを上げるか、それとも封印のアークさえ見つかれば、アークダイモンなんて一網打尽にしてやれるのに。パパ、ほんとに何も知らないの？」

「すまないな、役に立てなくて」

「まあいいわ、庶民が探してくれているもの。生意気だけど、考古学の知識だけは本物よ。魔法書の呪文を読む発音も、パパよりずっと上手だわ」

「パパよりずっと……か。おまえも、もうそういう年齢になったんですかそうですか」

　シエラの父は部屋の隅っこで背中を丸めて、めそめそと泣く。シエラは腕に刺さっている点滴の針を見て、ここが病院だと知った。

「庶民といえば……彼が、病院に運んでくれたの？」

「そうだ。わしの携帯に電話がかかってきてな」

「ふうん……」

　シエラは興味がなさそうな返事をした。

　陣じんが自分を病院に運んだとしても、それがあの白馬の王子の夢と関係あるとは限らないだろう、とシエラは考えていた。

（だって、あの仏頂面の無愛想男が、あんなに優しくわたしを運ぶはずがないものね）

　夢の中の、白馬の王子の顔は思い出せなかった。シエラはまだひどく疲れていたので、もう一度目を閉じて眠った。今度は、もう夢は見なかった。



　翌日、空はスカッと晴れた。

　シエラもすっかり元気になり、いつものように中庭で取りまきの女子に囲まれて、芸術やオペラの話題などで盛りあがっている。

　そこに、陣じんが通りかかった。シエラは、ちらっと視線をむける。

　いつもなら、このままお互いに無視するところだった。だが今日の陣は、あいかわらずぶっきらぼうにだが、シエラに声をかけてきたのだ。

「よ、よう……座ざ堂どう。もう元気になったのか？」

「え……ええ」

　シエラも、陣に話しかけられて戸惑った。

「そっ、そうか。それは……良かった」

　陣はそう言うと、ばつが悪そうに赤くなって、そそくさと立ち去った。

（何？　変なやつ……）

　シエラは怪け訝げんそうに陣を見送る。

「新あら木き君、シエラ様のこと心配してたのかしら？」

　ふと、取り巻きの一人がそんなことを言い出した。シエラは驚き、少しとまどう。

「し……心配？　あの庶民がわたしを？」

「しょみん？」

「あ。いえ……あのかたが？」

　シエラはあわてて、口を押さえる。取り巻きの女子たちは互いに顔を見あわせ、うなずきあった。

「だって、きのうは妙な一過性の病気がはやったんでしょう？　シエラ様も感染したんじゃないかって、心配してたんじゃないんですか？」

「新木君って楔くさび形がた文字にしか興味のない変わり者だと思ってたけど、けっこう優しいところあるんですのね」

「怖くて近寄りがたいイメージがあったけど……近くで見ると、けっこう可愛かわいい顔してるんじゃないですか？　今まで気づかなかったの、もったいなかったなぁ」

　それを聞いて、シエラは顔をボッと赤くし、あわてて叫んだ。

「な、何をおっしゃるんですか、はしたない！」

「あ、す、すみません、シエラ様」

　取り巻きたちは、口を押さえる。彼女らは、シエラがそんなに怒るのを、あまりにも潔癖であるからだと勘違いしていた。そしてシエラ自身は……なぜ自分が怒っているのか、その理由すらよくわかっていなかった。

（何よ、庶民のくせに……生意気！）

　シエラは顔を赤くしたまま、悔しそうに爪つめをかんだ。白馬の王子の顔が陣だったような気がして、恥ずかしいような腹が立つような妙な気分になり、その日は一日中、気持ちがイライラしていた。



　江え利り子こは物陰から、そんなシエラをじっと盗み見ていた。

　執事喫茶で倒れた江利子だったが、ワシフが消えると同時に全員、元気に戻った。それは一過性の熱病か、それとも一種の光化学スモッグではないかと、テレビのニュースで取りあげられていたが、原因は謎なぞのままだった。とりあえず何の病原菌も見つからず、倒れた人々も完全に回復したので、それ以上の話題にもならず、いずれすぐに忘れられることだろう。

「ふふふ……。きのうはどうなることかと思ったけれど、こうして元気に学校に来られてよかったわ、座ざ堂どうシエラ」

　江利子はポケットから数枚の写真を取りだす。きのう撮影し、スピード現像に出した橘たちばな寮のようすだ。それから、執事カフェでニコライを隠し撮りした数枚のショット……。

「おっと、これは私物だわ」

　江利子は、あわててその写真をポケットに戻し、橘寮の写真だけをまとめた。陣じんの部屋の窓に、頭が写っている。色の淡い髪は、陣のものではない。そして、同室の宇う多た田だ夕ゆう也やは、三日ほど寮に帰っていないらしい。さらに、きのうのこの時間は、寮じゅうの男子がメイド喫茶に出払っていて留守だった、という弟・啓けい太たの証言もある。

「この髪の色、見れば見るほど座堂シエラにそっくりだわ。今日こそ、その猫っかぶりの皮をはがしてくれるわ！　ホホホホホ！」

　江利子は写真を握りしめ、生徒会長室にむかって走りだした。

　生徒会長室に勢いよく飛びこんできた江利子に、机に座って部費申請の書類を読んでいた右う京きようは、眉まゆをひそめた。

「副会長。ノックぐらいしたまえ、大和撫子やまとなでしこたるもの、はしたないとは思わんか」

「会長、これを見てください！　ついにしっぽをつかみました！」

　江利子は右京の苦言を無視し、机の上に写真を広げる。寮の窓の写真、そしてメイド喫茶に寮生たちがたむろしている写真……。右京は、ギョッとして大きく目を見開く。江利子は得意げに、力をこめて言った。

「いかがです、会長！　こちらの写真でわかるとおり、きのうの夕方、寮生たちはみんな寮の前で開かれていたメイド喫茶に行っていたのです。なのに新あら木き陣の部屋に、何者かがいるのです！」

　右京は、何も言えずにいた。ただひたすら、写真に目をこらしていた。江利子は髪をかきあげ胸をはって、得々と語る。

「ええ、もちろん、この何者かが座堂シエラだとは限りませんとも？　でも、それでは誰だれだったのか、この証拠写真を新木陣に突きつけてみてください。この時間、彼の部屋に誰がいたのか。もちろん寮生の誰かなら、裏が取れるでしょう。裏が取れなければ、彼は部外者を寮の中に入れたということになります。たとえそれが座堂シエラではなかったとしても、それでは誰だれだったのか？　泥棒や強盗を招きいれた可能性もあるわけですから、そのあたりは寮長として、きっちり調べなくてはなりませんわよね？」

　王手詰みチエツクメイト……！　そのことばが、江え利り子この脳裏に浮かんだ。もうシエラは逃げられない。

（座ざ堂どうシエラ。今のあなたはチェスの盤の上、周囲をたんねんに取りかこまれて逃げ場のない王キング……いえ女王クイーンかしら。これで会長もあなたにたぶらかされることなく、もとの会長にもどってくださるわ！）

　にたり、と江利子の口もとに勝利を確信した笑みが浮かぶ。

　……だが、右う京きようが見ていたのは、実はその写真ではなかった。メイド喫茶の写真の隅っこに、見覚えのある、ロングテールの髪が写っているのだ。

　顔は写っていない。だから江利子は気づかなかったのだろう。一見、メイド喫茶に興味のある女性がメイド喫茶にやってきただけ、のように見える。だが「彼女」と同じテーブルには、四人の幹部寮生が写っているのである！　少し注意して見れば、すぐに「彼女」が右京だと見当がついてしまうだろう。

　軽けい佻ちよう浮ふ薄はくと軽けい蔑べつしていたメイド喫茶ではあったが、ほかの寮生の素行を監視するという名目で、右京たちも参加した。だから寮生たちはみんな、右京がメイド喫茶に行ったことを知っているし、その理由づけもちゃんとできてはいたのだが、

「……副会長。まだ座堂シエラを疑っていたのか、君は。あれは勘違いだと言ったはずだ、新あら木き陣じんが彼女を呼びだす理由などないのだ。このような盗撮じみたまね、誇り高き春はる紗しや学園生徒会にはふさわしくないぞ」

　と、平静をよそおいながら、そそくさと写真を集める。江利子は、まだ右京がわかってくれないことにいらだちながら、語勢を強めた。

「その写真をよくご覧下さい、会長！　明らかに、その部屋にいるはずのないものが写っているんです！」

　よくご覧になられるわけにはいかない。右京がメイド喫茶にいたことを、寮生たちは知っていても良いが、何となく江利子には知られたくなかった。右京は写真を机の引き出しに入れて、隠いん蔽ぺいしてしまう。

「副会長、盗撮はもっとも恥ずべき行為だ。このことはわたしの胸の中にだけしまっておくので、きみもフィルムなどは全すべて処分してしまいたまえ。全て忘れてしまうんだ」

「そ、そんなぁ～！」

　江利子は愕がく然ぜんとして頭をかかえた。王手詰みとなったはずのチェス盤が、ガラガラッと崩れ落ちていくのが見えた。

（くそっ、あのメス猫！　こうなったら女の意地にかけてでも、そのしっぽをつかんで見せるわよ！）

　江利子は復ふく讐しゆうを心にきざみ、煉れん獄ごくのごとき真まっ赤かな炎を心の底に燃やすのだった。

　一方、右う京きようのほうは、もちろんシエラのことは全く疑ってはおらず、陣じんの部屋に見えた頭というのも何か別のものが写りこんだにすぎないだろうと思っていたが……どうして自分は、寮生たちはみんな知っている、自分がメイド喫茶に行ったという事実を、江え利り子こにだけは知られたくない、隠そうとしたのだろうか、という自分の心が、自分でも今ひとつわからなかった。

　今ひとつしっくりとこないその気持ちが、むずがゆいように感じて、右京は少し顔をゆがめた。












三話　たたかえ！　合同運動会





　香か住すみ愛あい花かは金曜日の放課後、春はる紗しや学園中等部の家庭科室で、熱心に料理をしていた。彼女はちびっこい中等部一年生である。くりくりとどんぐりまなこの童顔のうえ、小柄できゃしゃな体型は、まるで幼稚園児のようだ。

　熱心な愛花に声をかけたのは、中等部三年生の家庭科部部長、安あん藤どう奈な津つだ。甘いものが大好きで、かなりの大食いなのに、中学生とは思えないほどのナイスバディだ。胸にまんじゅうが詰まっているのかもしれない。奈津は、いっしょうけんめい包丁でニンジンを切っている愛花を、後ろからぎゅっと抱きしめた。ふくよかな胸の間に、愛花の顔が埋もれてしまう。

「香住は今日も熱心でえらいわねぇ～。そこでグダグダしてるほかの部員、ちょっと見習ったんさい！」

　奈津は愛花を抱きしめたまま、家庭科室の片隅でお菓子を食べながらお茶しているほかの部員に厳しく言った。ちなみにこのとき、愛花は急に抱きつかれたせいで包丁で指を切ってしまい、あうあう言っていたのだが、奈な津つは全くわれ関せずである。

「えーだって、自分で料理してもできすぎちゃうし、全部食べたら太るしぃ」

「あたし彼氏にあげてたけど、十キロ太らせた段階で、彼氏のお母さんからストップかけられた」

「部長みたいに痩やせの大食いとか、香か住すみみたいに超大食いの彼氏がいるってんならいいですけどぉ……」

　切った人差し指を、涙目になりながらくわえていた愛あい花かが、そのことばにぴくんと反応する。一瞬にして、顔がボッと真まっ赤かになった。その熱で、卵ぐらいなら焼けそうだ。

「かかかかかっ、彼氏なんかじゃないですっ！　お、お兄ちゃんはお兄ちゃんなんです。ずっと病気で休んでたから、栄養つけてもらいたいだけです！」

　お兄ちゃんと愛花が呼ぶのは、近所に住んでいた幼なじみの新あら木き陣じんのことだ。愛花は陣を追っかけて、春はる紗しや学園にやってきた。今は女子寮・桜寮に住んでいる。高等部一年生の陣は男子寮・橘たちばな寮にいるため、会いたくてもほとんど接点はない。

「でもさぁ、橘寮って女人禁制でしょ。どうやって渡すわけ？」

　奈津の指摘は的を射ていた。橘寮は、厳格な男子寮長にして生徒会長・近衛このえ右う京きように統治されており、たとえ実の母親でも足を踏みこむことかなわぬと言われているのだ。

「で、でも何とかして渡します。お兄ちゃんが病気になったのも、女人禁制とか言って男ばかりで料理してるから、栄養失調になっちゃったのかもしれないもの。明日から週末で会えなくなるから、よけいに心配で……」

　お茶していた部員たちが、ひゅーっと口笛をふいた。

「それで、第一希望だった児童文学研究部をあきらめて、家庭科部に来たんだ」

「へえ。香住、児文研に行くつもりだったの？　どうして？」

　問われて、愛花は恥ずかしそうに、両手の人差し指をつきあわせながら答えた。

「そ、それは……将来保育士さんになりたいからです」

「自分が保育園児みたいなくせに」

「あっ、愛花、子供が大好きなんですっ！」

「で、それ以上に大好きなのが『お兄ちゃん』ってことか」

　くすくす笑いながら、部員たちがからかう。

「そそそっ、そんなんじゃないですっ！」

　愛花は両手をわたわた振りまわして、必死に否定する。その手が、積み上げられていたフライパンやなべの山にぶち当たり、

「どんがらがっしゃーん！」

　と、激しい音を立てて崩落する。たぶん、何個か割れた。部員たちは顔をしかめて耳をふさぎ、奈津は冷静につぶやいた。

「おまえら、香か住すみをからかうな。そうでなくともドンくさいやつをパニクらせたら、この家庭科室ぐらい、いともたやすく吹っ飛ぶぞ」

「あっ愛あい花か、そんな破壊魔じゃありませんっ！」

　両手をぎゅっとにぎり、奈な津つのほうをくるっとむいた愛花のお尻しりが、ごとん、とガスレンジ台に当たった。とたんに、春巻を揚げていたフライパンから火柱が上がる。

「きゃああ火事ぃぃーっ！」

　悲鳴を上げて逃げまどう部員たち、愕がく然ぜんとしてへたりこんでしまった愛花。奈津だけが冷静に、立ちのぼる炎を見あげている。

「そら。だから言わんこっちゃない」

「今のは部長のせいなんじゃっ？」

　部員たちは憤って叫んだ。奈津はマヨネーズを手に取ると、チューブのまま天ぷら鍋なべに投入した。じゅうううっ、とチューブが溶けてマヨネーズが油の表面をおおい、酸素を断って火を消した。

「ふふ。どうよ」

　奈津はニヤッと笑った。愛花は感激して奈津を見あげる。

「天ぷらなべが燃えたときは、マヨネーズをチューブごとぶちこむのよ。メモしておきなさい」

「す……すごいです、部長！　魔法みたい！」

　子犬のように純粋な目で見あげる愛花を見て、奈津はちょっと誇らしい気持ちになる。

「ふふふふん、まあね。ただし油の量が多いとかえって吹きこぼれて大火事になるから、初心者は消火器を使うことね」

「はい、愛花は初心者です！　部長はベテランなんですね、すごいすごい！」

　降りそそがんばかりの愛花の賛辞に、奈津は頬ほおを赤らめ、気分良さそうに胸をはった。

「そ、それじゃもうひとつ、家庭科部の部長としてうんちくを教えてあげるわ。あなたが作っている、このロールキャベツのことだけど……」

　奈津は天ぷらなべの横の、フライパンに入ったロールキャベツを指さす。愛花は、期待に胸をドキドキさせる。

（お嬢様が多いことで有名な春はる紗しや学園の、家庭科部部長のうんちく！　世界中の美味を極めたであろう部長が、どんなすごいうんちくを聞かせてくれるのかしら。ロールキャベツはフランスでシュー・ファルシー、つまりキャベツの詰め物って呼ばれているとか……ドイツのロールキャベツはキャベツの上からさらにベーコンをぎっしり巻くからロールキャベツと言うよりロールベーコンじゃんみたいな、とか……いいえ、そんなのよりもっとずっとすごいうんちくに違いないわ！　たとえばロールキャベツが変えたヨーロッパ王朝史だとか、ロールキャベツにぴったりの幻のワインだとか……）

　奈な津つはフッと笑い、愛あい花かの目の前にビシィッと人差し指を突きだした。

「ひとつ！　ロールキャベツをとめるとき、つまようじのかわりに折ったスパゲティでとめると、ゴミも出ないし、スパゲティもいっしょに食べられておいしい！」

　愛花は、きょとんとして目をぱちくりした。うんちくというには、なんか微妙である。微妙すぎる。リアクションに困って、とりあえず、

「……へ……へぇ～」

　と、言ってみた。部員たちは家庭科室のすみっこで、疲れ果てた視線をこちらにむけている。が、奈津だけがそれに気づかず、絶好調で飛ばしている。

「ふたつ！　ロールキャベツの中身は肉のほかに、豆腐でもけっこういける！」

「……へー」

「みっつ！　芽キャベツをキャベツで巻いたキャベツ百パーセントのロールキャベツも、わりといける！」

「ふ～ん」

　あまりにも微妙すぎるうんちくの連発に、愛花の心は光の速さで閉ざされていくのだった。



　家庭科部がいまいち盛りあがっていない原因が、部長の奈津にあることは疑う余地もなさそうだが、とりあえず愛花は陣じんに渡す弁当を作りあげた。もともとのドンくささにプラスして、奈津によるじゃまが入ったりもして、両手の指がばんそうこうだらけになってしまったものの、何とか重箱三段ぶんの料理ができあがる。

　愛花は風ふ呂ろ敷しきで重箱をキュッとしばると、てくてくと徒歩で男子寮まで運んでいった。

　ドンくさい愛花はバランス感覚も最悪で、自転車の運転ができないからだ。三十分ほど歩くと、男子寮が見えてきた。

（お兄ちゃん、愛花の栄養たっぷりのごはんを食べてもらって、元気になってもらわなくちゃ。それに……）

　愛花が陣を心配している理由は、栄養面だけではない。

　ふと、寮の前に人影が見えた。長い黒髪とメガネ、胸には五芒星ペンタグラムを描いた本をかかえた少女だ。愛花もときどき図書館で見かけたことがある、図書委員で三年生の本ほん田だ聡さと子こだ。

　先輩だ、と思って愛花は頭を下げた。

「こ、こんにちは！」

　中等部では、先輩後輩の序列は厳しいものだ。聡子は真意をはかりかねる、淡々とした表情で、愛花をじっと見つめた。

「あなた……不安を胸にかかえていますね」

「えっ！」

　図星をさされて、愛あい花かはギクッとした。聡さと子こは目を細めて愛花を見つめながら、彼女のまわりをゆっくりとめぐった。長い髪がふわりと揺れて、不思議な雰囲気をただよわせる。

「新あら木き陣じんと、ルームメイトの軽音楽部・宇う多た田だ夕ゆう也やが『デキている』といううわさが、まことしやかに流れている……そのうわさに、翻ほん弄ろうされていますね」

「どっ、どうしてそんなことわかるんですかっ？」

　メガネの底の聡子の目が何もかも見透かしているような気がして、愛花は怖くなり、重箱で胸を隠すようにした。聡子はメガネをすっと指で上げ、涼やかな流し目を愛花にくれる。

「占いで、わたしはどんなことでも知ることができるんですよ。ククク……ッ」

　なぞめいた笑い声に、愛花はゾクッとした。

「新木さんは誰だれのことが好きなのか……そしてあなたのことをどう思っているのか。占ってさしあげましょうか？　女の子は占いが好きなものですからね、遠えん慮りよはいりませんよ……ククク……」

「う、占う？」

　愛花はとまどう。陣の心を知りたいのは、もちろんだった。けれど、どうしても、占ってもらう気にはなれなかった。

「あ、あの……いいです」















「いい？　わたしの占いが当たらないと思っているのですか？　図書館にある占いの本を全部読んだわたしには今や、わからないことはないんですよ……？」

　聡さと子こはあくまでも静かなテンションでたずねる。愛あい花かは顔を真まっ赤かにして、プルプルプルッと首を横に振った。

「ち、違います！　そうじゃなくて、ほんとに先輩の占いが当たるとしたら……お兄ちゃんの心の中をのぞき見するなんて、良くないと思うし……っ」

　一生懸命にそううったえる愛花の目を見て、聡子は、冷ややかに笑った。笑ったといっても、顔は笑っていない。

「ククク……やせがまんしなくても、いいんですよ」

「や、やせがまんじゃないですっ！　愛花は、お兄ちゃんが嫌がるようなことは、ぜったいにしないんですっ！」

　愛花は顔を真っ赤にし、こぶしをぶん回して反論する。気が弱そうに見えるのに、意外にがんこな愛花に、聡子はあきらめたのか、なかば目を伏せながら、スッと背をむけた。

「そうですか。未来を知りたくないのなら、それも結構……せっかくのチャンスを逃しましたね、あなた」

　聡子は、どこを見ているのかわからない視線を上げたまま、ゆっくりと立ち去った。彼女の背中を見送りながら、愛花はブルルッと首を横に振る。

「せ、先輩、怒らせちゃったかな。男子寮のそばで、何してたんだろ……？」

　いずれにせよ、愛花の心配ごとの真相は陣じん自身に聞くしかなさそうだ。

（そうよ、お兄ちゃんだってあんまり占いとか好きじゃないもの。愛花も占いなんかに頼らずに、直接お兄ちゃんに確かめたほうが早いわ！）

　愛花は気合いを入れて、勢いよく一歩を踏みだす。とたんに、何もない平地でツルッとすべった。

「きゃ……っ！」

　つんのめった愛花の手から、重箱がこぼれ落ちそうになる。

（ああっ……海の苔り巻まきに伊だ達て巻まき、春巻に生春巻、ロールキャベツにアスパラベーコン、ロールケーキにクレープがぁ……！）

　愛花は根性で手を伸ばし、重箱をガシッとホールドした。重箱はセーブされたが、愛花自身は顔面からずでっとこける。

「きゃああ！」

　天下一品にドンくさい娘・愛花は、十メートル歩くあいだに一度はこけないと気がすまないとうわさされるほど、よくこける。生傷がたえず、体じゅうばんそうこうだらけ、そしてまた動きの遅い彼女は蚊にとっても格好の餌え食じきであるため、むしろ今日のお天気はばんそうこう時々ムヒパッチ、的な愛花ではあったが、それでも乙女の一念岩をも通すで、何とか重箱が引っくりかえることだけは阻止できた。

「よ……良かったぁ～」

　愛あい花かはホッと胸をなでおろし、泥だらけの顔を上げて起きあがる。さて、ここからの問題は、いかにして寮の中に入るか……だ。

（たしか、氷ひ室むろ啓けい太たくんが、六時から夕食だって言ってた。この時間はみんな食堂に集まってるはずだけど、だからって玄関から入るのはさすがに見つかりそうだし……）

　寮のまわりをうろうろしていると、一枚だけ、一階の窓が開いているのを発見した。愛花は目をかがやかせ、小躍りしながら近づいていく。

（ラッキー！　ここから入れそう）

　愛花は窓の桟さんに重箱を置くと、うんしょっ、と窓によじのぼった。

　次の瞬間……愛花はカチーンと固まった。窓の中は風ふ呂ろ場ばだった。ひのき製の大きな湯船から、もうもうと白い湯気が立っている。その湯気の中に、陣じんの姿が浮かんでいたからだ。

「あれ。愛花？」

　愛花は小さいころ、陣といっしょにお風ふ呂ろに入ったことがある。幼稚園に上がるまえのことだ。それから十年。全身の血が顔に集まり、一瞬にしてかああっと赤くなる。血が集まりすぎて頭が重くなったのか、ぐらっとバランスを崩し、愛花は浴槽の中にボチャンと落ちこんだ。

「愛花、生きてるか？」

　陣は心配そうに、愛花にたずねる。陣の後ろには、夕ゆう也やが立っていた。二人とも、上半身は裸で、そのため愛花は全裸だと勘違いしたのだが……下半身は、ちゃんと半ズボンをはいていた。その手には、デッキブラシを持っている。

「陣、サボるなよ。風呂洗い当番、また夕飯の時間にくいこむぜ」

「さっきまでデッキブラシを床に叩たたきつけて遊んでいた人間が、何を言うか」

「あれはストンプっていうんだよ！　そのへんの道具を使ったリズム＆ダンスのことで、軽音楽コンクールにむけて練習中なんだ」

「だが少なくとも掃除はしてなかったってことだな」

「病気でぶっ倒れてたおまえを見捨てたのを、まだ根に持ってるようだな」

「当然だ。それより今は、そのへんにバスタオルしいてくれ」

　陣はお湯の中から愛花を抱きあげながら、夕也に言った。落ちたショックで重箱が開き、中身が全部お湯の中に浮かんでいる。

「おお。なんかおでんみたいだな」

「食いもののほうじゃない、愛花を助けるんだよ！」

「海の苔り巻まきに伊だ達て巻まき、春巻に生春巻、ロールキャベツにアスパラベーコン、ロールケーキにクレープ……なんで巻くものばかりだ？　『長いものには巻かれろ』って大人の処世術か？」

「話聞け、夕ゆう也や」

「なんで女子が風ふ呂ろ場ばに落ちてくんだよ」

　陣じんと夕也がわいわい言っていたとき、風呂場のすべり戸がガラガラッと開き、剣道着姿の右う京きようがズカズカと入ってきた。

「新あら木き、宇う多た田だ、いつまで風ふ呂ろ掃除をしているのだ！　夕飯時の点呼には間にあわせるようにと……！」

　やばい、と思ったときにはもう遅かった。右京は、風呂場の床にずぶぬれで倒れている愛あい花かを見ると、ピキーンと硬直した。

「お。女が、なぜこの寮の中に……なぜ風呂場に……」

　あまりのことに、右京は目が泳いでいる。

「俺おれの幼なじみなんで、たぶん俺に会いに来たんじゃないかと思うんですが。風呂場に落ちてきたのは、まあドンくさいやつなんで、そんなこともあるよな、と。とりあえず、女子寮に送りとどけてきます。じゃっ！」

　愛花をおんぶして立ちあがり、何事もなかったかのように風呂場から出ようとした陣に、右京はビシッと竹刀しないを突きつけて制止する。

「待て、新木！」

「残念」

「つまりその女は、おまえに会うためにこの寮に忍びこんできたということか！　女人禁制の鉄則は、桜寮の寮長が寮生どもにじゅうぶん周知徹底していると思っていたが……しょせんは女、やることにいちいちボロがあるというわけだな」

　右京は竹刀で陣の肩をつつき、廊下に追いだす。

「その小娘、懲ちよう罰ばつ房ぼうに入れておけ。桜寮の寮長に連絡し、処分を検討する」

「ただの幼なじみが遊びに来ただけでかよ」

「規則はダムのようなものだ。いかに堅けん固ごでもアリの一いつ穴けつから崩れる。人の欲望が、ダムの水のごとく満ちあふれているからだ。ゆえに……っ！」

　バシインッ、と右京は竹刀で廊下の壁を叩たたいた。

「例外は許さん！　いかなる例外もだ！」

　これは取りつく島が無さそうだ……と、陣は思った。いかにマイペースな陣でも、ここで右京に逆らえばますますややこしくなり、愛花に良い結果とはならないだろうということぐらいは想像がつく。ここは、怒りがおさまるまで言うことを聞いておいたほうがよさそうだ……と、愛花を懲罰房に連れていった。

　懲罰房は、ふだん寮生が規則違反などをしたときに入れておく小部屋である。二畳ほどの広さしかなく、大柄な男子では体を伸ばして寝ることもできない。

　窓も明かりもなく、昼間でも真っ暗だ。というと恐ろしいところのように思えるが、陣じんとしては、子供のころ悪さをすると押入れに閉じこめられた経験から、懲ちよう罰ばつ房ぼうはむしろ「でかい押入れ」としか思えない。だから陣は懲罰房入りそのものには抵抗を感じたことはないが、懲罰房入りになる ＝イコール 食事抜き、というその部分が大食いの彼にとってはたいへん耐えがたきことだったので、極力規則違反はするまいと心に決めていた。

（アークダイモンとかランプの魔神とかも、こんな感じで封印されてるのかな）

　闇やみを見て、ふと陣は思った。何も見えずどこまでも静かで、たしかに退屈だ。

　陣は、アークダイモンを封印するソロモンの指ゆび環わをあやつる存在として、彼らに狙ねらわれ、ずいぶんと迷惑をこうむってもいるのだが、

（こんなんじゃ、逃げだして悪さもしたくなるかもな）

　と、ちょっとアークダイモンの気持ちもわかる気がした。

　陣は、暗くら闇やみの中に愛あい花かを寝かせた。床は板の間で固いので、愛花にかけていたバスタオルをしく。本当はぬれた服を着がえさせてやらないと風邪をひきそうだったが、着替えもないし、何よりいくら幼なじみで愛花が幼児体型といえども、年齢だけ見れば中学一年生。中学生の女子を着替えさせたとしたら、たとえそれが好意からでもたぶん犯罪だろう。

「ごめんな、愛花。すぐに助けるから、風邪ひくなよ」

　闇の中で、まだ気を失っているようすの愛花の髪をなでつつ、優しく声をかけて、陣は懲罰房を出た。

　勝算はあった。百歩譲って、あのワガママお嬢様の極致ともいえる座ざ堂どうシエラに頭さえ下げれば、何とかなるはずだ。

　シエラは陣のクラスメイトで、可愛かわいくて上品でお金持ち、成績優秀で誰だれにでも優しい……と、非の打ちどころのない究極美少女である。それが猫っかぶりでさえなければ完かん璧ぺきなのだが……その代わりにと言っては何だが、彼女はランプの魔神の家系に生まれた、修行中の魔神である。レベルが少し上がって、魔法もちょっとだけ使えるようになった。

（あいつの砂魔法ラツムールでまわりの人間を眠らせれば、愛花を逃がせるはずだ。余裕余裕）

　陣は気楽にそう考えていた。右う京きようは、陣が愛花を逃さないよう外で待ちかまえていて、懲罰房の鍵かぎをガチャッと締めてしまう。

「これでよし。新あら木き、きさまもこの橘たちばな寮に入ったのなら、いかに幼なじみといえども女子を近づけるな。女は悪魔だ、男を堕落させるために作られた邪悪の化身なのだ。男女七歳にして席を同じゅうせず、心を清め魂を高い位置に保ちたければぜったいに女には近づかないことだ。いいな！」

（いつの時代の教育勅語だよ）

　陣は心の中でつぶやいたが、愛花が捕まっている以上、口には出さなかった。

（ま、すぐに愛あい花かを解放してやるさ。せいぜい勝手なこと吠ほえとけよ）

　右う京きようは、もともと女嫌いだったが、最近その傾向がますますひどくなっている。以前なら、これほどまでの過剰反応はしなかったはずだ。自分では覚えていないだろうが、姦かん淫いんの妖よう魔まマジュヌーンにあやつられて、シエラへの気持ちを引っぱり出されたせいだろう。

　マジュヌーンに煽あおられ駆りたてられ、右京は卑ひき怯ような手段でシエラを手に入れようとした。女に狂わされた自分を、潜在意識下で激しく恥じ、その気持ちが女子への過剰反応という厳しすぎる結果を生みだしているのかもしれない。さっきアークダイモンの気持ちがちょっとわかるような気がしたが、陣じんはその気持ちをあっさりと却下した。やはり、アークダイモンがうろうろしていたら迷惑だ、ロクなことがない。

　封印に必要な聖せい櫃ひつが日本のどこかにある、と陣は仮定して、発掘の旅に行こうかと思っているところだが、

（ゴールデンウィークに入ったら伊い勢せに行ってみるか。ソロモンの秘宝は、徳島県の剣つるぎ山やまが実はピラミッドで、そこに隠されているというのが定説だが……伊勢神宮の灯とう籠ろうにダビデの星が刻まれているという。それをこの目で確かめないと……）

　今までは、単に考古学的な興味からソロモンの秘宝とアークを探していた。だが、アークダイモンの存在を知った今、そして彼らがソロモンの指ゆび環わを持つ陣を狙ねらっている今、アーク探しは陣にとって死活問題となっていたのだ。



　右京は陣たちと別れたあと、食堂には戻らず、怒り冷めやらぬようすで、寮長室に入り電話の受話器を取った。さっそく、女子寮に文句の電話をかけたのだ。

　そのころ、女子寮でも夕食の最中だった。質実剛健をむねとする男子寮は、古くて木造でボロボロで、質素で貧乏である。だが女子寮のほうは、暮らしやすさを第一目標にすえ、お城のような豪華な内装と、自由な寮風、優雅な寮生活が売りだった。それは全すべて、現寮長・雅みやび麗れい亜あの方針である。

　麗亜は高等部三年生で、右京と同じクラスだ。高校生とは思えないほど大人っぽく、長い髪は豊かなウェーブがかかっている。モデルのように背が高く脚が長く、華麗な容よう貌ぼうと、唇の左下にあるほくろからは、色気という名のフェロモンが惜しげもなく発散されている。プロポーションは起伏に富み、とくにたぷたぷと豊かな胸部のボリュームは他の追随を許さない。

「お姉様。橘たちばな寮寮長からお電話です」

　中等部一年生の女子が、寮の固定電話の子機を持ってきた。麗亜はフレンチレストランの料理と見まがうような寮の夕食をとっていたが、ナイフとフォークを皿の上にハの字に置いた。これは「まだ料理をつづけます」というサインである。ちなみに料理を終わりにするときは斜めにそろえて置く。閑話休題。

　麗れい亜あは長い脚をゆったりと組みなおすと、重たげなウェーブの髪をかきあげた。

「今日の電話番は、香か住すみさんではなかったかしら？」

「は、はい、お姉様。その香住さんのことで、お話があるそうです」

　麗亜は決して独裁的な寮長ではなく、下級生に非常に優しい。むしろ必要以上に優しい。その一環として「寮長」という他人行儀な呼称ではなく「お姉様」を採用しているのだと自分では言っているが、ただの趣味といううわさもある。

「香住さんのことで？　あの男、いつからロリコンになったのかしら？」

　麗亜が子機を取ると同時に、右う京きようがいきなり最高テンションでどなった。

『誰だれがロリコンだっっっ！』

「いきなりトップギア入ってらっしゃるようね」

『きさまの寮の香住愛香が橘たちばな寮の共同浴室に忍びこんだのだ。今、こちらで身柄を確保している。寮長の教育不行き届きだぞ、謝罪と状況の改善を要求する！』

「わかったわ。じゃあ謝りに行ってあげますから、汗くさいおたくの寮に消臭剤をまいておいてくださるかしら？」

『どういう意味だ？　うちの寮に来るつもりか？』

「そうですよ。でなきゃどうやって謝るのかしら？」

　右京はプンスカ怒っているのに、麗亜は冷静だ。むしろ不敵な笑みすらうかべている。

『ぶ、文書でいいだろう、文書で！　切手を貼はって送るのだ！』

「しちめんどうな女人禁制なんて、やめておしまいなさい。女人禁制など時代遅れですわ、今はもう二十一世紀ですのよ。あなたもそろそろ開眼なさっては？」

『古き良き伝統をないがしろにすれば、国力は衰退し日本は滅ぶ！　女とは男の後を三歩下がって、つつましく黙ってついてくるものだ！　高等部一年の座ざ堂どうシエラのような、あれこそが本物の大和撫子やまとなでしこというものだ。少しは見習うがいい！』

　自分の好みもあって、右京はついシエラを引き合いに出してしまう。麗亜は小ばかにしたように、フンと鼻で笑った。

「座堂シエラ？　ああ、あの縄文土器より古くさい、昔ながらのお嬢様のことですの？　しとやかでおとなしくて、男にすがり男にしたがい、壁の花のように美しさと従順さだけを求められ、口ごたえもせずただ男の言うなりになって一生を過ごす、かわいそうなお人形さんのこと？　そんなミルク飲み人形のような女が理想だなんて、傲ごう慢まんな独裁者か、でなければケツ穴めど野郎ですわね」

　シエラは中身はどうであれ、人前ではひたすらおしとやかである……麗亜や右京がみごとに騙だまされ勘違いしているように。だが麗亜は、見た目は大輪の紫の蘭らんの花のような、はっと息をのむほどの派手美人なのだが、なみの男より口が悪いようだ。

『な、何と下品なことばを口に出すのだ！　やはり女は悪魔の化身で、男を堕落させる生き物だ。なおさら、わが寮は寮生の健全な育成のため、女人禁制をつらぬかねば！』

「古くさい男尊女卑ですわね。女を甘く見ていると、痛い目にあうということを、教えてさしあげないといけないようですわ」

『ふざけるな！　大の日本男児が、たかが女を相手にやりこめられるわけがなかろう』

「では試してみますか？　うちの寮生とおたくの寮生を戦わせるのです」

『戦わせる？』

「そう……合同大運動会を開催するのですわ。ちょうど明日は土曜ですもの、うちの寮生を引きつれて橘たちばな寮へ行きますわ。そちらの寮の庭のほうが、少し広いでしょう。わたくしたちが勝てば、女人禁制を解いてもらいます。当然、女人禁制ではないのだから、香か住すみさんも無条件で解放していただきましょう」

『勝手に決めるな！』

「あら。女と戦って負けるのが怖いんですかそうですか」

『ざ、ざれごとを！　わかった、明朝八時に橘寮へ来い！　怖おじ気けづいて逃げるなよ！』

「そのかわり、試合内容はそちらに決めさせてさしあげましょう」

『後悔するなよ。女だからといって容赦はせんからな！　われわれが勝てば謝罪のみならず、香住愛あい花かは不法侵入で警察に引き渡し、退学処分とする！　そして彼女をかばったきさまも、退学届けを出してもらうからな！』

　ガチャーン、とものすごい勢いで受話器が叩たたきつけられる。麗れい亜あは豊かな髪をかきあげ、不敵な笑みをうかべた。

「ふふふ……男なんてちょろいものですわ。さっそく自分で、女人禁制の規則を破っていることにも気がつかないなんて。みなさん、明朝八時、橘寮に行けますよ」

　麗亜のことばを聞いて、食事中だった寮生たちはキャーッと黄色い歓声をあげた。

「やった！　わたし、男子寮っていちど行ってみたかったんです！」

「男の花園！　男祭り！　想像しただけで萌もえ～」

「宇う多た田だ先輩と学校の無い日でも会えるなんて幸せです」

「土日、女子ばかりじゃつまらないもの。家から離れて暇な人どうし、男子寮の男の子たちとグループ交際みたいにして遊びに行ったら楽しいですよね」

「男子がいればボディガードしてくれるから、痴漢を気にせずに映画とか繁華街も行けるし……」

「寮に遊びにいって、いっしょに宿題とかもしてみたいな」

　寮生たちは、もう女人禁制が解かれたつもりで喜んで、キャッキャとさんざめきながら想像をたくましくしている。麗亜はにっこり笑って、うなずいた。

「そのためには、まず明日勝つことですよ。がんばってくださいね、みなさん」

「で、でもお姉様。どんな試合か知りませんが、男子に勝つなんて無理ですぅ」

　寮生たちが、頼りない声をあげる。

「そうです。お姉様は別として、わたしたちとくべつスポーツしているというわけじゃないですし……」

　それを聞いて、麗れい亜あは手の甲を口もとに当て、高笑いをした。

「おほほほほ！　心配など要りませんわ、百パーセントわたくしたちが勝ちます」

「な……何か勝算が？」

「まあ見ていらっしゃい。男子寮解放は、代々の桜寮寮長の悲願。閉ざされた橘たちばな寮の門を、この雅みやび麗亜がこじ開けてくれますわ」

　麗亜は軽く力こぶを作る。

「女が強いこの時代に、女人禁制なんてナンセンス！　しょせん男は女の手のひらの上で遊ぶ可愛かわいい小鳥ちゃん、そのことをビシッと見せつけてやることこそ、わたくしに与えられた天命！　革命こそわが運命！」

「お姉様、すてき！」

　寮生たちが、割れんばかりの拍手を送った。麗亜は片足を椅い子すの上に置き、豊かな髪を両手で持ちあげてポーズを決め、勝利を確信した笑みを浮かべていた。



　そのころ、陣じんは部屋に戻らず、男子トイレにかくれて携帯電話をかけていた。相手はシエラである。

（ランプの魔神を呼びだすのに、まず魔神の都合を聞くってのも、どういうものなのかな……）

　そんな一抹の疑問を胸に抱きつつ、陣は電話のコール音に耳をすます。二十コールほど待って、ようやくシエラが電話に出た。

『もしもし、庶民。じゃあね』

「いきなり切るとはな」

『今日は都合が悪いのよ』

「魔神レベルをとっとと上げるために、こまめに呼びだせって言ったのはおまえだろ？」

『それはそれ、これはこれ。また明日になさい』

　電話のむこうで、シエラは面倒くさそうに話している。その怠惰な感じの物言いからして、何か重要な用事があるというわけではなさそうだ。パリパリと小さな音がしているところを見ると、たぶんポテトチップスを食べている。

「今何してるんだ？」

『慈善事業の一環で、寄付の小切手にサインをしているところよ』

「それならいいんだ。長カ椅ウ子チに座ってポテチ食ってるのかと思った」

『あら、超能力』

「当たりかよ」

『わかってるなら、これ以上わたしがポテチを食べるじゃまをするんじゃないわよ』

　プツッ、と通話が切れる。陣じんはぼうぜんとして、携帯電話を見つめた。

「召喚拒否？　……どういうランプの魔神だ、必要ないときには出てくるくせに」

　何が何でも彼女を呼びださなくては、愛あい花かを助けられない。陣はもういちど電話番号を押した。今度は三十コールしてようやく、面倒くさそうにシエラが出てくる。

『しつこいわね。行かないって言ってるでしょ、もうネグリジェに着がえちゃったし』

「ネグリジェ？」

　陣はどきっとした。ここがパジャマなら「ふーん」で流せるのだが、「ねぐりじえ」という何だかぐねぐねした単語が甘いうずきをかもし出す。目の前に、ヒラヒラスケスケとした薄布の幻が見えてきそうだ。そして、それに身を包んだシエラの姿を想像してしまい、陣は卒倒しそうになる。あわてて深呼吸し、頭の中で因数分解の公式を復唱して、冷静さを取りもどした。

「何を着てようが、関係ないだろう。どうせ、召喚されたらメイド服に変身するんだし」

『そういう意見もあるかもね』

「俺おれの幼なじみの……おまえも知ってるだろ。愛花がドジふんで、男子寮の懲ちよう罰ばつ房ぼうに放りこまれてんだよ。おなえの砂魔法ラツムールで助けだしたいんだ」















『あら、それはお気の毒ね。彼女、わたしのことをすごく慕ってくれて、可愛かわいいし』

「だから来てくれ。助けてくれたら心から感謝する。約束する」

　陣じんは携帯電話を持ったまま、両手をすり合わせるようにして頼みこむ。

『うーん。いつも偉そうな庶民がそこまで腰を低くしてくるなんて、気持ちいいわね。もっと頼みなさい、媚こびへつらいなさい』

「調子乗り子さんだな」

『まあでも、やっぱ無理。今夜はテレビでランボー２があるもの。先週、別のチャンネルでやってたやつは誰だれかさんのせいで見逃しちゃったからね』

　あっさりとシエラは撤回する。あまりの理由に、陣は呆ぼう然ぜんとした。

「おまえ、愛あい花かとスタローンとどっちが大事なんだ」

『スタローンですが何か？』

「一瞬の迷いもなく即答ですか。すがすがしいな」

『というわけで、切るわね』

「金持ちならＤＶＤ買えよ」

『庶民の考え休むに似たりね。このセレブのわたしが、マシンガンばりばり流血ダラダラ爆破ドカドカのアクション映画を買ったり借りたりできると思って？　つまり、テレビでの放映が唯一のチャンスなのよ！』

「金持ちのくせに、ビデオ持ってないのかよ」

『フッ、さすが庶民は言うことがちがうわね。今どき、録画といえばハードディスクレコーダーじゃなくて？』

「とにかく録画しといてこっちに来い」

『無理だって言ってるでしょ。ＣＭ抜きしないといけないんだから』

「ＣＭ抜き機能のあるデッキを買えよ」

『あっ、始まっちゃう。ヨタ話は明日聞いてあげるわ、映画にずっぷり浸りたいから、もう電話をかけてこないでちょうだい』

　またプチッと通話が切られる。やはり、あまりにもあまりである。陣は急いでもう一度、電話をかけた。だが、シエラの電話からは「電源が切られております」という、無感情な機械音声が流れてくるだけだ。

「ランボー２、来週もまた別のチャンネルでやるのに……」

　陣は頭をかかえた。愛花を助けたい。だが、自分が力ずくで愛花を救いにいけば、右う京きようの怒りにふれて退寮させられてしまうだろう。

　陣の両親は考古学者で、住んでいた家を売り払って、それを資金に中東へ発掘旅行に行ってしまった。砂漠のどこかに埋もれていると思われている、ソロモン王の残した秘宝を探しているのだ。ソロモンの秘宝である、モーゼの十じつ戒かいの石板をおさめた聖なる箱……聖櫃アークをもとめて。だからこの寮を追いだされたら、行くところが無いのである。

（ごめんな、愛あい花か。あのワガママ猫っかぶりを当てにしてた俺おれがまちがってたんだ。明日はきっと助けるから、がまんしててくれよ……）

　陣じんは自分の無力さに絶望してうなだれ、心の中で土下座した。



　が！

　翌日、陣は寮内放送のサイレンに叩たたき起おこされ、びっくりして二段ベッドから飛びだすことになる。

『寮生、全員体操服に着替えて裏庭に集合！　これより、女子寮生との試合を開始する！』

　右う京きようの声がひびいた。夕ゆう也やは目をこすりながら、二段ベッドの上段で身を起こす。

「今、寮長何て言ってた？」

「あまりにも非日常的なセリフだったんで、耳に入ってなかった」

　窓の外が、ザワザワする。何だろうと思ってカーテンを開くと、そこには、半はん袖そで体操服とブルマと赤はちまきで完全武装した女子寮の寮生が百人ほど集まっていた。窓から姿を見せた陣を発見すると、キャーッと黄色い歓声を上げる。

「見て、あの子、水色ストライプのパジャマ！　すごい基本的～！　可愛かわいい！」

「な、何だっ？」

　陣はあわてて窓に背を向け、カーテンを閉める。ドンドンドンドン！　と、部屋の扉が荒々しく叩かれた。タンクトップにハーフパンツ姿の夕也が、スリッパをつっかけながらのろのろ歩いて、扉を開ける。そこには、目をキラキラさせ頬ほおを真まっ赤かに紅潮させた男子寮生たちが、もう体操服に着替え、わくわくしながら立っていた。

「合同運動会だ！」

「ハァ？」

　まだ半分寝ている夕也の脳には、理解できない。寮生たちは興奮して、口々に叫ぶ。

「女子寮と合同運動会だ！　きのう捕まった女子寮生を取りかえしにきたんだ」

　陣は驚いて、目をぱちくりとした。

「取りかえしにきた……？」

「そうだ！　俺たちが負けたら女人禁制が解除されちまうんだ！」

「なっ、何だとっ？」

　夕也の目も、夜空の星よりまばゆく輝く。

「そ……それは、全力で負けにかからなきゃなあ」

「シッ、幹部寮生に聞かれたら出場停止になるぞ！　いかにうまく紙一重のところで負けるか、技を見せて行けよな」

「そうとなったら、死ぬ気でがんばるぜ！」

　夕ゆう也やはあたふたと着替えはじめる。寮生たちは、ほかの部屋にも申しあわせをするために、散らばった。予想もしていなかった展開に、陣じんはぼうぜんとする。

（取りかえしに……って、なんでそんなややこしいことに。寮生があらかた遊びに出かけたら、座ざ堂どうを呼びだして眠らせて逃して終わりのはずだったのに）

　これでは、目撃者が多すぎてシエラを呼びだすことすらできない。もちろん男子寮生たちはみんな負ける気いっぱいだから、女子寮が負けることはないとは思うが、一抹の不安が残る。もし女子寮が負けたら愛あい花かはどうなってしまうのか。それよりはシエラに頼んだほうが確実だったのに……。アークダイモンだけでも面倒なのに、

「俺おれ、前世で何かものすごい悪いことしたのか？」

　陣は頭痛を感じて顔をしかめ、額を押さえた。



　懲ちよう罰ばつ房ぼうにいた愛花も、そのサイレンの音で目を覚ました。長いあいだ気を失っていたのと、バスタオルが水分を吸いとったので、ぬれたままの制服がかなり乾いている。

「あれっ……ここ、どこ？」

　きょろきょろしている愛花に、

「橘たちばな寮の懲罰房だよ」

　と、中等部一年生の氷ひ室むろ啓けい太たが扉ごしに答えた。懲罰房にはいっさい窓などはなく、外を見ることはできない。啓太も、扉の前に座りこんだ状態だった。

「寮長は不法侵入で訴えるっていきまいてたけど、なんか女子寮の人たちが取りかえしにきて、何だかんだで試合するんだって」

「その声、もしかして一組の氷室くん？」

　愛花はぽんと手を叩たたき、大きな目をかがやかせた。啓太は驚いて、扉のほうを振りむく。

「ぼくを知ってるの？」

「だって、いつも成績トップだもん。愛花は三組だけど、女子もみんなうわさしてるよ」

「そ、そうなの？　知らなかった」

　うぶな啓太は、頬ほおを赤らめた。

「有名だよ？　あこがれてる子もいっぱいいるんだ」

「そんなぁ。うそでしょ？」

「ほんとだよ。みんなあなたのこと『王子』とか『ミスターハンサム』とかって呼んでるよ」

「またまたぁ♪」

「それにとっても優しくて、頼りになって、頼まれたらぜったいに嫌って言えない、男気のある人なんでしょ？」

「お世辞がうまいなあ♪」

　啓けい太たは照れて、うれしそうに頭をポリポリかく。愛あい花かは扉にすりよって、猫なで声で言った。

「というわけで、お願いします。ここから出して逃してください」

「うまいコンボだったけどダメ♪」

「さすが優等生。うっかり流されないんだね」

　愛花は眉まゆをひそめ、むーっと唇をかむ。

「それならほんとのこと言うけど、みんなあなたのことシスコンとか、生徒会長の腰ぎんちゃくとか呼んでる」

「案外性格悪いね」

　啓太は引きつった笑みをうかべた。



　右う京きようは試合と表現したが、日本男児たるもの女子と殴りあいをするわけにも行かないので、競争する種目は全すべて運動会ふうのものとなった。

　その日は運動会にふさわしく、空は真まっ青さおに晴れわたり、白い雲がぽかりぽかりと浮いていた。男子寮の裏庭には白い石灰でトラックの線が引かれていた。

　女子たちは、はじめて男子寮に近づくことができて物珍しいのと、学校以外で男子に会うのが何かいつもとようすがちがって、新鮮なような気恥ずかしいような感じがして、くすくす恥ずかしそうに笑いながら、男子たちのほうをチラチラと見ていた。

　男子たちも、胸にゼッケンをつけた女子たちの体操服に、心の奥底の何かをくすぐられる。ブルマがさらにくすぐりまくる。男子たちは全員、天国に浮かんでいるような気持ちで、ほわーんとしていた。

　右京だけが、めらめらと対抗意識の炎を燃やしている。相変わらず、一人だけ体操服ではなく剣道着を着ている。

　四人の幹部寮生のようすは微妙だ。右京に遠えん慮りよ半分、しかし女子たちが可愛かわいいと思う気持ちも半分、けれどあくまで潔癖であろうとする気持ちが半分、かといってやっぱり女子は可愛いという気持ちが半分。

　彼らの前に麗れい亜あが歩いてくると、幹部寮生たちの気持ちはぐいっと女子寄りに振れてしまう。ウェーブがかかった豊かな黒髪と口もとのほくろ、峰不二子＠ルパン三世もびっくりの豊満な大人っぽいボディが、胸ゼッケンつきの幼い体操服に包まれている姿は、あまりにも最強だった。ある意味、何かのコスプレに見える。

「しっぽを巻いて逃げなかったんですね。それだけでも誉ほめてあげてよ」

　麗亜はあでやかに、重たげな髪をばさっとかきあげる。何やらものすごくキラキラしていて、男子たちの鼻の下が一気に伸びた。幹部寮生たちも、そのお色気にすっかりのまれている。右京だけが、まるで効果なく、むしろ激げつ昂こうしたようすで麗亜を指さした。

「女のくせに、男に偉そうな口をきくものではないぞ！　それに何だ、そのまがまがしい動作は！」

「まがまがしい動作？　どこがです？」

　腰に片手をそえ、くるりと背を向ける。細い腰がきゅっとくびれ、ひるがえった髪から大人っぽい香水の良い香りがする。そばにいた男子は、その空気をひと呼吸しただけでほわーっと意識がトリップし、完全に骨抜きになってしまった。右う京きようはギッと麗れい亜あをにらみつける。

「うぬ、呪じゆ術じゆつか！　おのれ魔女！」

「オホホホ。言ったでしょう、男はぜったいに女には勝てないのですよ」

　麗亜は腰に手をそえたまま横顔を向けて、右京にちらりと視線を投げる。女は男を堕落させる悪しき存在と考えている右京にとっては、この上もないほどの挑発である。

「調子に乗るな、見ていろ魔女！　つねに厳しい寮則と粗食で心身ともに鍛錬をきわめたわが寮生たちは、きさまの呪術などに惑わされはせぬ！　行け沼ぬま津づ、まずは百メートル競走でわれらの力を見せてやれ！」

「は、はあ」

　力いっぱい命令する右京に対し、沼津と呼ばれた男子が白いハチマキをしめながら、トラックの上に引かれた直線ラインの上に立つ。隣に並んだのは、ボブカットに赤はちまきをしめた、たぷたぷするほど胸の大きい女子だ。スイカを隠しているような胸のため、ぴんと引っぱられているゼッケンによれば、名は桃もも井い杏あん。麗亜にせまるほどの発育優良児でありながら、顔はあどけなく、ブルマで太ももがあらわになっているのが恥ずかしそうにもじもじしている。

　麗亜は、ニヤリと唇の端を上げた。

「ふふふ……ショータイムの始まりよ」

　桃井は、ちらっちらっと恥ずかしげに沼津に視線をむけると、

「あっ、よろしくお願いしますぅ。ぺこりん」

　と、擬音までつづけて発音し、両手を腰の前にそろえて頭を下げた。腕が大きな胸を両方から押さえて、ますますその豊かさがきわだつ。待機していた男子たちは、目の玉がこぼれそうになった。

「沼津の野郎！　俺おれがいっしょに走りたい！」

「なんで沼津が選ばれたんだ？」

「陸上部で記録出してるからだろ。くそっ！」

　しかし沼津本人は、右京の突き刺すような視線をぴりぴりと感じて、複雑な表情をしている。桃井のような可愛かわいい女の子に対して、闘志などわくはずがない。しかし中途半端なことをすれば、あとで右京にどやされるのは目に見えている。懲ちよう罰ばつ房ぼうにでも放りこまれたら……と思い、沼ぬま津づはぐっと決意をかためて、桃もも井いに視線をむけた。

（悪いけど、自分が大事だからな。思いっきり全力で走らせてもらうか……こんなプニョプニョの太ももじゃ、まず勝負にならないだろうが）

　どうして桃井が、もっとも実力差が反映される短距離に出されたのか……こういう娘は、ムカデ競走とかそういう色モノでしか使えないのではないか、と沼津は疑問に思う。その視線に気づいて桃井は小指をちょっと噛かみ、上目づかいに沼津を見あげた。

「沼津クンって、足速いんだ？」

「あ……あ、ま、まあ」

「ふーん、いいなぁ。杏あん、足遅いんだぁ」

　語尾をのばした甘ったれしゃべりが、沼津の耳をむずむずとくすぐる。沼津は必死に冷静をよそおって、反応せず聞き流そうとする。

「お、遅いのは見ればわかるがな」

「でしょぉ？　走ると、胸がゆっさゆっさ揺れちゃうのよねぇ」

「ゆ。ゆっさゆっさですか！」

　冷静をよそおうとした沼津は、あっさりロックオンされてしまった。トラックの外で腕組みをしながら見守っていた麗れい亜あが、フッと鼻を鳴らす。

「あっさり手中にはまったわね。桃井は、わたくしたちの中でも最も恐ろしい存在よ。あどけない顔をしているけれど、ぶっちゃけ悪女ですから」

「何を私語している！　早くスタートせぬか！」

　右う京きようがどなる。脳の中がピンク一色になっていた沼津は、その声にハッとわれに返った。

（そ、そうだった。俺おれは勝たねばならないのだ！）

「ゆっさゆっさ揺れると、てこの原理で振りまわされて、胸の付け根が麺めんの玉みたいに引きちぎられそうになるの。それで杏、どうしても速く走れないんだぁ」

　沼津がどんなに意思を硬く持とうとしても、桃井は決して攻撃の手をゆるめない。完全装甲をはりめぐらせている沼津の心に、あっさりと斬きりこんでしまう。

「だからお手やわらかに。ネッ♪」

「あうあうあう」

　沼津の意識はすでに、体から半分、幽体離脱しかけていた。男子寮生がスタートのピストルを撃つが、沼津には聞こえていない。桃井はそのすきに、大きな胸を左右に揺らせて、しんどそうによたよたと走る。

「何をしている、沼津！　早く走るのだ！」

　右京がどんなにどなっても、沼津の心まではとどかない。桃井の胸が右へ左へ、振り子のように振れる姿に、ほかの男子たちの目も釘くぎづけになる。

「す、すごい。なんだかわからんが、今俺は猛烈に感動している！」

「あいつ、桃もも井いっていったっけ？　何年？　彼氏いるのかな？」

　ぷちっ、と右う京きようの堪忍袋の緒が切れた。竹刀しないを持ち、沼ぬま津づのもとにやってくる。

「喝かつっ！」

　座禅にもちいる警けい策さくのように、右京は竹刀を沼津の肩に叩たたきおろした。パシーン、と鋭い音が鳴り、沼津はビクッとして正気にかえった。

「あっ……？　りょ、寮長、何か？」

「何かではないっ！　走らぬか！」

　右京は竹刀でゴールラインをビシッと示す。沼津はあわてて、走りだした。

「はっ、はい！」

　見ていた男子寮生たちは、いっせいにブーイングする。

「沼津、本気で走るなよ！　桃井がかわいそうだろ！」

　ぎらり、と右京が振りかえった。男子寮生たちは射抜くようなその目に、ぞっとして黙りこむ。夕ゆう也やは肩をすくめて、陣じんにささやいた。

「すごいな寮長。あの胸を見ても動じないなんて、聖者か変人か？」

　陣は愛あい花かのことが気がかりで、夕也の話もほとんど聞いていない。もともと女子に興味などないので、桃井の胸がＦカップだろうがＧカップだろうが見てもいない。そもそもアンダーバストとトップバストの差が何センチで何カップなのか、そんなことも陣は知らないし興味も無い。ただ、のろのろと走っていた桃井に沼津が追いつきそうになったとき、やっぱり女子寮軍は負けだ、勝てるはずが無い……と思った。愛花を助けるすべは無いのだと思って、絶望的になった。



　ところが、である。沼津が桃井を追い抜いた瞬間、桃井はぺたっと倒れた。

「あいたぁ～。沼津くん、ひどぉ～い」

　気の抜けた声である。明らかにうそっぽい。だが、沼津は思わず足を止めてしまった。

「沼津っ！　何をしている！」

　右京が目を血走らせてどなる。沼津は、もうあと一メートルほどでゴールラインだというのに、倒れている桃井のもとに駆けもどってきた。

「お、俺おれ、何かしたか？」

「きゃっ。コンタクト落としちゃった！」

　桃井は脈絡なくそう言うと、よつんばいになって探しはじめる。そうでなくても豊かな胸が、鉛直方向の重力を受けて、たぷんたぷんと揺れる。体操服のえりぐりから、奥のほうが少し見える。よつんばいになると、お尻しりのほうも突きだされるように強調されて、男子寮生たちは倒れそうになった。むろん、間近で見ている沼津に対する破壊力は、さらにすさまじいものがある。

「さ……探す、俺おれも探す！」

　沼ぬま津づもよつんばいになった。実は低い位置から、桃もも井いのほうをじろじろ見たい。でもやっぱり恥ずかしい。だから、とりあえずコンタクトレンズを探すふりをしながら、ちらちらと見ようかな……という作戦だったのだが。

「キャハハハハ！」

　桃井は高らかに笑うと立ちあがり、ゴールにむかって一目散に走っていった。豊かな胸で白いテープを切った瞬間、ストップウォッチを持った係の女子がタイムを読みあげる。

「に……二十九秒五です」

「やったぁ、新記録♪　三十秒を切っちゃったゾ♪」

　桃井はこぶしを高く突きあげ、片足を上げて、かわいく勝利のポーズを決めた。その計算し尽くされたこびこびポーズにあっさり騙だまされて、男子寮生たちは鼻の下をのばし、惜しみない拍手を送った。

「おめでとう、桃井！　すごいじゃん、あの沼津にガチンコで勝つなんて！」

「えへぇ。がんばりましたぁ♪」

　桃井は両手の人差し指を頬ほおに当て、首をかしげてポーズを取った。パシャパシャパシャッ、とフラッシュがたかれる。どうやら数人の寮生が、撮影会のモデルよりも可愛かわいい女子が目の前にいるのに撮らねば損々、とばかり、大あわてでデジカメを取ってきたようだ。

「おいおい、気合い入ってんな」

「少しガツガツしすぎじゃないか」

　呆あきれて傍観する夕ゆう也やと陣じんのあいだに、ぴょこんとアルフが顔を出した。アルフ・シャムシール……学校裏のペルシャ料理屋の看板娘で、金きん髪ぱつ碧へき眼がん小麦色の肌、ながら生粋の江戸っ子である。

「ずいぶん面白そうなことしてるねえ。あたしも呼んでくれりゃ良かったのに」

「アルフっ？　おまえ、こんなところで何をしてるんだ。まさか……」

　彼女が現れるのはいつも、十じつ戒かいの妖よう魔まアークダイモン関連の事件があるときだ。陣は警戒したが、アルフはニカッと笑って銀色の出前箱を見せる。

「いや、出前の帰り」

「そうか」

　陣はホッと胸をなでおろす。その胸を、横からアルフがいっしょになってなでさする。

「……何をしとるんだ」

「アークダイモンの匂においも、少しばかり、しないこともないんだけどね。でもまあ動くつもりはないと思うし、いちおう大丈夫だとは思うけど」

　アルフは陣の耳元に唇を近づけて、ほかに聞こえないようささやく。ささやく息が小さく耳に当たって、妙にくすぐったく、陣は全身にむずがゆさを覚えた。

「普段からこうやってスキンシップを高めておけば、『気』が合って、合体したときにより攻撃力が強くなるんじゃないかなーと思ってさ」

「おい、今合体とか言ってなかった？　おまえらまさか、良からぬことを！」

　夕ゆう也やが、さすが音楽好きで耳がいいらしく、耳ざとく聞きつけた。アルフはニコッと笑って、頬ほおに手を当てた。

「ご想像にお任せしま……」

「断じて違う！」

　陣じんは青ざめて言い切る。

「何だい、陣。冷たいじゃないか、あたしとあんたの仲なのに」

　アルフは陣にべたべたくっつく。食堂の看板娘が陣にくっついているのを見て、彼女にこっそり憧あこがれていた男子たちが涙をのんだ。

「ああ、アルフ。どうして新あら木きなんかにくっついてるんだ？」

「毎日彼女目当てにシシカバブ定食を食べに通った俺おれの愛は伝わらなかったのか……」

「やっぱり俺も楔くさび形がた文字を極めるべきか？」

　陣は、かたまって身を寄せあい、しくしく泣いている彼らに、ばつが悪そうな目を向ける。

「おい、俺は別にこいつとは何の関係もないぞ」

「あたしとしては女子寮を応援したいね。男子寮が女人禁制じゃなくなったら、毎日陣のところに出前に来られるもん♪」

　アルフは陣にぴとっと身を寄せ、夢見るように目を閉じる。いつもチャキチャキ元気な江戸っ子のアルフだが、ちょっとおとなしく振る舞うと、もとが金髪美少女なので、しとやかそうに見えてしまい、さすがの陣も少々とまどった。

「ま、毎日来られても、金が無いぞ」

「あっそう。……じゃ、ほかの寮生で出前に来てほしい奴やつ、この指とーまれ」

　アルフは陣にくるっと背を向け、人差し指をさしあげる。男子寮生たちは、餌えさに群がるハエのようにわらわらと集まってきた。

「来てほしいです！　寮生の自炊でいつもまずい飯食ってて、もう限界なんだ」

「俺はアルフが来てくれるだけでいい。きれいなものを見ながら飯を食いたい」

「……おまえ、変わり身早いな」

　陣は呆あきれて、アルフを見つめる。アルフはしたたかな笑みを浮かべて振りかえり、

「どうやら、けっこういい稼ぎになりそうだね。こりゃあ、全面的に女子寮に協力するしかないか」

　と、親指と人差し指を丸めてお金のサインを作り、ウインクした。

「というわけで、あたしも参戦できないもんかね。腕には自信あるんだけどな」

「そう言えば、アルフ。おまえ、ズルハネとかいうペルシャの伝統格闘技をマスターしてたんだったよな」

　夕ゆう也やが言うと、アルフはニコッと愛らしく笑い、

「そう。敵の十匹や二十匹、ズルハネ秘ひ拳けん・滅めつ殺さつギロチン落としで……」

「それ、明らかにペルシャ伝統ってうそだろ」

「っていうか運動会に『滅殺』とかつく技使ったら、あとの訴訟問題とか大変だから、参戦は無理だと思うぞ」

　と、陣じんと夕也にダブルツッコミを入れられ、不服そうにぷうっと頬ほおをふくらませた。

　一方、男子寮生たちはなおもパチパチと写真を撮りつづけていた。右う京きようはしばらく、こめかみの血管をピクピクさせながらも、少々のことで怒っては心が狭く見えると思い黙っていたが……。

「桃もも井いちゃん、視線気キ持モちこっち～。いいわよいいわよ、お目々ちゃんきれいよー」

　業界っぽくオカマ言葉を使う寮生に、ふたたび堪忍袋の緒が切れた右京は、凄すさまじいオーラを出しながら、彼らのデジカメを竹刀しないで払い落とした。

「何をしておるかっ、きさまら！　軽けい佻ちよう浮ふ薄はくにもほどがあるっ、右京烈風斬！」

　ただ払い落としただけではない。全すべてまっぷたつになっている。デジカメを持っていた寮生たちは真まっ青さおになり、夕也もびっくりして、細い目をまんまるく見開いた。

「竹刀で、金属製のデジカメがまっぷたつになるのかっ？」

「気……だ。気の刃やいばだ」

　陣がつぶやく。夕也は目を白黒させる。

「気の刃、って！　寮長はどこまで超人なんだっ？」

「こりゃ、あんたたちと一緒にいたらこっちも大変だね。見つかるまえに退散すっか」

　アルフはこそこそっと後ずさりながら、陣の肩をぽんぽんと叩たたいた。

「うまいこと負けたら、シシカバブ定食のタダ券一枚ずつあげるよ。陣は大食いだから、五枚上げる。がんばりな」

　と言いのこして、アルフは去る。夕也は、複雑な表情をしていた。

「シシ定のタダ券は魅力だけど……一食分の満腹と引きかえに、あの寮長を敵に回す勇気はちょっとねえな」

「俺おれはあるぞ」

「陣、胃袋でものを考えるのやめろよな。この大食い野郎」

「シシカバブ定食を食いたいんじゃない。愛あい花かを助けたいんだ」

「じゃあタダ券は俺に。五食分もあるんだし」

「一食たりともお断りだ」

「やっぱり胃袋でもの考えてるじゃん」

　夕ゆう也やはため息混じりに、寮生たちに怒号を飛ばしている右う京きように目をむける。

「きさまら、気合いを入れろ！　やつらは全すべて計算ずくなのだ！　可愛かわいい娘こぶった見かけに騙だまされてはならぬ、中身は邪悪な魔女なのだ！」

「邪悪な魔女……それも萌もえ」

　思わずつぶやいた寮生の肩に竹刀しないが飛ぶ。

「喝かつッ！　これに勝たねば日本男児の名折れだぞ！」

「はっ、はい、すみません」

　寮生たちは右京が怖くて、頭を下げる。

「おほほ、必死ね近衛このえ右京。果たして勝てるかしらね？」

　麗れい亜あは豊かな胸を支えるように腕組みをし、ニヤニヤ笑いながら右京のほうを見ていた。桃もも井いも、麗亜に腕をからめて寄りそいながら、あどけない中にも魔性をひめた笑みをうかべている。

「黙れっ！　次は棒倒しだ、どんな運動会でも必ず一人か二人は鼻血を出す禁断の競技だ！　なよなよした女に勝てると思うな！」

　と、右京は麗亜をビシッと指さし、宣言したのだ。が……。



　棒倒しは、棒が倒されないよう守りながら、相手の棒を倒すべく攻撃する競技だ。女子が固まって棒を守る上を、男子が乗りこえようとしたが……。

「きゃああ！　どこさわってるのよ！」

「あっ、ご、ごめん！」

「あーあーユミ泣いちゃったー。かわいそー。サイテー」

「だ、だからごめんって！」

　コメツキバッタのように土下座する男子が、そこにもここにも出現する。で、男子が守っている棒のほうはといえば、

「やーん。棒にとどかなーい」

　と、攻撃をしかけるでもなく、すねた顔をしている女子を、

「あ、じ、自分、手伝うッス」

　と、肩車する裏切り者が出るしまつ。結局、あっさり男子の棒が倒された。

「……何をやっとるんだ、あいつら」

　陣じんはなかば呆あきれながらも、女子に免疫のない男子たちのこの舞い上がりっぷりというか、ていたらくぶりならば、女子寮軍が百パーセント勝てるのではないか、と思いはじめてきた。このまま行けば愛あい花かは無事釈放されるはずだ。陣は安あん堵どして、胸をなでおろす。

　次の騎馬戦は、陣も馬役で参加だった。夕也は騎手になって、白い運動帽をかぶり、ドキドキする胸を押さえている。

「陣じん、あのポニーテールの娘このとこに突撃な！」

「なんで指定するんだ」

「第二希望は、あっちの三つ編み娘むすめ」

「いや。第二希望とか第三希望とか、聞いてるわけじゃ……」

　言っているうちに、中等部の女子寮軍が五騎、夕ゆう也やにむかって突進してきた。

「あそこよ、軽音の宇う多た田だ先輩！」

「突撃ーっ！」

「わー！」

　夕也たちはたちまち、女子中学生に飲みこまれてしまう。まず一人の女子が夕也の帽子を取ったのだが、

「宇多田先輩の帽子ゲット！」

「ちょっと、こっちに渡しなさいよ！」

「ずるい、先輩の帽子はわたしのー！」

　と、負けてしまった夕也を囲んで帽子のうばいあいが始まった。馬の上にいる夕也ももみくちゃになるが、馬のほうが密度が高いため、おしくらまんじゅう状態になってしまう。

「おまえら、騎馬戦は団体競技だぞ。なんで味方どうしで、帽子を奪いあっとるんだ。早く次の敵のところに行けよな」

　とくに先頭にいた陣は、女子中学生にサンドイッチにされてしまい、身動きが取れない。しかも子供っぽい趣味の、イチゴやメロンの匂においがついたシャンプーの香りがもわもわと陣をつつみこんで、空気が甘ったるくて、息苦しくなる。ふと、敵の馬の先頭をつとめていた女子が、ハッとして陣を見つめた。

「あっ。先輩、もしかして愛あい花かの幼なじみの？」

「おまえ、俺おれを知ってるのか？」

　陣は目をぱちくりする。少女はポニーテールで、ちょっとおせっかいそうで気が強そうな顔をしており、こくりと大きくうなずいた。

「もちろんです！　あっわたし、愛花のルームメイトの猫ねこ島じまひとみです。わあ～、写真で見るより本物はずっとカッコいい♪」

「な、何だ、いきなり」

　もともと女子が苦手で、ワガママで猫っかぶりなシエラに振りまわされるようになってからはちょっと女性不信も入り、ますます女子が苦手になっていた陣は、本能的に身を引いてしまう。とくに、こういう積極的な女の子には、何か腹の底に良からぬたくらみがあるのではないかと警戒してしまう。

「わたし、宇多田先輩みたいに軽い人って好きじゃないんですよぉ。先輩の話、愛花にいつも聞いてます。いちど会ってみたかったんだぁ、思ったとおりズバリわたしの好みですよぉ！」

　猫ねこ島じまは、馬をやっているので手を出したり自由に動いたりできないのがもどかしそうに、じりじり陣じんに迫ってきた。あの愛あい花かのルームメイトにしては、ずいぶん強引で積極的な性格のようだ。陣はその迫力に押されて、思わず後ずさる。

「今は、そんなこと言ってる場合じゃないだろうが」

「ノンノン、愛花がいない今がチャンスなんじゃないですか！　先輩、これ終わったらどこか連れてってくださいよぉ」

「病院でいいか」

「先輩ったら、ジョークもイケてるぅ」

「残念だが、俺おれは誉ほめて伸びるタイプじゃないぞ」

「同じクラスの男子なんか、先輩に比べたらぜんぜんガキっぽくて！　やっぱ高校生って大人っぽいですよね、中学生じゃ行ったこともないようなイケてるお店知ってたりしますよね？」

「猫島とやら。高校生に過大な期待を寄せないように」

「えっ、この人が愛花の『お兄ちゃん』っ？　カッコいいじゃん！」

　ほかの馬も騒ぎだす。馬がすったもんだとおしくらまんじゅうをはじめたので、騎手もくっついたりはなれたり、もみくちゃになってしまう。

「わかったわよ、帽子はあげるわよ！　じゃあわたしはかわりに、宇う多た田だ先輩の体操服ゲット！」

「ああっ、体操服のほうがよかった！　ズボンもらっていいですか？」

「髪の毛むしらせてください！」

　最初こそ女子にかこまれてウハウハしていた夕ゆう也やだが、彼女らが殺気だってきたので、だんだん青ざめてきた。彼女らの暴走する思いは、あともう一歩踏みこめばおそらく「記念に腕一本」とか平気でむしり取っていきそうである。というか、夕也から記念品をゲットすることにばかり頭が行っていて、夕也本人の生死をあまり考慮に入れてくれていない。このままでは、彼女らに取られたものがそのまま遺品になりかねない。

「あ、あの、みんな。うれしいけど、ちょっと落ちついて。順番に並んで……」

「わたし宇多田先輩本体もーらいっ！」

「あっそれわたしもほしいのに！」

「わー！」

　女子たちにたたみかけるようにのしかかってこられて、夕也の馬はあえなく崩れさった。陣は女子中学生の下敷きになって、身動きがとれなくなってしまった。が、猫島は彼女らをかきわけて、陣のほうにやってくる。

「先輩、百歩ゆずって喫茶店に連れてってくれてもＯＫですから♪」

「状況に流されるくせに、状況を読めてないというところがすごいな」

　陣じんは、硬い声でつぶやく。

　あっちでもこっちでも、黄色い声が上がっていた。恥ずかしがる者、いきなり意気投合していちゃつく者、ほとんど騎馬戦の様相を呈していない。

　右う京きようはピクッと眉まゆを引きつらせると、幹部寮生たちに向かってどなった。

「馬になれ！　征ゆくぞ！」

「りょ、寮長おん自らお出になるのでございますかっ？」

　四人の幹部寮生が、足もとにひざまずいて右京を見あげる。

「これ以上、寮生どもの不ふ甲が斐いない姿を見るに耐えぬ！　日本男児の戦いかたを見せてやろうぞ！」

　騎馬戦の馬は三人で構成するため、一番小柄な白びやく毫ごう虎こ念ねんはほか三人とコンパスが合わず、三角座りで見学。ほか三名の幹部寮生が馬となり、右京がその上にまたがった。

「いざ、出陣！」

　右京の高らかな号令に合わせ、先頭の大男・玄げん奘じよう武ぶ念ねんが合戦場に突進していく。

「うおおおおお！」

「なっ、何っ？」

　もちもちとゆるい感じで騎馬戦を楽しんでいた両軍は、この参戦に度ど肝ぎもを抜かれた。右京は長い腕のリーチを生かし、女子の赤い帽子を次々に奪っていく。

「きゃああ！」

　あまりの迫力に、女子たちは固まってしまい抵抗もできない。右京はまさに剛勇無双、一騎当千、でも相手が女子なので陣の目から見るとかなり大人げない。

　競技終了の笛が鳴った。右京は奪った赤い帽子の束を、麗れい亜あの前に投げつける。思いっきり本気で戦ったため、右京の長い髪は乱れ、全身に汗が吹きだし、息はハーハーと荒い。麗亜は腕組みをしたまま、不快そうに眉をひそめて右京を見あげた。

「どういうおつもりかしら？　競技乱入は反則ですよ」

「もちろん知っている。騎馬戦ぐらい、きさまらに勝ちをゆずってやる」

　右京は馬の上から、恐ろしいほどの敵てき愾がい心しんを燃やした目で麗亜をにらむ。

「だが！　ここから先は決して勝たせぬ。なぜなら、この俺おれが出るからだ！」

「……そう。せいぜいがんばってごらんなさいな、無駄な努力でしょうけれどね」

　麗亜がそう言ったのは、右京以外の寮生全員が、女人禁制を廃止してほしがっているため、誰だれも右京の勝利に協力しないであろう……とふんでいたからである。



　果たして、その次のスウェーデンリレーでは、右京をアンカーに置いて、前三人の走者はわざとのろのろ走っていた。

　スウェーデンリレーは、四人の走者が百メートル・二百メートル・三百メートル・四百メートルの合計一キロを走る、メドレーリレーだ。二十世紀初頭にスウェーデンで生まれたため、この名がある。トラックは一周二百メートルで、右う京きように順番が回ってきたときにはすでに、周回遅れとなっていた。

　男子寮軍は、右京の目は怖かったが、毒を食らわば皿までというか、赤信号みんなで渡れば怖くないというか、やっぱり間近で見る女子はとんでもなく可愛かわいいので女人禁制もってのほか、という勢いになり、覚悟を決めて右京に逆らっていた。

「寮長、こいつら戦う気ありません。試合をつづけるだけ無駄です」

　虎こ念ねんが孤立している右京に同情して進言したが、スタートラインに立つ右京は腕組みをしたまま、向かい風に長い髪をなびかせている。

「虎念よ。四し面めん楚そ歌かのどのような逆風が吹こうとも、それに立ちむかってゆくのがサムライぞ！　ほかの者らがいかに付和雷同しようが、俺おれは俺の道をつらぬくだけだ。俺は何者にも媚こびぬ！　へつらわぬ！　流されぬ！」

「でも周回遅れですし、それに……」

　頼りなさそうな声で、虎念が隣のレーンを見る。女子寮軍のアンカーは、麗れい亜あだ。今まで高みの見物をしていた彼女だが、右京の参戦に内心、不安を感じたのだろう。すらりと長いカモシカのような脚は、いかにも走るのが速そうだ。虎念の視線に気づいて、麗亜はフンと鼻を鳴らし、腕組みをして不敵な表情を右京にむける。

「わたくし、これでも百メートル十四秒台なの。インターハイレベルには遠く及ばないけれど、二百メートルの周回差がある以上、負けるとは思いませんわ。あなたはどうやらプライドが高いようですから、皆の前で敗北をさらすよりも、さっさと負けを認めて香か住すみ愛あい花かをお返しになれば？」

「百メートル十四秒台ということは、二百メートルをおよそ三十秒ということだな」

　右京は右手の指を三本ピンと立て、麗亜の前にドオンと突きだす。

「ならば！　この俺は四百メートルを三十秒で走りぬけば勝てる！　単純な計算だ！」

「は？」

　麗亜は呆ぼう然ぜんとする。騎馬戦でズタボロになった（というか猫ねこ島じまのしつこいアプローチに心をズタボロにされた）陣じんも、あいた口がふさがらなかった。三角座りをしている陣に、隣に座っていた夕ゆう也やがたずねる。

「陣、陣。俺たちが気づいていないだけで、もしかして寮長は、ものすごいギャグのセンスの持ち主なんじゃねーかな」

「あるいはバカか、な」

　陣は一刀両断にする。

「顔に似合わず、面白いことを言うのね。それじゃ、捕まえてごらんなさい！　オホホホホ！」

　麗れい亜あは、絶対に勝てるはず、これで勝てなければおかしい、と思いつつも、右う京きようのわけのわからない自信を不気味に感じ、それが悔しくて逆に強がって、そう言い残すと全速力で走りだす。いかにも脚の速い人間特有の、お尻しりも脚の一部として動いている感じ。ぐいんぐいんと加速して、たちまち一周二百メートルを走る……ここで、ほぼ同時に右京にバトンが渡った。

「ぬおおおおおお！」

　ギュンッ！　と、すさまじい勢いで右京は加速する。

「いっ？」

　凍りつくように冷静な麗亜が、さすがにびっくりして奇声を発した。砂ぼこりを蹴けたて、ドドドドドッとブルドーザーのような足音を立てて、右京は走る走る走る。麗亜が半周いったところですでに一周二百メートルを走り終え、残り五十メートルというところで麗亜を「ぎゅおんっ」と追い抜いた。最後は、ドザアッとすべりこむようにゴールインする。

　ストップウォッチを握っていた審判の女子寮生が、呆ぼう然ぜんとして読みあげた。

「……よ。四百メートル、三十秒フラット……」

　ちなみに世界記録は百メートル九秒七七、四百メートルは四十三秒一八である。

「勢いだけで世界記録を超えるとは、超人技にもほどがある」















　陣じんが呆ぼう然ぜんとし、全すべての観客も呆然とする中、右う京きようひとり力強く、両腕を天に突きあげた。

「よし！　この勢いで、一気に勝っていくぞ！」

「あの顔に騙だまされていたが、ここまですごいバカだとは。恐るべし、近衛このえ右京」

　麗れい亜あはゴクリと息をのんだ。そして陣の心にも、不安が一気に強くなった。



　果たして、右京はその後の全ての競技に出場し、走り高跳びも幅跳びもぶっちぎり、パン食い競争では全員分のパンを食べつくして相手を競技不能に落としいれ、綱引きではほとんど一人で綱を引っぱり、目を血走らせ全身の筋肉をきしませてまさに孤軍奮闘、男子寮軍の勝ちをひとつひとつ積みあげていった。

（……これは、本格的にまずくなってきたぞ）

　陣はごくりと息をのむ。女子寮軍が負ければ、愛あい花かは警察に突きだされてしまう。自分のために弁当を持ってきてくれたのに、陣の責任にかけて、そんなことにはさせられない。気の弱い愛花が警察の取調べなど受けたら、陣も取調べなど刑事ドラマでしか見たことがないが、いかにも怖そうなので泣いてしまうかもしれない。

　愛花は自分が守らなくてはならないのだ、と陣は思った。

「すまん。ちょっと腹が痛いんで、トイレ……」

　陣はそそくさと、その場を立ち去った。夕ゆう也やは女子寮軍の女子たちに見とれていて、返事もそこそこだった。



　陣は寮に戻り、まず懲ちよう罰ばつ房ぼうのほうを、壁の陰にかくれてそっとのぞいてみた。房の前には、啓けい太たが陣取っている。

（氷ひ室むろ啓太か。さすがマジメだな、あれだけ皆が女子寮軍に目の色を変えてるってのに、運動会をのぞこうともしないで見張り番とは）

　陣は啓太のそういうところに実は好感を持っていたが、今回ばかりは面倒だと思った。

（やっぱり、座ざ堂どうを呼びだすしかないか）

　と、啓太に見つからないようそっとその場を離れ、二階にある自分の部屋にむかう。陣の作戦としては、彼のランプの魔神である座堂シエラを呼びだし、啓太を彼女の砂魔法ラツムールで眠らせて、愛花を救いだすという方法である。

　ただし、ランプの魔神を呼びだすときに、さまざまな制約がある。そのひとつが、魔神は呼びだされた「密室」から外には出られないということ。そしてシエラの魔法の呪じゆ文もんは、声が届く範囲でしか有効ではないということ。つまり、懲罰房まで彼女を移動させる必要があるわけで、そのためには、部屋を密室にしてはいけないわけだ。

（これでいいだろう……）

　陣は部屋の扉を開け、学習机の引き出しの中から、段ボール箱に詰めたランプと指ゆび環わを取りだした。古代イスラエルの王ソロモンが用いた封印の指ゆび環わをはめ、ランプをこすってその封印を解けば、ぼわんと虹にじ色いろの煙が出て、メイド服に身を包んだ少女がふわりと現れる。すきとおるような白い肌と、香りたつ長い髪、まるで人形のように整いすぎた顔立ち、すらりと細くきゃしゃな手足、彼女こそ陣じんだけの言うことを聞く陣の魔神にして、クラスメイトの座ざ堂どうシエラ。

「呼びだすときはわたしが電話で指示したときだけって、何度言えばその貧しい脳ミソにしみこむわけっ？　この貧脳庶民！」

　訂正。猫っかぶりでワガママで、陣のことをご主人様だなんてこれっぽっちも思ってやしない座堂シエラ。

　しかし、ここでシエラに腹を立てている時間的余裕はない。陣はシエラに頭を下げた。

「砂魔法ラツムールで眠らせてほしい相手がいるんだ」

「眠らせるですって？　このわたしのほうが眠りたいわよ！　土曜の午前中は思いっきり寝坊するのがささやかな幸せなのよ、ふだん猫をかぶって精神的に疲れているから心のスイッチを完全に切って眠りたいのよ。それなのに！」

　そう言えばたしかに、シエラの髪にちょっと寝ぐせがついている。指摘すると「あなたを永遠に眠らせてさしあげましょうか？」とか言われかねないので、黙っていたが。

「感謝するから。思いっきり」

　陣の感謝と満足の度合いによって、シエラの魔神レベルは上がる。レベルが最高値まで上がって全すべての魔法を覚えれば、一人前の魔神として、メイドを卒業できるのだ。そうすればシエラは元通り、魔法で何でも出して贅ぜい沢たくなセレブ生活を満喫できるのである。

「土曜日にわたしが来てあげただけでも、地面に頭をすりつけるほど感謝してほしいものね」

「愛あい花かが寮に忍びこもうとして、懲ちよう罰ばつ房ぼうに閉じこめられてるんだ。今なら見張り一人しかいないから、眠らせてほしいんだが」

「ちょっと庶民、わたしの話を聞いてるのっ？」

「おまえにしかできないんだ。おまえにしか頼めないんだ」

　口が腐っても言いたくなかったことばだが、やむをえない。愛花は助けなくてはならないし、運動会はもうすぐ終わりかけだし、何よりシエラに頼む以外どうしようもないこともまた事実だ。恥ずかしさを押さえて言い切ったため、陣の顔はこわばって、必要以上に真剣に見えた。たいてい陣はまじめで真剣な表情をしているのだが、今回は必死の迫力もあいまって、いつもより二割増し真剣度が違う。シエラは思わず、ドキッとして顔が赤くなった。

　だが、自分がたかが陣を相手に赤くなったことが許せなくて、自分を赤くした陣のことはもっと腹が立ち、シエラはぷいっと顔をそむけてしまう。

「ぶ、無礼千万なあなたも、ようやく社交辞令を覚えたようね。まあ社交辞令っていうか、揺るがしがたい事実なんだけれども？」

　シエラは赤くなったまま、ぎこちない足取りで部屋の入り口のほうにむかった。一度、心配そうに手前で止まる。

「これ、またビリッてこないでしょうね」

「召喚するときに開けておいたから、理屈ではだいじょうぶだ」

「ビリッて来たら、あなたに百万倍にして返すからね」

　相変わらずぶっそうなことを言いながら、シエラはおそるおそる入り口をくぐる。が、何ともならない。シエラはホッと胸に手を置いて、振りかえった。

「良かった、だいじょうぶみたい」

「懲ちよう罰ばつ房ぼうまでは廊下でつながってるから、行けるはずだぞ」

　陣じんに言われて、シエラはおずおずと廊下を歩いてみる。

「ほんとだわ。ビリッとこないわね」

　階段を下りて懲罰房のある廊下にむかい、柱の陰にかくれたシエラは、啓けい太ためがけて呪じゆ文もんをとなえた。

「砂魔法ラツムール！」

　ザアッ、と廊下を大量の砂が駆け、啓太を飲みこんだ。

「わっ……な、何っ？」

　何が起こったのか理解する間もなく、啓太はバタッと倒れて寝てしまう。陣はヒュウッと口笛を吹いた。

「やるな」

「ふふん。ざっとこんなもんよ」

　謙虚に照れたりしないところが、あいかわらずのシエラである。陣は懲罰房の前に倒れた啓太をどけ、腰のカギ束を取って扉を開けた。

「愛あい花か、今のうちだ。逃げろ」

　懲罰房の中にむかって呼びかける。ところが、

「すー」

「すー？」

　房の中をのぞきこむと、愛花は砂に埋もれて子猫のように体を丸め、ぐっすり眠りこんでいた。陣は信じられないように、愛花の顔をのぞきこむ。

「愛花まで寝てる」

「そうそう、注意しておくけれどわたしの呪文は声がとどく範囲すべてに有効なのよ」

「先に言えよ」

「このあいだ言ったわよ。脳が貧しすぎて覚えてないのかもしれないけれど」

「おい、愛あい花か。起きろ！」

　陣じんは愛花に顔を近づけ、その頬ほおを軽く指で叩たたいてみたり、頭をぐりぐりなでこすってみたりする。愛花の髪は、細くてクセもなく、サラサラと気持ちいい。でも、いっこうに目を覚ますようすはない。

　シエラは、陣が困惑しながら愛花の耳を引っぱったり、体を揺すったりしているのをじっと見ていたが、何となくだんだん腹が立ってきた。

「だめだな。起きそうにない」

「当たりまえでしょっ、わたしがランプに戻るまで魔法は有効なんだからっ！」

「なにいきなりトップギアで怒ってんだ」

　陣は怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。シエラはハッとわれに返り、あせって、ぷいっと顔をそむけた。

「べ……別に怒ってないわよ！　変な言いがかりつけないでよねっ、庶民！」

「おまえとしゃべってると、ドッと疲労が押しよせるぜ」

　陣は、ふーっと深いため息をつく。

「だが、魔法を解除すると氷ひ室むろまで目を覚ましちまうし。……しかたない、女子寮まで俺おれが運ぶか」

　陣は愛花をおんぶすると、寮の裏口を開けて、飛びだした。シエラは、そんな陣を見送って、ちょっと腹立たしげにフンと鼻を鳴らす。

「なによ。せっかくわたしが魔法を使ってさしあげたのに、文句ばっかり言って生意気。香か住すみさんのことは、甘やかしてるくせに……」

　ぷんっ、とシエラは頬をふくらませる。しばらくふくれていたが、とつぜんボッと真まっ赤かになり、ブルブルブルッと首を横に振るった。

「い、いや別にわたしが甘やかしてほしいってわけじゃ……！　た、ただ感謝が足りないってことを言いたかったわけで、感謝がなければ魔神レベルも……」

　魔神レベル、ということばを口に出した瞬間、シエラはハッと気づいた。陣がいなければ、頭をなでてもらえない。したがって満足ゲージも上がらず、シエラはランプの中に戻れない。つまり、メイド服のまま着替えることができない！

「ちょっ……ど、どうするのよ！」

　あわてて、陣を追おうとする。が、陣が開けっ放した寮の裏口から出ようとすると、見えないバリヤーにはばまれて、ぺたんと尻しりもちをついてしまった。

「っつぅ！　そ、そうか、わたしが召喚されたときこの扉は閉まっていたのね。わたしが外に出られるところは……」

　シエラは一階を見まわす。寮生たちが全員外に出ているため、寮は泥棒予防のためにしっかりと窓も戸も閉められている。唯一開いているのは、寮生たちが裏庭に出るときに開けた扉だけだ。

　ここから出れば、寮生全員にメイド服姿を目撃されることになる。というか冷静に考えれば、たとえ気づかれずに出られたとしても、メイド服のまま町を走って陣じんを追いかけるわけにはいかない。

（わたしは由緒ある座ざ堂どう家の令嬢なのよ、そんな道化のようなまねをするぐらいなら死んだほうがましだわ！）

　シエラは真まっ赤かになった顔を両手で押さえる。陣はいつ帰ってくるかわからない。窓からこっそりと裏庭を見ると、運動会ももうほぼ終わりに近づいているようだった。

　点数は二五三対一五七で白組、すなわち男子寮軍の圧倒的な勝利である。右う京きよう一名による、猛烈な獅し子し奮ふん迅じんのたまものだ。右京は傷と泥でボロボロになり、ハアハアと息を荒げながらも、満足そうに人差し指を天に向かって突きあげた。

「ワッハハハハー！　日本男児の実力、とくと見たか雅みやび麗れい亜あ！」

「お、お姉様～！　あいつ怖すぎです！　目は血走ってるし、みんなケガさせられるのが怖くて、ろくに戦えません～」

　女子たちが、泣きそうな顔で麗亜を見あげる。麗亜は悔しげに、唇をかんでいた。

「うぬ……！」

　麗亜は悔しげに、勝ち誇っている右京をにらむ。

「っていうかふつう男なら、女の子に勝ちを譲るものじゃなくて？　あなたデートのとき、ゲーセンのエアーホッケーで本気で勝ちを取りに行って、本気で勝ってガッツポーズして、彼女が無言になったことにも気づかず、次の日学校で彼女に『あいつって、つまんねーちっちぇー男』って女子に陰口たたかれるタイプでしょう」

「ふはは！　そんな戯ざれ言ごとにこの右京が翻ほん弄ろうされるものか！　女を甘く見るなと言っておいて、都合が悪くなれば女を武器にしようとする。卑ひ怯きようよのう！　だからきさまら女は、この寮に立ち入ることならぬと言うのだ！」

　右京はそっくり返ってカラカラと笑う。男子寮軍は、がっくりと肩を落としていた。

「ああ……結局、女人禁制の規則は引っくりかえらないのか」

「せっかく、女子寮のほうから交流しようと持ちかけてくれてるのに。くそっ……寮長のバカバカバカ！」

　だが、右京がギラリとにらむと、彼らはすくみあがって黙ってしまう。特に今日の右京は、孤軍奮闘で獅子奮迅の働きを見せつけたので、寮生たちは完全にびびってしまっていたのだ。

　右京は、手にした竹刀しないをビュンッと振るう。

「最後の競技は異種格闘技戦だが……勝っても五十点しか入らぬ。ここから逆転するのは不可能よのう。俺おれも鬼ではない、むだに痛い目をすることもなかろう。土下座して非礼を詫わび、あやまちを認めるのならば、最後の勝負は免除してやらないでもない」

　完全にバカにした右う京きようの目に、麗れい亜あのプライドがブチッと切れる。

「ふざけてんじゃないよっ！　こっちは寮生を一人取られてんだ、わが身可愛かわいさにおめおめと引き返せるもんかってんだよっ！」

「お、お姉様、落ち着かれてくださいませ」

　興奮してことばづかいの乱れている麗亜を、女子寮生たちが取りかこみ押さえこんで、必死に鎮めようとした。



　窓ごしにそのようすをながめていたシエラは、ごくりと息をのむ。

「……やばいじゃない。運動会がもう終わりってことは、男子どもが帰ってきてしまうじゃない。どこかに隠れてやりすごす？　でも男子寮の中なんて、どうなってるかわからない……それにわたしが隠れてしまえば、庶民が帰ってきてもわたしを見つけだすことができないわ」

　お金も携帯電話も、メイド服に変身したときに消えている。隠れてしまうと、シエラは陣じんに連絡をつけるすべがなくなるのだ。それにあののんびり屋の陣の性格からして、すぐに助けに来てくれるとは思えない。何より、男子寮でメイド服のままでビクビク隠れているなんて、高貴な令嬢としてのプライドが許さない。

「どうしてわたしが泥棒やゴキブリみたいにコソコソしなくちゃならないわけ？　わたしは座ざ堂どうシエラよ！」

　かといって、メイド服姿を見られるのも嫌だ。実は自分はランプの魔神で……と説明するとすれば、恐らく生あたたかく見守られるのがオチだろう。

（とりあえず、外に出ることはできる。でも外に出たら、百パーセント目撃される。どうしてわたしがここにいるのかと聞かれる。へたをすれば、わたしも女人禁制の寮に忍びこんだと言われるかもしれない。何かないかしら、無理なくごまかす方法が何か……）

　ワラをもつかむ気持ちで魔法書をながめてみるが、何度見てもそこにはふたつの呪じゆ文もん「砂魔法ラツムール」と「泥魔法トウイーン」しか載っていない。

（ラッムールで全員眠らせて、そのすきに逃げる？　いいえ、裏庭は広いわ。全体に声が届かない可能性が高い。それにザワザワしているから、声がかき消されてしまって、魔法がきかない可能性もある……）

　とすると、砂魔法ラッムールは使えない。残ったのは泥魔法トゥイーン、泥から巨人ゴーレムを作る魔法だ。

（そうだ。ゴーレムを作りだして、全員ぶっとばす？）

　とてもいい考えだと思ったが、

（……いや。みんながゴーレムを目撃してしまったら、たぶんそのほうがあとあと面倒なことになりそうだわ。わたしがランプの魔神だっていうことは秘密にしておかないと、どこのバカがわたしの主人になろうとするかわからないしね）

　と、思いとどまった。「非道だから」とは思っていないらしい。

　泥魔法トゥイーンをどう使うか……。シエラが頭を悩ませているあいだに、裏庭のほうでは、右う京きようが勝ち誇ってますます調子に乗っていた。

「はーっははははは！　悔しいか、それではチャンスをやろう。弱者に情けをくれてやるのは、強者の優越よ」

「チャンスとは何？」

　麗れい亜あが眉まゆをひそめる。右京はビシッと人差し指を出した。

「千点！　俺おれに勝てば千点やろう！」

「せっ、千点っ？」

　とんでもない提案に、裏庭じゅうが大きくうねった。シエラもあきれて、窓にはりつく。

（千点って……今までの勝負が全部意味なくなっちゃうじゃない。バカなのは、姦かん淫いんの妖よう魔まマジュヌーンに取りつかれてたからじゃなかったのね？）

「千点……！」

　麗亜は、ごくりと息をのむ。

「そうだ、千点だ！　剣道部主将のこの俺を女の細腕で倒そうというのだから、それぐらいの褒美はくれてやっても良いだろう！」

　右京は竹刀しないで麗亜を指す。

「さあ、やる気が出たか？　先ほどまでの強気はどうした、どこからでもかかってくるがいい。きさまらが負ければ、香か住すみ愛あい花かは警察に通報されることになるのだぞ？」

「ぐぐぐ……！」

　そこまで言われても、麗亜たちは動けない。右京は今回も本気でやるに決まっている。

　百パーセント、大怪け我がしてしまうだろう。

（もし香住さんが通報されることになったら、彼女を逃した庶民も幇ほう助じよ罪ってこと？　庶民が刑務所にでも入れられたら、誰だれがわたしの頭をなでるのよ！）

　勝手に想像をふくらませて、シエラはじだんだをふむ。どこまでも自分本位のシエラであったが……ふと、気づいて目をかがやかせた。

「そうだわ。堂々と外に出て、寮に忍びこんでいたのではないかとあやしまれない方法がひとつだけある。ついでに異種格闘技戦を制し、あの庶民に、ますます恩を売ってやるわ。そう、魔法で最強の格闘家となり、女子寮軍に助す太け刀だちに来ました的な流れで行けばいいのよ。わたしって、つくづくかしこい！　自分で自分が怖くなるわ」

　シエラは高らかに笑いはじめた。

「そうと決まれば善は急げよ。泥魔法トウイーン！」

　勢いづいて、呪じゆ文もんをとなえる。窓から泥が、どんどん飛びこんできた。



　裏庭では、手も足も出せない女子寮生たちを前に、右う京きようが嘲あざけるような笑みを浮かべながら、じろじろとねめつけていた。

「どうした、うん？　俺おれと戦うのが怖いのか、運動会はここで中止か？　しょせん女など口ばかりだと、土下座して認めるか？」

「……性格悪いですわね」

　麗れい亜あは彼をにらむが、言われるとおり手も足も出ないのが事実だ。このまま愛あい花かを助けられないままか……ここまで右京が潔癖だと、愛花を警察に突きだすというのもかなり本気で行くのかもしれない。これぐらいのことで、未来ある寮生の経歴に傷をつけることは、彼女を家族から預けられている寮長としての名折れである。

「しかたがないわ。勝負に出ましょう」

「いけません、お姉様！　あいつ本気でつぶしてきますよ。顔にケガでもしたら！」

　桃もも井いが麗亜にすがりついて止めた。だが麗亜は首を横に振る。

「これは寮長としての責任よ。護身術で習った武道で勝負をかけますわ」

　麗亜は長い髪をポニーテールにまとめ、体操服をバッと脱ぎ捨てた。その下は、ぴったりしたタンクブラと三分丈のスパッツ。あらわになった腹筋は引きしまっていて、男子寮生たちは思わず感嘆の声をあげた。

「さ……さすがスポーツで鍛えられた体は、ふつうのナイスバディとはレベルが違う！　なんかすごい！　いわゆるエロカッコいい！」

　ゴオオッ、と場内が沸く。右京は、地面にマットをしきポールとロープをめぐらせた仮設リングに上がると竹刀しないを捨て、剣道着の袴はかまの帯をギュッとしめた。麗亜はマットに手を当てると、逆立ちして背面からマットに飛びこむ。その鮮やかな動きに、夕ゆう也やは思わずうなった。

「あ、あの動きはカポエラ！　それはブラジルの奴隷たちが編みだした格闘技であり、華麗な動きはさながら舞踏！　単なる格闘技の枠にとどまらず、音楽に合わせて自らを表現する芸術性の高さが特徴だ！」

「ああ。少年漫画でよく、そういう解説キャラいるいる」

　まわりの男子が硬い声でつっこむ。麗亜はマットの上でもブレイクダンスのような動きを見せて、右京をビシッと指さした。

「竹刀のない剣士など、クリー○を入れないコーヒーのようなもの！　護身術で習ったとはいえ、師範から過剰防衛と評されたわたくしのキックを受けるがいいわ！」

　ビシュビシュビシュッ、と麗亜の蹴けりがくり出される。立ちキック、回し蹴り、逆立ちからの旋脚と、その動きは多彩にして華麗。見ていた男子寮生たちから、歓声ともため息ともつかない声が上がる。

「ああ、あのキック、全身全霊で受けてみたい……！　ハイヒールで蹴けってくれたら、なおうれしい」

　ふだん女っ気が無いだけに、やや病み気味の寮生たちである。右う京きようはチッと舌打ちした。

「魔女め、清く正しく質実剛健なわが寮生どもをたぶらかしおって。サムライには刀は無くとも戦うすべがある、これすなわち近衛このえ流小こ具ぐ足そく術！」

　右京は低く身構え、麗れい亜あのハイキックを腕で止めると、その勢いでロープの外へ投げた。

「きゃああ！」

　麗亜の体がぶわっと浮きあがり、あんぐり口を開けて見ていた男子寮生たちの上に落下した。数人の男子寮生がつぶれ、まわりにいた男子が駆けよる。

「だいじょうぶですか、どこかおケガは？　こことかこことか、このへんとか」

「ええい、どこをさわっているっ！」

　麗亜のアッパーカットが夕ゆう也やをぶっとばした。リングの上で、右京は高らかに笑う。

「ふはは！　口ほどにも無いのう。さて、寮生らの前で土下座してもらおうか？」

　すっかり悪役に酔いしれているきらいも無いでも無いが、そんな右京に、女子寮生たちは悔しげな目をむける。

　そのとき、シエラの鋭い声が響いた。

「ちょっと待ってくださいな！　このわたしが助す太け刀だちいたします、敗者復活戦をお願いします！」

「ざ……座ざ堂どうっ？」

　憧あこがれのシエラの声を聞いて、右京はあからさまにうろたえた。寮生たちもその声の主の場所をさぐる。寮の扉の前にあるしげみの陰から、何か巨大なものがのっそりと姿を現した。

　それは、相撲スーツのような着ぐるみに身をつつんだシエラだった。彼女は泥の魔法で、ゴーレムを「自分を中心に」して作ったのだ。メイド服は相撲スーツに埋もれ、ヘッドドレスも泥のかぶりもので隠れている。その形は、力士が結う大銀杏おおいちように見えなくもない。メイド服で人前に出るのが恥ずかしいシエラの「名案」である。たぶん客観的には、こっちのほうが恥ずかしいのだが。

　右京は硬直していた。あこがれのシエラがすぐ目の前にいる。あこがれのシエラが自分に戦いを挑んでいる。あこがれのシエラが相撲スーツに身を包んでいる。情報の方向性がバラバラで、脳の処理能力をこえ、フリーズしてしまったのだ。

　立ちつくしている右京に、シエラは突進していって、力のかぎり張り手をかます。

「どすこい！」

　体を包む泥はゴーレム化しているので、パワードスーツのような働きをする。

「ぐげえっ！」

　人間ばなれした力でふっとばされて、右う京きようは空の彼方に消えた。シエラは満足して、ポンポンと手をはたく。

「すごいわ、やっぱり相撲は最強の格闘技と言われるだけのことはあるわね。わたしって、魔法も天才的だけど、もしかしたら天才格闘家じゃないかしら」

　色々ちがうようだが。ともあれ、シエラの勝利に寮生たちは男も女もわきあがった。

「やった！　これで女人禁制の規則は廃止だ！」

「座ざ堂どうは勝利の女神だ！　すばらしい！」

　彼らはシエラを取りかこむ。シエラはちやほやされて、気分が良い。

（ふふふ、そうなのよ。わたしこそが世界の主人公、わたしを中心に世界は回る、それがセレブのあるべき姿なのよ。あの庶民もここにいれば、ちょっとはわたしの偉大さがわかりそうなものなのに。どうしてあいつだけが、わたしにあそこまで無関心でいられるのかしら？）

　陣じんの顔を思いだすと、ちょっとばかりムカついて、シエラから笑顔が消える。少し離れたところからシエラのようすを見ていた麗れい亜あは、じっと腕組みをして何やら考えこんでいたが、やがて納得したように「うん」とうなずいた。

「何が『うん』なんですか、お姉様？」

　桃もも井いが訝いぶかしげにたずねる。麗亜はニヤリと笑って、

「うっふふふ……。座堂シエラ、おとなしいだけのつまらないお嬢様だと思っていたけれど、どうして、ムチャクチャはじけてるじゃないですの。美しいだけではなく、強い女性がわたくしは好き。がぜん興味がわきましたわ」

　と、シエラに近寄っていく。

「お、お姉様っ？」

　戸惑う桃井を後にして、麗亜は歓喜の輪の中にいるシエラの前に立った。シエラが見上げると、彼女はニコッとあでやかにほほえみ、

「あなた。わたくしの妹にしてあげてもよろしくてよ」

　と、シエラの前に手を出した。シエラは、不審そうにたずねる。

「握手ですか？」

「いいえ。わたくしの手にキスをすることを許してさしあげます。そうすることで、正式にあなたはわたくしの妹となるのです」

「妹？」

　別にそんなものになりたくもないし、してくれと頼んだわけでもないので、シエラはとまどう。

「わたくしの妹になりたいから、わたくしのために助すけ太だ刀ちしにきたのでしょう？　さあどうぞ、ご遠えん慮りよなく」

　その、自信に満ちたいささか傲ごう慢まんともとれる態度に、シエラのプライドがカチンときた。シエラは、とりあえずまだ猫はかぶってはいたものの、ぷいっと顔をそむけて、

「貴族というものは、誰だれの下にもつきはしないからこそ貴いのですわ。失礼」

　と、麗れい亜あの横を通りすぎてしまった。夕ゆう也やがあわててたずねる。

「座ざ堂どう、どこ行くんだ？　これから合同打ちあげしようぜ、座堂のおかげみたいなもんなんだから主賓がいないと盛りあがらねーよ」

「いえ、わたしはもう帰りますから」

　と、シエラは寮の門から外に出た。帰るのではなく、陣じんを追いかけるつもりだったのだ。

（まったく、庶民が肝心なときにいないから変な女に声をかけられちゃったじゃない！　一番いいところで見てなかったなんて、参観日にせっかく手を上げて答えてるときにトイレに行ってて見逃す保護者なみに失礼な行為よ。見てなかったせいで感謝が少なかったら、ただじゃおかないから！）

　シエラはぷりぷり怒りながら、陣に頭をなでてもらうため、女子寮へむかった彼を追う。

　夕也はほわーんと頬ほおを赤らめ、両手を胸の前で組んで、その後姿を見送った。

「座堂……着ぐるみもなんてかわいいんだ。いやむしろ着ぐるみがかわいいぞ。抱き枕まくらがわりにしたら、さぞかしフワフワして気持ちいいだろうな……」

　うっとりと目を輝かせる夕也の目の前に、天空高くから何かが落ちてきて、地面に激突し、ズシーンとすさまじい音を立てた。地震のように地面が揺れる。右う京きようだった。

「りょ、寮長っ？　今までふっとばされてたんですかっ？」

　夕也は目を白黒させる。右京のまわりには、大きなクレーターができていた。右京は地面にめりこんだ体をはがすようにして、よろよろと身を起こす。

「素晴らしい……。美しいだけでなく、凛りんとして強い。しかも相撲は日本の国技、日本の伝統を大切に守りつづけているあれぞ本物、正真正銘の大和撫子やまとなでしこ！」

　右京は猛烈に感動していて、涙と鼻血を同時にボトボトと落としていた。

「寮長。鼻血あふれてるっすよ」

「座堂に免じて、女人禁制は解いてやろう。ただし！　不純異性交遊をふせぐため、入れるのはロビーまで。規則違反が見つかった場合はすぐに元に戻すからな！」

　そんな右京の叫びなど、ドキドキワクワクしながらメールアドレスなど交換している双方の寮生の耳には入っていない。

　そして麗亜も、獲物を狙ねらう肉食動物の目をして、低い笑い声を立てている。

「座堂シエラ……わたくしの妹にふさわしい人材ですわ。かならずゲットしてみせましょうぞ」

　ニヤリ、と邪悪に笑う麗亜の迫力に、まわりにいた桃もも井いたち女子はゾッとして震えあがるのだった。



　ゴーレムのパワードスーツを着こんだシエラは、ものすごい速度で走ることができた。

　最初から運動会に出ていれば、ぶっちぎりで女子寮軍が勝てただろう。

　寮を出るとき、シエラは誰だれかとすれ違ったような気がした。髪の長い少女、胸に本を抱えていたような……。

（あら。どこかで見たかしら？）

　見覚えがあったような気もしたが、シエラはスピードを出していたので、一瞬のことでわからない。たぶん、女子寮生の誰かだろう、と思ってそのまま走りつづけた。

　シエラはあまりにも速いので、町行く人々はほとんど彼女の姿を視認できていなかった。巨大な泥団子が転がっているようにしか見えていない。

（これなら、すぐに庶民に追いつくわ。いくら香か住すみさんが細くてちっちゃくても、おんぶしてはそう早くは動けないはず。そうしたらとっとと頭をなでさせて、家に帰って二度寝しなくちゃお肌が荒れてしまうわ）

　ふと、懲ちよう罰ばつ房ぼうの愛あい花かを優しく取りあつかっていた陣じんの態度が思いだされた。シエラの頭をなでるときには、嫌々、ぐりぐりと荒っぽいくせに……。

（あっ、そうか。それでさっき、わけがわかんないけど腹が立っていたんだわ）















　理由がわかると、ますます腹が立ってくる。でも、そんなことで腹が立っていることに、なおさら腹が立った。

（べ、別にいいじゃないの。庶民が何をしようとわたしには関係ないわ。わたしは一人前の魔神になるために彼を利用しているだけの関係だもの、感謝ゲージさえ上がればどんななでかただってかまわないじゃないの！）

　何だか足が動かなくなってくる。愛あい花かをおんぶした陣じんに会うのが、気が重い。

（……ここで待ってれば、そのうち帰ってくるわよね。そうよ、たかが庶民にわたしのほうから出向いてやる必要などないのだわ！）

　シエラは自己完結して、道端のベンチに座りこんだ。座っていると、陣のことばかり考えてしまう。あわてて、自分の頭をポカポカッと殴った。

「ど、どうしたのよわたし！　あんな庶民のことを、なに気にしてるのっ？」

　ゴーレムの力でポカポカ殴ったせいで、脳にダメージがじんじんと伝わり、シエラはクラクラッとしてぶっ倒れてしまう。

「お、おのれ庶民～！　生意気よ、あんたなんか大っっ嫌いっ！」

　逆恨みしたシエラは、だだっこのように手足をばたつかせながらベンチの上で叫んでいたのだった。



　寮の門の近くには、本ほん田だ聡さと子こが立っていた。

　私服の、地味なチェックのジャンスカを着て、胸に五芒星ペンタグラムをえがいた本を抱きしめている。寮の裏庭のほうから上がる歓声にちらっと視線をむけただけで、彼女は何をするでもなく、ただじっと立ち尽くしていた。

　風が吹く。長い髪が乱れて、聡子は手で髪を押さえた。

　そのとき、地面にもぞもぞと大きな黒い蟲むしが動いた。カブトムシよりもはるかに巨大だが、聡子は気味悪がることもなく、ゆっくりと視線をむける。

『ギチギチ……ギチギチ』

　蟲はあごをカチカチとぶつけて鳴らし、聡子を見あげると、邪悪に笑った。

『イッヒヒヒ～！　こんなところに女がいたデス』

　ワシフはシエラたちに倒されて、一度は死んだはずだった。だが、彼は全にして個の存在である。彼の体を構成する何万もの蟲たちを全滅させないかぎり、病原菌のように何度も復活してくる。ワシフはしゃがれた笑い声を立てながら、聡子に近づいた。

『いかにも本ばかり読んでる青びょうたんふうデス、まずそうデス。でも、こんなエサでも無いよりましデス。宿主さえいれば、ワシはまた何千倍にも増えて敗者復活戦の開始デス！　キシャーッ！』

　ワシフは聡子に飛びかかる。ふわり、と聡子の髪が揺れた。メガネの底の、感情をうかがわせない目が光る。両手で胸に抱いていた本を、右手に持ちなおす。

　ゴンッ、とにぶい音がした。聡さと子こが、本の角をワシフに叩たたきつけたのだ。

『ぎひ！』

　本の角が刺さったワシフは、地面に縫いとめられる形となり、苦しげに肢あしをカサカサと動かしながら、うめき声をあげた。

『ア……アークダイモンのこのワシフを一撃でっ？　き、きさまは、まさか……！』

　聡子は黙って、ワシフを靴で踏みつける。ワシフは風船のようにパシュッと音をたててはじけ、塵ちりとなって飛び散った。

「たとえチャンスを与えようが、敗者は敗者以外の何者にもなれはしません。『指ゆび環わ』を滅ぼすなど、あなたやマジュヌーンごときでは無理なこと……弱いやつらにゴチャゴチャと動かれると、迷惑なのですよ」

　聡子は地面に落ちた本を拾いあげると、ポンポンと砂ぼこりを払った。無表情な顔は、どこまでも冷ややかである。

「さて。ゴミ掃除も終わったし、家に帰って本でも読みましょうか」

　髪を一度かきあげて、聡子は誰だれにも気づかれず、寮から去った。歩いてゆく彼女の後姿を、つむじ風だけが見送っていた。

《完》










　　あとがき



　前巻「ぷいぷい！」のあとがきで、生メイドさんも好評でしたが、その雇い主である小学校時代のクラスメイトの生お嬢様＠ワガママも好評でした。

　というわけで、お嬢様伝説パート２。それはわたしが、生メイドさんの謎なぞスープを飲んだ、あのお嬢様のお誕生会にお呼ばれする一週間ほど前のこと。お嬢様が、わたしをお誕生会にお誘いになられました。お嬢様いわく、

「わたしのお誕生会に呼んであげてよ。ただしお誕生会なのだから、そんな汚い服ではだめ。いい服を着ていらっしゃい」

　と、読者の皆様の期待を全く裏切らないステキ発言をなさっていました。

　お嬢様の家では、当時は珍しかった「血統書付き」の犬を飼っていました。ポメラニアンでしたが、お散歩は三人いるメイドさんの仕事でした。お犬様をお散歩させるメイドさん。最強のシチュエーションかも。とくに、ボルゾイとかスピッツとか貴族的なイメージ溢あふれる犬も良いのですが、なんかメイドさん＋ポメラニアンという組み合わせって意外にツボをついてきますので、やっぱり本物の貫かん禄ろくですね（何がだ）。



　ところでメイド話ばかりも何ですから、今回は執事話をしたいと思います。てへ。

　お嬢様の家には執事はいませんでしたが、執事さん体験をしたい場合、執事カフェもいいですが、一流ホテルには「コンシェルジュ」という接客係がいます。ホテルの中でお客さんにとっての執事のような役割をする人で、劇場などのチケットを取ってもらったり、薬を買ってきてもらったり、部屋にバラの花びらを敷きつめておいてもらったり、何でも相談していいのです。もちろん、頼みごとによっては、別途諸費用が必要ですが。

　コンシェルジュに、部屋に新聞を届けてくれるようにお願いしておくと、新聞にアイロンをかけて持ってきてくれます。新聞アイロンといえば、ご存知の方も多いと思いますが、大英帝国の執事さんは朝、旦だん那な様の新聞にアイロンをかけてお目覚めのティーとともに持ってきてくれます。これはヴィクトリア時代、新聞のインクが今ほど良くなくて、朝はまだインクが乾いておらず、そのまま読むと指が汚れるため。現代は、パリッと見栄えを良くするために新聞にアイロンをかけるのですが、コンシェルジュがこれをしてくれるというわけで、けっこう執事さん気分を満喫できるのではないでしょうか。



　今回、新キャラも何人か登場しましたが、皆さんの好きなキャラなど教えてくださいませ。なもり先生、今回も可愛かわいいイラストをどうもありがとうございました。四コマ漫画が面白くてお気に入りです♪

　　　二〇〇六年八月

　　　夏緑＠江戸っ子が羊を数えて「しつじが百匹」何やら眠りにくい









　著者

　夏緑（なつ・みどり）

　　主な仕事に、小説『風水学園』『風水少女』（ＭＦ文庫Ｊ）、『ヒカリとヒカル』（ポプラ社）、漫画原作『獣医ドリトル』（小学館）など。ＭＦコミックアライブシリーズから漫画版『風水学園』も発売中。

　　ロシアンティーによく添えられるバラジャム。今回は美執事ニコライにバラジャムを添えてみました。個人的には、耽美さに欠けますがプチプチしているいちじくジャムが好き。



　イラスト

　なもり

　　名古屋在住。６月25日生まれ。

　　最近好きなギャンブルはメダルゲームです。

　　あとチョコボール。

　　代表作『リセットな彼女』（ファミ通文庫）

　　公式ＨＰ「ELEGY SYNDROME」

　　http://www.geocities.jp/elegy_syndrome/
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